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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　天野　英
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〝王〟たる者、その身に五つの封を宿やどす。





　封が一、〝人じん刀とう〟。


　それすなわち鞘さやからの戒かい放ほう。





　封が二、〝欠片かけら〟。


　それすなわち神じん力りきの戒放。





　封が三、〝生命の実〟。


　それすなわち偽いつわりの門の戒放。





　封が四──







──『三さん剣けん抄しよう』人の巻〝王の章〟より抜ばつ粋すい







　序章







　暗い部へ屋やの中で、青年はチェスに興きようじていた。


　木製の安っぽい机つくえの上に載のっているのは、かなりの高級品だと素人しろうと目めにもわかる、水すい晶しよう製のチェスセットだ。通常チェスの駒こまは白と黒で色分わけされるが、この水晶製のチェスセットは、片方を黒水晶とすることで見分けをつけている。


　白いシャツを着た青年は、水晶の僧正ビシヨツプを手に取り敵てき陣じんに切り込こむ。


「王手チエツク」


　爽さわやかな微び笑しようの裏うらには、勝利を確信した者だけが放はなつ、底意地の悪さが秘ひめられている。


　王手チエツクではなく、詰みメイト。


　すでに王に逃にげ場は無く、後は僧正ビシヨツプを始めとした駒に狩かられるだけ。


「僕ぼくの勝ちですね」


　そう言って、青年──〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もり、御み塚づか七なな人とは笑えみを深くする。


「そのようだ。だが、これが現実に反映されるとは限らん」


　さほど気にしたふうもなく、黒水晶の駒を駆かっていた相手が言う。


　こちらは〝地ち刃じん〟の剣守り──剣けん翁おう。


　二者の会談はゲームの最中に行われ、ゲームの決着と共に終しゆう結けつを見た。


「〝王メレフ〟那な斬ぎり蒼あおい、〝軍師ヤツド・イエミノ〟飛ひ流りゆう要かなめ、〝騎士アビル〟四し門もん朱す雀ざく、〝射手ツアラフ〟冴さえ木き蘭らん丸まる──こちら側の駒は出で揃そろいました。僕は世界中で極者アダム・バルフの覚かく醒せいを見み守まもってきましたが、やはりこの四人を凌しのぐ駆く身しん・識しき身しんレベルの者は出そうにない。人じん刀とうの〝剣守り〟が分類した属性は、中々的まとを射いています。那斬蒼を筆ひつ頭とうに、この辺あたりが、人の限界のようだ」


「だろうな。異い議ぎは無い」


　剣翁の視線は、すでに戦せん闘とうを終えた盤ばん面めんに向けられている。自分なりに敗はい因いんを考察しているらしい。


「で、そちらはどうです？」


「同じだ。捕ほ食しよくによる進化は終着点が見えた。これ以上は喰くってもさほど変わるまい。人工的な進化も試ためしたが、成果はさほど上がらず要達に斃たおされた。やはり、後は極者アダム・バルフを喰らうことにかかっておる」


　剣翁が盤面から目を離はなす。


　見つめ合う〝天剣〟と〝地刃〟の代行者。互たがいに進めてきた計画は完成に近ちか付づき、約束の時が近付く。


「では、約やく定じように則のつとり、始めましょう」


「心こころ得えた。しかし──」


「何か？」


「足たらん、のではないか？　お主ぬしらは、極者アダム・バルフを五人選別し、差し出すと言った。一人ひとり足らんぞ」


　確かに、七人は四人の名を挙あげただけ、剣翁の主張する人数には一人足りない。


「見解の相そう違いですね。我われ々われは、五人ではなく、五つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟と申しました」


「では……五つ目はすでに？」


「ええ」


　七人が笑った。春の到とう来らいを思わせる爽さわやかで煌きらめく笑え顔がおなのに、周囲の気温は下がっていく。


「もう、五つ目の欠片かけらは顕けん現げんしています」




　第一章　かりそめの終わり







　世界各地で大規き模ぼな異メ魔ギ人ドの襲しゆう来らいが始まってから、三週間が経過していた。


　小国はほぼ国家自体が壊かい滅めつしたものもあり、中国やインドといったこれまで善戦していた国々も、存そん亡ぼうの危機に瀕ひんしている。


　敵の数もさることながら、問題はその階級だ。


　下級エナリアならいざ知らず、今回の襲来にはこれまで以上に中級クトニアが含ふくまれていたのだ。


　一いつ般ぱん人じんは言うまでもなく、熟じゆく練れんした兵士でさえ中級クトニアの撃げき破はは困こん難なんだ。よしんば斃たおせたところで、膨ぼう大だいな個体数に兵は消しよう耗もうし、いずれ喰くわれていく。公式に報道されているわけではないが、一部では上級レリウーリアすらその姿すがたを見せ始めた──そんな噂うわさもある。


　日本とて、その脅きよう威いは他人ひと事ごとではない。


　すでに、〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟の出現頻ひん度どは上がり、確実に危機が近付いている。


　それでもまだ、諸外国に比くらべかすかな猶ゆう予よはあった。


　そして、最もつとも強固な壁かべに覆おおわれた〈武ぶ街がい〉では、まだ人々が笑い合えるだけの余よ裕ゆうがある。


　かつての平和ボケとまではいかずとも、かりそめの平和に身を委ゆだね、ほんの束つかの間だけ、安あん寧ねいに浸ひたることが許される。


　特に、まだ出しゆつ陣じんを遠く控ひかえた学徒達は。


　だが、例外が二人ふたりいた。








「う～腹減へった」


　ぼやきながら、那な斬ぎり蒼あおいは教室への帰き路ろに着く。四限目は生物の授業で、三階の教室に移動して行われていた。自分の机で食事を摂とりたければ、まずは所属する壱いち年ねん木組に戻もどらなければならない。


「今日きようの弁当のおかず何？」


「……最初から俺おれが作ってくる前提で訊きくな」


　無愛想に飛ひ流りゆう要かなめが応じる。蒼の弁当を作るのはある意味日課に近いが、作って当然、といった態度が気に食わない。


「いーじゃん。作ってんだろ？」


「そういうことじゃなくてだな……」


「あ、飲み物買ってくるわ。先行っといて。そして弁当広げといて」


「…………」


　もう会話することすら馬ば鹿からしくなったのか、要は無言を貫つらぬいた。


　蒼は口くち笛ぶえを吹ふきながら、[image: ]のん気きに一階に下りて自動販はん売ばい機を目め指ざす。


　階段を下り、廊ろう下かを曲がろうと思った矢先、突とつ如じよ後ろから伸のびてきた手によって、後ろ襟えりを引っ張ぱられた。


「のわっ、何!?」


　強い力に抗あらがえず、蒼はそのまま階段を下りた地点から左後方のスペースに引きずりこまれる。昼でも暗く、普ふ段だんは物もの置おきとして扱あつかわれるスペースで、絢けん爛らんたる美少女が腕うで組ぐみをして彼を見み据すえる。


　真しん武ぶ学園生徒会長、九く曜よう綾あや姫ひめ。


　文武両道、才さい色しよく兼けん備び、学園どころか〈武街〉屈くつ指しの美少女は、不ふ機き嫌げんな顔で蒼を見据えていた。左手を腰こしに当て、右手は人差し指を伸のばしてビシッと蒼を指す。


「よ～やく捕つかまえたわよ、那斬蒼！　ったく、四六時中彼とベタベタしてるから、苦労したわ」


「あっそ」


　愚ぐ痴ちる綾姫を無視し、蒼は何事も無かったかのように自動販売機を目指す。当然、綾姫はまた彼の後ろ襟を引っ張って引きずり戻した。


「何だよ、要が待ってんだよ」


「……訊ききたいことあるのよ」


　真しん剣けんな顔の綾姫に、蒼は面めん倒どうそうに頭を搔かいた。


「……んだよ？」


「あの……飛流、君から……返事、聞いてる？」


　声を潜ひそめ、恥はずかしそうに尋たずねる綾姫。


　蒼は、はあと溜ため息いきを吐ついてぼやく。


「ぜ～んぜん。つーか、ラブレターの返事ぐらい、自分で訊けよ」


「う、うるさいわね！　できたらそうしてるわよ……」


　小声で呟つぶやき、綾姫はもじもじと両手の指を胸むねの前で絡からませる。


　要に手紙で告白をしたのは三週間前、即そく答とうを求めたわけではないが、さすがにここまで音おと沙さ汰た無しなのは辛つらい。とはいえ本人に直接訊くこともできず、こうして要に最も近い少年を暗がりに引っ張りこんだわけだ。


「で、どうなの、脈みやくあり？」


　両手を重ね合わせて顔を近づける綾姫の肩かたに、蒼はそっと手を置いた。


「な、何よ？」


「ないから」


　悲しげに首を左右に振ふる蒼。もう全身から慰なぐさめのオーラが発せられている。


「な、何よそれ！　手紙は読んだんでしょ？　まさか、ゴミ箱に捨すてたとか？」


「いや、職員室のシュレッダー借かりて刻きざんでた」


「いぃぃぃっっっ!?」


　思いの丈たけを込こめた手紙の結末に、いきなり目の前が真っ暗になる。だが、彼女が恋こいする少年はそんな男だ。


「な、何でよ!?　破やぶり捨てるとかならともかく、シュレッダーって……」


「お前の名前はどーでもいいけど、自分の名前入ってたからな。個人情報の保護に敏びん感かんな奴やつだから」


　誰だれよりも要を知る蒼は、訳わけ知り顔でうんうんと頷うなずく。もうこの行動だけで、要の気持ちは楽に推すい測そくできる。


「……というわけで、諦あきらめろ」


「い、嫌いやよ！　大体、私の何がいけないっていうわけ!?」


「全部」


　身も蓋ふたも無い言葉に、綾姫は肩を震ふるわせて反論した。


「なわけないでしょ!?　私、スタイルとか……結けつ構こう自信あるんだけど？」


　蒼に見せつけるように、綾姫は胸を張る。全身が異い性せいの目を惹ひく魅み力りよくに満ち溢あふれているが、特にこの豊ゆたかな胸むな元もとは特とく筆ひつすべき点だろう。


　しかし、蒼は鼻で笑って肩を竦すくめる。


「あー、ムリムリ。要はそんなもん、心臓を抉えぐり取るのに邪じや魔まだな、ぐらいにしか思ってねーよ。そう、その意味では奴やつはツルペタ好きかもしれん」


「なっ……」


　否定したくても、要なら本当にそう思っていそうで怖こわい。蒼ほどでなくとも、あの〈武街〉最さい凶きよう最悪間ま違ちがい無しの昏くらく冷たい精神の一いつ端たんには触ふれているのだ。


「い、いや、でも男なんだし、多少は、その……ね!?　ね!?」


　懇こん願がんするように自分の胸を持ち上げる綾姫。


　蒼は憐あわれみの表情を浮うかべつつも、刻こく々こくと減へっていく昼休みを確保するため、苦言を呈ていする。


「はあ……しょうがない、もうはっきり言ってやった方が逆に親切だな。要はお前のこと……」


　蒼はそこで一いつ旦たん言葉を切った。続く言葉を待ちながら、綾姫は息を[image: ]のむ。





「抱だかないよ？」





　一いつ瞬しゆん、時が止まった。


　思考が再始動してから、綾姫反論開始。


「い、いや、いやいやいや、だ、抱くでしょ!?　そりゃ、何かいい感じのムードになって、ムラッときたら……抱くでしょ!?」


「いや抱かない抱かない、絶対抱かない。『この夏、絶対焼かない』ぐらい抱かないね」


　揺ゆるぎ無い自信を湛たたえる蒼。


　もうここまでくると、絶対抱かない方向で決まりだ。他の人間が言うのとは、説得力が違ちがう。


　しかし、綾姫は諦めない。


「いや、わけわかんないわよ！　まさか……やっぱりそっち？　アンタが受けで向こうが攻せめ……いえ、まさか意表を突ついてアンタが攻め!?」


「いや、そんな専門用語言われても」


「いいわよ、それならそれで、私がノーマルに戻もどすから！　さあ、早く彼を私によこしなさい！」


「誰だれがやるかボケ！　さっきから聞いてりゃ調子乗りやがって……大体な、要と付き合いてーんだったら、まず俺に菓か子し折おりの一つでも持って挨あい拶さつ来くんのが礼れい儀ぎだろうが！」


「何でアンタの機き嫌げん伺うかがわなきゃいけないのよ!!」


「うるせー、要は俺の嫁よめだ!!」


　己おのれを親指で指さし、蒼は断言した。


　その蒼そう茫ぼうの眼まな差ざしを見て、綾姫は悟さとった。





　コイツ、本気だ。





　と。


「……って、何が嫁よ!!　彼は……私の嫁よ!!」


「何ですって、この泥どろ棒ぼう猫ねこ!!」


　蒼の口から金かな切きり声が迸ほとばしる。やけに甲かん高だかくて、女の業ごうみたいなものが感じられる叫さけびだ。ハンカチの端はしを嚙かんでひっぱる動作がよく似に合あい、昼ドラのメインキャストも張れそうな気がする。


「うるさいわね、アンタこそ私の飛流君を返しなさい！」


「ふざけんなパッツン女！　宇宙開かい闢びやくから要が俺以外の誰かの物になった記録なんてねー!!　俺の要を自分のものみたく言うなボケ!!」


　多分、要はまだ誰のものでもない。あと、誰の嫁でもない。


　勘かん違ちがいが二人ふたり揃そろうと、その威い力りよくは二倍ではなく二乗じようされるようだ。


「いいか、俺はお前のために言ってんだぞ!?　要を愛した女達っつったら、それはある意味シャアを愛した女達よか悲ひ惨さんだからな？　何、ララァとナナイ、どっちの方向目め指ざしてんの!?」


「知らないわよそんなの!!　私は、彼と付き合ったら幸せになる自信あるし!!」


「それがエゴだっつってんだよ！」


　周囲の反はん応のうを気にしない舌ぜつ戦せんは激しさを増まし、ギャラリーを引き寄せる。


　何事か、と生徒達が近ちか付づいてくるが、一人の少年を巡めぐる、男と女の宿命の対決はまったく収おさまりそうにない。


「確かにお前の気持ちはわからんでもない……俺もどちらかと言えば、隠おれまＭえサイドの人間だからな。アイツの冷たい視線やリアルに痛いツッコミを喰くらうたびに、それを嫌きらいじゃない自分が……どっかにいる気がする」


「……その気持ちはわかんないけど、あの冷たくてなじるような瞳ひとみは……確かにたまんないわ」


　両手を組み合わせて、綾姫が恍こう惚こつとした顔で言う。


　同調するように頷うなずく蒼。


　時に、若さは痛みを肯こう定ていする。


「けど、要は別にお前を求めてないから。キスするなら、まだ俺とする方がマシだと思ってる方に一万ペソ」


「何よそれ!?　ちょっと想像しちゃったじゃない！　しかも違い和わ感かんがなかったことが余よ計けいに腹立つわ!!」


「黙だまれ。大体な、要はテメェみてーに男が自分になびいて当然、的なこと考えてる自意識過か剰じようで顔と体だけが取とり柄えのバカ女が一番嫌いなんだっつーの。寝ね言ごとほざく前に、自分が要に相応ふさわしいのかっつーことをよ～く考えろ！」


「じゃあ彼の好みはどんな女なのよ!?　彼が望むなら、私は男だん装そうだってするわ！」


　完全に間ま違ちがえた方向で断言する綾姫。


　さりげなく要の好みを訊きいているのが侮あなどれないが、待っているのは残ざん酷こくな回答だ。


「要の好みね……女って時点で基本アウトなわけだが、ま～しいてあげれば月つき島しまとか？　ギリギリ手をつなぐ……ぐらいは嫌いやそうな顔でするかもしれん」


「月島……って、あの月島家の落ちこぼれのあの娘こ？　よりによって何であんな地味な娘なのよ!?　私のどこが劣おとってるってわけ!?」


「いや、逆にお前が女として、月島を上うわ回まわってる部分が一つでもあんのかよっつー話だけどね」


　腕うで組ぐみしてしみじみと頷く蒼。


　彼なりに、女性には一いつ家か言げんあるらしい。要の嗜し好こうとかぶるかは不明だが。


「な、何よ、私の何がいけないの!?　顔だって、スタイルだって……」


「だーから、そういうんじゃないんだって。ねえ、冴さえ木きさん？」


　蒼が廊ろう下か側を向くと、綾姫もはっと同じ方向に目を向ける。


　見けん物ぶつ中の生徒達の先頭に、兄──冴木蘭らん丸まるがいた。


　名めい目もく上は蒼と綾姫の中を取り持つ「仲ちゆう裁さい屋や」として来たのかもしれないが、特に口を挟はさまなかったことからもわかるように、完全に二人のやりとりを楽しんでいる。


　蒼に水を向けられた今も、楽しげに顔を綻ほころばせ、彼に同調する。


「うーん、確かにあの娘いい娘だからね。何かこう、たまに抱だきしめたくなるというか、愛くるしいというか。一いつ緒しよにいると癒いやされる感じだよね」


「でがしょ？　それに比くらべて、このパッツン女ときたら……」


　蒼は憐あわれむように首を振ふり、冴木も苦笑している。かつてない屈くつ辱じよくに、綾姫は子供っぽく頰ほおを膨ふくらませて、蒼と兄に嚙かみつく。


「何よ、お兄にいちゃんまで！　私とあの娘、どっちが大事なの!?」


「いや、それは綾姫に決まってるけど、女性として……ってなると、さ」


　口を濁にごす冴木だが、綾姫はごまかしを許さず、さらに詰つめ寄る。


「何で、何で私じゃいけないの!?」


「いや、いけなくはないし、綾姫は綺き麗れいなんだけど、飛流クンはそーいう外面的なものに興きよう味みなさそうだし」


「う…………」


　さすがに、女慣なれした兄の言葉は重い。


　さらに、蒼が駄だ目め押おしの言葉を紡つむぐ。


「つーまーり、お前は内面がアウトってことだ。要はそこらへんちゃんと見る男だから」


「うぅぅぅ……」


　女性にしては長身の綾姫の体が、小さく縮ちぢこまる。それで普ふ段だんの彼女にない可愛かわいさが増ますのは、皮肉このうえない。


　そんな彼女に、蒼は腕うで組ぐみをしながら、言い聞かせるようにしみじみと語る。


「確かに、お前の顔と体は一級品かもしれん。だが美人は三日で飽あき、お前は一晩共ともにしたら、はいおしまいが関せきの山。最終的に男が求めるのは、味み噌そ汁しるのように毎日でも飽きない女なのだ」


「あ～それは……あるね」


「でがしょ？」


　互たがいを指差し、蒼と冴木が頷うなずきあう。


「確かに、琴こと美みちゃんにはそういう魅み力りよくがあるね。綾姫は……その、味噌汁じゃなくて、フランス料理というか」


「年に一回食えればな、的なね。人によっては一生に一回で充じゆう分ぶん」


　男二人にヘコまされ、綾姫がちょっと涙なみだぐんで俯うつむく。勝気な生徒会長の思わぬ姿すがたに、取り囲かこむ生徒達も、おおっとざわめく。


　そんな中、全すべての鍵かぎを握にぎる少年が、人の波を搔かき分けて蒼達に近づく。


「……？　何やってんだ、お前ら？」


「あ、要」


　[image: ]のん気きな蒼と対たい照しよう的に、綾姫は恥はずかしそうに距きよ離りを取る。


　事の次し第だいをまったく知らず、単に蒼の帰りが遅おそいから様子を見に来ただけの要には、まったく事情が[image: ]のみ込こめない。


「いいところに来た……要、はっきりこの女に言ってやれ。俺の方が大事だと！」


「……わけわからん。冴木さんまで、何をやっているんです？」


　呆あきれ顔で要が訊きくが、冴木は口笛を吹ふきながら明後日あさつての方向を向いている。顔は、面おも白しろくなってきたとにやけた感じだ。


「あ、あの、飛流、くん……」


　おずおずと綾姫が要に近づく。だが顔は上がらず俯うつむいたまま、胸むな元もとでもじもじと指を絡からみ合わせている。


「この前のこと……なんだ、けど」


「…………」


　要は動かない。綾姫の言葉を待っているのではなく、不意打ちを警けい戒かいしているからだ。この前の告白のことはもちろん覚おぼえているが、彼の思考形けい態たいに「恋れん愛あい」などという甘あまったるい二文も字じは無い。単に血ち迷まよったか、あるいはやられた仕返しを目もく論ろんでいるか……最終的に、綾姫の告白はそう受け止められた。


「その、えっと……」


　視線を合わせないようにしつつも、やはり要の表情が気になる。なお言うまでも無く、要は露ろ骨こつに顔をしかめていた。


「ええっと……」


　まだ覚かく悟ごは決まらない。


　事情を知らない観客達も、固かた唾ずを[image: ]んで見守る。


「だ、第一印象から決めてました！」


「…………」


　多分、当時はお互たがい敵意しか持っていなかった。要の方は継けい続ぞく中、いや、むしろ増したかもしれない。


「お願いします!!」


　綾姫が右手を差し出し、頭を下げる。


　周囲で、歓かん声せいが上がった。





「ええっ、マジ告白!?」


「まさかあの会長を……」


「今年ことしの壱いち年ねんは本物だな……」


「ていうか、アイツ誰だれだっけ？」





　それぞれが勝手気ままに話す中、要の表情が引きつっていく。


　何だこれ？


　悪い夢か？


　珍めずらしく現実逃とう避ひして天てん井じようを仰あおぐと、周囲の生徒から非難の声が投げつけられてきた。





「おい、何放ほう置ちしてんだよ!?　お前も気持ちぶつけろよ！」


「もう、付き合え！　そして抱だいてやれ！」


「その乳ちちがほしくないのか!?」


「女に恥はじかかせる気!?」





　徐じよ々じよに声は大きくなり、何か付き合えコールが始まってきた。


　まずい。


　この流れは本当にまずい。


　真しん剣けんに全速力でバックれることを考えはじめたとき、微び妙みような救きゆう世せい主しゆが前に進み出た。


「要……まさか、その女をとる気か？　私よりその女の方がいいってこと!?」


　蒼がちょっと切せつなげに問う。口元に添そえられた手が、無む駄だに艶つやっぽい。


　ますます要の顔色が悪くなってきた。


「私達……もう終わり……ってこと？」


　上うわ目め遣づかいの蒼に、要が煮にえたぎった怨えん嗟さを吐はく。


「……今すぐその虫むし唾ずの走る話し方をやめろ」


「いや、お前といると、たまに俺の中の乙女おとめな部分が顔を出すんだよ」


「一生胸の奥おく底そこに閉じ込こめておけ……！　それから会長、俺は愛だの恋こいだのに興きよう味みはない。男が欲ほしけりゃ他当たれ。お前ならよりどりみどりだろ？」


　ようやくいつもの調子を取り戻もどし、冷たく言う要。


　綾姫は目を潤うるませつつも、まっすぐに彼を見つめる。


「貴方あなたじゃなきゃ……ダメ」


　おおっ、とまた周囲から歓かん声せいが上がる。


　要が顔を歪ゆがめると、肩かたに手が置かれた。振ふり向くと、冴木が後ろにいる。


「どうだろう飛流クン、ここは一つ僕の顔を立てる方向で[image: ]」


「…………」


　前門の妹、後門の兄。


「ちょっと待って下さい冴木さん！　こんな女に要はやれません！　おいパッツン女、お前は他で適当に見み繕つくろえ！」


　そして、一番厄やつ介かいな親と友も。


　朝のニュースの星ほし占うらないで、自分の星座の運うん勢せいが最悪と言っていたが、どうも本当らしい。


「ちょっと那斬蒼、私を軽い女だと思わないでよ！　私はね、自分が認めた男にしか、心も体も許す気はないわ！　そんな私が初めて認めたのが、この飛流君なの！」


　ビシッと言い切った綾姫。だが十代の観客達は、あらぬ方向で妄もう想そうを働かす。





「え……じゃあ、会長って……」


「あの顔と体で、まだ？」


「おいおい、もったいないにもほどがあるぜ」


「イケイケかと思ってたけど、純情な人なんだ……ちょっと意外かも」


「いいなあ、アイツ」





　男女問わず好き勝手な意見が飛び交かう中、冴木が諭さとすように要に話しかける。


「どうだい飛流クン、今なら初回特典付きだよ？　兄としてはちょっと複雑だけど、とりあえず一晩だけでも。あ、やさしくしてあげてね[image: ]」


「……死ね、色ボケ兄妹きようだい」


　ボソッと呟つぶやき、要が両手の指を鳴らす。何かもうめんどくさいから、全員殺やった方が早い気がしてきた。


「要……俺とのことは遊びだったのか？　俺よりそのパイオツカイデーな女がいいってのか!?」


　追い討うちをかけるように、蒼が言う。うん、もう本当に全すべてを終わらせたくなった。


「……蒼、パイオツ言うな。カイデーも言うな。そして気き色しよくが悪いうえに誤ご解かいを招まねくようなことを言うな……十二星せい拳けん三発ほど喰くらっとくか？」


「俺、お前がいないとダメなんだよ！　貴方あなた無しじゃ、ダメな女なの！　大事なことなので、二パターンで言いました!!」


「安心しろ、俺がいようがいまいがお前はもう充じゆう分ぶんダメだ。この属性ヘタレ」


　万ばん感かんの思いを込こめてしみじみ語ると、気に入らない綾姫が割って入った。


「そんな不健全な関係、もうやめて！　私が忘れさせてあげるから！」


「黙だまらっしゃい小こ娘むすめ！　俺達は、すでに男とか女とか、そういう小さなくくりを超こえた仲なかなんだよ！　俺なんか、要と風ふ呂ろに入ったことも一いつ緒しよの布ふ団とんで寝ねたこともあるんだぜ？」


　勝ち誇ほこるような蒼の口調に、綾姫が顔色を失う。救いを求めるように、すがるように要に問う。


「それ……ホント!?」


「……ガキの頃ころの話だ。大体、お前は基本姉ねえさんと風呂入って、一緒に寝てたろ？」


　要の言葉は真実だが、蒼はそっぽを向いて聞こえないふりをしている。


「わかった……もういい」


　達たつ観かんしたような綾姫の声に、ようやくこの茶番劇の終わりを感じ取り、要も息を吐はく。


　しかし、終しゆう幕まくは最悪の選せん択たくを伴ともなって叩たたきつけられた。


「付き合う、付き合わないは今はいい。でも……でも、このバカと私、どっちが大事かはっきりさせて！」


「…………どっちも心の底からどうでもいい気分なんだが」


　要のぼやきを無視し、蒼と綾姫は互たがいに目め配くばせして頷うなずき合う。共に一人の男を巡めぐって争う仲、互いの内面を曝さらけ出した今となっては、思考も似に通かよってくる。


　声を揃そろえて、ラストクエスチョン。


「二人共、崖がけから落ちて死にそうです。それぞれ片手で岩いわ肌はだに摑つかまっているだけ、助けられるのは一人だけ！　はい、どっちを助ける？」


　どっちもほっとく──と言いかける前に、二人が息ピッタリで、


「それは無しの方向で！」


　と、押おし留とどめる。むしろ気が合うのかもしれない。


　たった一つの冴さえた答えを失い、要は深い深い溜ため息いきを吐つく。


　蒼と綾姫も、冴木も生徒達も、皆みな固かた唾ずを[image: ]のんで決断の時を待つ。


　長くかかるかと思われた選せん択たくの時間は短く、要は心の底から面めん倒どうそうに左手を上げて、救うべき者を指差す。


　何やかんやで、答えは最初から一つしかない。


「…………お前」


　気けだるげな声と対照的に、選ばれた蒼は右みぎ腕うでを掲かかげて快かい哉さいを上げる。


「キタ──ッッッ!!　だよな、やっぱそうだよな!?」


「……そ、そんな…………」


　両りよう膝ひざが崩くずれ落ち、綾姫が廊ろう下かにへたり込こむ。


　放心状態の彼女を尻しり目めに、蒼はそのまま要の胸元にダイブする。


「信じてたぞ要～！」


「気色悪い」


　さっと身を躱かわされ、蒼はそのまま壁かべに激げき突とつする。顔が壁と溶とけ合い、無機質な感かん触しよくが唇くちびるに広がるが、蒼の顔はご満まん悦えつだ。


　やがて綾姫が立ち上がり、涙なみだを手の甲こうで拭ぬぐう。悔くやしいが、今日きようはもう勝負がついた。


「覚おぼえてなさいよ……いつか、いつか抱だかれてやるから!!」


「はあぁぁぁぁぁ!?」


　要の心の底からの拒きよ絶ぜつを聞くことなく、綾姫は半泣きのまま、廊下を駆かけ抜ぬけていった。


　残された要は、とりあえず最悪の捨すてゼリフを全力で記き憶おくから排はい除じよにかかる。


　その最さ中なかに、昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。


　皆一様に現実を思い出し、それぞれの掃そう除じ場所に向かっていく。





「しかし、会長ってああいうのが趣しゆ味みだったんだな」


「かわいそうに、よりによって、恋こい敵がたきが……ね」




[image: ]


「まあ、愛には色んな形があっていいよな」


「男が好きじゃなくて、好きになったのが、男だったってか？」





　無ぶ遠えん慮りよな言葉が吐はき出されるたびに、要が遠い目になっていく。


　失われた、貴き重ちような昼休み。


　しかし、もっと大事なものも失った気がする。


「…………厄やく日びだ」


　うなだれる要を尻目に、蒼は上じよう機き嫌げんに去っていく。食べ損そこねた昼食も、もう気にしていない。


「さ～て掃除掃除。ピッカピカにするぞ～」


　[image: ]のん気きなバカの後ろ姿すがたを、要は無言で見送る。慰なぐさめるように、再度冴木が肩かたに手を置く。


「災さい難なんだったね」


「………………」


「ところでさ、那斬クン……何かあった？」


　その言葉に、意い気き消しよう沈ちんしていた要の顔が引き締しまった。いつもの冷静さを取り戻もどし、冴木の飄ひよう々ひようとした口調から、全すべてを読み取るべく耳を傾かたむける。


「何か血の気け無いよね、彼。空から元気っていうか。綾姫は気づいてないみたいだけど、君を力ずくで奪うばい合ったら、結構いい勝負だったかも？」


　要的には地じ獄ごく絵図な光景だが、冴木の言葉には頷うなずかざるをえない。


　やはりこの男──油断ならない。


「あとさ、何か右みぎ腕うでに違い和わ感かんない？　別に機能的に支障は無さそうだけど、何かこう……接着剤でくっついてます～的な？　そういや、一箇か所しよ肉が盛もり上がってたね。齧かじられでもした？」


　悉ことごとく真実を言い当てる冴木に、要は微び笑しようを向けた。


　触ふれたら凍こおりつきそうな、冷たく危険な笑えみを。


「鋭するどいですね、相変わらず」


「細こまかいことに気づくのが、女性にもてるヒケツでね」


　冴木のにこやかな顔からは、何も読み取れない。


　思考も意い図とも、何もかも。


　狐きつねと狸たぬきの化かし合い、いや、竜りゆうと虎とらの騙だまし合いはなおも続く。


「ところで冴木さん、この前は異メ魔ギ人ド討とう伐ばつに精を出されたそうで」


「え～知らないよそんなの。僕、保健室いたもん」


「最近、四し門もん工業にツテができましてね。面白い死体だ。突つき刺ささった針はり──いえ、矢も実に興きよう味み深い」


「…………」


　冴木の笑みが、深くなっていく。だがけして目は笑っていない。


　要も、また。


「何な故ぜ、戦ったんです？」


「かわいくてお転てん婆ばな妹が、無茶しそうだったんでね。まあ相手が下級エナリアならいいし、中級クトニア辺あたりでも斃たおせるとは思うけど……変化球が相手だと、ね」


「新種が来ると、事前に知っていましたか？」


　吐はかれた毒どくを、冴木は笑え顔がおで受け止めた。


「さーてね。綾姫は実家の情じよう報ほう網もうがあるから、四門クン並なみとはいかないまでも、〈武ぶ街がい〉で起こることを探さぐれる。でも、僕は母方の九曜家とは無関係だよ？」


「そう……貴方あなたは妹とは違ちがう。冴木式弓きゆう術じゆつの継けい承しよう者にして完成者。そして、おそらくは最後にして唯ゆい一いつ無む二にの使い手。日本の武術界で隠いん然ぜんたる勢力を誇ほこっていた冴木家は、一人の天才の手でその幕を閉じた」


「調べたんだ？」


　出しゆつ自じを暴あばかれても、冴木は動じない。


　要のことだ、その気になれば簡単だろうし、別に隠かくす気も無い。


「誰だれも貴方を超こえられず、誰も貴方を真ま似ねできなかった。流派の繁はん栄えいに、傑けつ出しゆつした天才は不可欠だ。しかし、誰もその頂いただきに近づけないとしたら、教えを乞こう者はいない」


「ラクでいいよ、人に教える柄がらじゃないし」


「貴方の存在を抜ぬきにしても、冴木式弓術はすぐれた流派でした。だからこそ過去の〝剣つるぎ守もり〟は冴木家に伝えた……『三さん剣けん抄しよう』を」


「待ってたんだよね、その流派から極者アダム・バルフが出るのを」


　何気ない会話の中で、〝剣守り〟の歴史が明かされていく。


　すでに要は口く伝でんと実家の記録から、〝剣守り〟と冴木家の繫つながりを突つき止めている。


　極者アダム・バルフを輩はい出しゆつする可能性のある流派に、対異メ魔ギ人ド戦の真実を伝える『三剣抄』を伝えること──それは全すべて、後の世に、蒼と要、属性〝王メレフ〟と〝軍師ヤツド・イエミノ〟の揃そろう今この時に付き従したがう極者アダム・バルフを生み出すために。


「でも失敗だね。僕はキョーミないし。結けつ構こう色んなとこに『三剣抄』ばら撒まいたみたいだけど、無む駄だだったんじゃない？　四門クンは知らなくても目め醒ざめたしね」


「一人でも出ればよし──そう歴代の〝剣守り〟は考えた。その意味では成功だ」


「だね。じゃ、それで満足してよ。スカウトなら、僕は遠えん慮りよしとく」


　片手を振ふりながら、冴木が去っていく。


　相変わらず本心の読めない彼に、要は問いかける。


「貴方は──どちら側です？」


　その問いに、一いつ瞬しゆん冴木の足が止まる。だが、振り返ることはなく、すぐに歩き出す。


「どっちでもいいよ。楽しければ、ね」


　冴木はそれだけ言った。


　要はそれ以上追つい及きゆうせず、互たがいに背中を向け合って別れる。


　もう、時間が無い。


　けれど、〝王メレフ〟の前に跪ひざまずく極者アダム・バルフは──未いまだ一人だけ。








「あ～……ダルッ」


　蒼は校こう舎しや裏うらの壁かべに身をもたれさせながら、ぼやく。


　別に掃そう除じをサボる気は無かったが、言葉通り体が重い。保健室に行く気は無いし、行くわけにもいかない。


「やっぱ、昼食抜ぬきはキツイよな」


　自分に言い聞かせるように言うが、実際はそんな理由ではない。


　肉体はごまかされることなく、正確に不調を告げる。


　胃いから湧わき上がるものを感じ、蒼は口元を手で押おさえる。唇くちびるから離はなれた手の平は、血に塗まみれていた。


「こりゃ、死ぬかもね」


　驚おどろくぐらい、冷静に呟つぶやいていた。どこかで予想していたし、覚かく悟ごもしていた。


　いや、きっと……それを望んでた。


「ぼちぼち、時間切れか」


　掃除も、もうすぐ終わる。掃除で汚よごれた手を洗う級友に紛まぎれれば、すぐ血も洗い落とせるだろう。


　しかし遠い昔からこびりついている血は──


「落とせない、よな」


　自じ嘲ちよう気味に笑い、蒼は立ち上がった。ふと、今日きようの日付が脳のう裏りに甦よみがえる。もう夏はすぐそこ──やがて夏休みも始まる。


「久しぶりに、行っとくか」


　予定を決め、蒼は歩き出す。儚はかなげでふらつく足取りを支ささえる者は、今誰だれも傍かたわらにいない。








　放課後、職員室にて。


「おや、飛流先生、何見てらっしゃるんですか？」


　右隣どなりの席に座すわる同どう僚りようの野の田だに尋たずねられ、飛流美み亜あは我われに返って目を通していた名めい簿ぼから目を離はなす。


「あ、いえ……その……」


「それ、クラスの生徒の出身中学の一いち覧らんですよね？　どうしたんです、そんなもの熱心に見て？」


「あ……その、指し導どうの役に立つかな、と」


　小さな声で答えると、はあ、と野田が首を傾かしげる。担たん任にん・副ふく担任として同じクラスを受け持つ身だが、正しよう直じきあまり親しくはない。野田はそれ以上首を突つっ込こむことなく、淡たん々たんと自分の仕事に戻もどる。


　ふう、と安あん堵どし、美亜は机の名簿に目を移す。


　指導の役に立つ──我ながら、下へ手たな噓うそだ。生徒達の出身中学を知ること自体は、別に悪いことではないだろう。だが、教育的に必要か、と言われれば、ほぼ価か値ちを感じない。


　そもそも、名簿の中で見つめている名前は一人だけ……蒼だけだ。


　彼の出身中学は知っている。入学式にも保護者的な感じでついていったし、卒業式にだって出るつもりだった。


　だが、卒業を待たず彼はその中学から姿すがたを消した。


　それでもきちんと卒業扱あつかいになっているのは、要が手を回したからだろうか。


　要もまた、蒼と同じ中学の出身だ。


　彼の成せい績せきならば、私立の名門校も苦も無く合格できただろうが、「近いから」という理由で、蒼と同じ地元の中学へ通かよっていた。


　蒼の中学時代はいくらでも思い出せるのに、要のことはほとんど記き憶おくにない。


　手間をかけさせられることもなく、家庭訪問や三者面談でも、型通りの保護者の役を演じただけだ。若すぎる保護者でも、要の成績と演技のおかげで特に問題無く事は進み、中学時代は平へい穏おんに終わった。


　でも、蒼はいなくなった。


　卒業式の日、要からは来なくていいと言われたが、実は学校に足を運んでいた。もしかしたら会える、そんな希望は儚はかなく打ち砕くだかれ、結局蒼の足そく跡せきは一度完全に途と絶だえた。


　思い返せば、彼はもうそのとき戦場にいた。


　自分からも、要からも離れ、たった一人ひとり、〝正まさ宗むね〟だけを傍かたわらに異メ魔ギ人ドと戦っていたのだ。


「何で、言ってくれなかったんだろ……」


　いつものように口に出す。


　そして、いつものようにわからない。


　異メ魔ギ人ドと戦う──確かに、それを使命のように感じている節ふしは、幼おさない頃ころからあった。そして、自分はそれを危ないから、と止めてもいた。


　だから何も言わずに消えた？


「違ちがう……」


　確信をもって、呟つぶやく。確かに、自分に何も言わない理由にはなるだろう。だが、それでも要に言こと伝づてぐらいは頼たのむはずだ。昔から、言いにくいことは要をメッセンジャーにしていた。それすらしないということは、本当に完全な拒きよ絶ぜつの意志が感じられる。


「……どうして？」


　戻もどってきた彼は、出で会あったころの彼に戻っていた。〝正宗〟と要以外、誰だれも信じず必要としない、寂さみしげな蒼そう茫ぼうの瞳ひとみ。


「嫌きらいに、なっちゃった……？」


　名めい簿ぼから目を離し、机とその上を覆おおう透とう明めいなシートに挟はさまれた写真に目を落とす。


　笑え顔がおの自分と蒼、そしてオマケの要が写った写真を見る。


　過ぎ去った黄おう金ごんの時は、まだ色あせずに胸に息づいている。


　お互たがいにほとんど関心を持たない要と、形だけでも「姉弟きようだい」としてやってこれたのは、蒼がいたからだろう。蒼を中心に、弟と自分は繫つながっていた。


　けれど今繫がっているのは、蒼と要だけ。


「…………！」


　意識せず、唇くちびるを嚙かみ締しめる。


　嫌われることなんて、した覚おぼえはない。いなくなるその瞬しゆん間かんまで、蒼とは実の姉弟以上にうまくやっていた。絶対に、要より……繫がっていた。


「何よ…………」


　自分でもどう表現していいかわからない感情の疼うずきを抑おさえ、美亜は席を立った。


　どうせ、あの二人ふたりに訊きいても何も答えてはくれない。


　だったら、自分で突つき止める。


　そして、もう一度──彼と家族に。








「……誰だ？」


　電話越ごしでもはっきりわかる不ふ機き嫌げんな声に、一いつ瞬しゆん怯ひるんでしまう。


　それでも、意を決して月島琴美は声をかけた。


「あ、あの……私、だけど」


「琴美か……」


　かけてきた相手を知り、不機嫌な声が少しだけ柔やわらかくなる。


「何の用だ？」


「その……大だい丈じよう夫ぶかな、って……怪け我が、してたし……」


「お前に心配されるとは、俺もヤキが回ったな」


　自じ嘲ちよう気味に、兄・武たけるが言う。


　先日の月島練れん成せい館かんでの校外学習時、兄は蒼に完かん膚ぷ無きまでに打ちのめされた。自分が止めなければ、それこそ蒼の手にかかってこの世から消えていた可能性もある。


　さらに、その後の異メ魔ギ人ド襲しゆう来らい。


　後で知ったことだが、武は早めに難を逃のがれ、異メ魔ギ人ドと対たい峙じすることもなかったらしい。


　兄の安あん否ぴを確かめようと動き回ったのは無む駄だ足あしだったわけだが、無ぶ事じならそれでいい。


「……お前も、怪我、したんだろ？」


「あ、大丈夫……もう、全然平気」


　久しぶりに、兄から身を案じる言葉を聞いた。本当に久しぶりに……兄妹きようだいらしい会話をしている。


「気をつけろ、嫁よめにいけない体にでもなったら、ただでさえ無能なお前の行き場が無くなる」


「うん……そうだね」


　あっさり肯こう定ていしてしまうと、小さな笑い声が聞こえた。


「相変わらずだな。その……何だ」


「…………？」


「そっちは、まだ……平気か？」


　それは、今世界を覆おおう異メ魔ギ人ドの脅きよう威いに対する問いかけだった。


　兄はすでに〈武街〉から離はなれ、いつ異メ魔ギ人ドが襲来してもおかしくない〈外〉にいる。


「うん……大丈夫。守ってくれる人も、いるから……」


「……そうか。正解だったのかもな、お前は〈武街〉に行って」


「…………」


「弱いんだから、守ってもらえ。あの生意気な蒼あお目めにでもな」


「お兄にいちゃん……」


「兄さん達は、もう海外へ行った。もしかしたら、父とうさんも行くかもしれない。俺も……体が治なおれば、前線へ行く」


「お兄ちゃん……！」


「お前は……戦うな。弱いんだから」


　突つき放す言葉のくせに、口調はやさしかった。


　そのまま無機質な切断音が響ひびき、電話は切れた。


　携けい帯たい電話を勉強机に置き、琴美は溜ため息いきを吐つく。


　もう、実家は完全に異メ魔ギ人ドとの戦いに全すべてを割さいている。元々居い場ば所しよが無かった家が、もっと遠くに感じられた。


「私は……」


　何ができるんだろう……この街に来てから、ずっと考えていた。


　でも、考えるだけで何もできない。


　この前も……そうだった。


　蒼が入院したと聞いて、すぐ見み舞まいに行った。


　当初は面会謝しや絶ぜつだったが、数日経たつと彼の意識も戻もどり、普ふ通つうの面会も可能になった。


　だが、傍そばにはいつも要と美亜がいた。


　要は別にいい。


　むしろいるのが当然だと思うし、いない方が不自然だ。


　けれど、美亜が付き添そっているのをみると、ひどく胸が痛む。


　相変わらず彼女に対する蒼の態度は素そっ気け無く、剝むいてもらったリンゴも、微び妙みような顔で口に運んでいた。直じかに届とどけられる課題プリントも、渋しぶい顔で解といていた。


　でも、本心は違ちがう。


　必死に取り繕つくろって、必死に悟さとられないように、必死に演じている。


「……どうして？」


　理由はとっくにわかっているくせに、口に出す。


　認めたくないから。


　内心の醜みにくさに嫌けん悪おを抱いだき、琴美はそのままベッドに身を投げ出し、毛もう布ふを頭から被かぶる。


　忘れよう。明あ日すは、またいつものように学校だ。


　蒼と会えば、また気持ちがリセットされる。


　今は、ただ彼に会えればいい。


　そう言い聞かせ、琴美は眠ねむりについた。
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「……あれ？」


　週末を控ひかえた金曜日、出しゆ張ちようで不在の野の田だに代わり、美み亜あが朝のホームルームで出席を取っていた。


　欠席者は一人だけ──蒼あおいだ。


「えっと……飛ひ流りゆう君、何か聞いてない？」


　確実に事情を知るであろう弟に、教師として尋たずねる。いや、本当は仕事以上の意味がこもっていたけれども。


　教室の生徒の中では、琴こと美みだけがそれを感じ取り、要かなめの言葉に真しん剣けんに耳を傾かたむける。


「野や暮ぼ用があるそうです。別に体調は問題無いので、ご心配なく。来週はちゃんと来ますよ。ノートも取っておきます」


「そう…………」


　納なつ得とくしきれない部分もあったが、今ここで追つい及きゆうするわけにはいかない。他の生徒達も、あの蒼のことだけあって、さして心配はしていない様子だ。





「ま、あの那な斬ぎりが風か邪ぜとかでくたばるわけねーし」


「どーせ、どっかで異メ魔ギ人ドと戦やり合ってんだろ？」


「この前もすごかったな……」


「いなかったら……俺おれ達、どうなってたんだろ？」





　しばらく彼の話題で教室が盛もり上がり、ホームルームは喧けん騒そうの中で終わった。美亜はまだ未み練れんがあるようだが、一限目に受け持つ授業もあり、足早に教室を出て行った。


　いつもの質問責ぜめを免まぬがれ、要はふう、と息を吐はいて窓まどの外を見る。その矢先、遠えん慮りよがちに声をかけられた。


「那斬君の用って……何？」


「来ると思ってたよ、姉ねえさん二号」


　窓の外から目を離はなさず、要が達たつ観かんしたように言う。もう大だい分ぶ慣なれてきた。蒼の携けい帯たい電話の番号も知っているはずだが、直接訊きかずに自分を通すところが、琴美らしいと言えば言える。


「さっきも言ったろ、野暮用だ。他人にはどうでもいい、な」


「そう…………」


　琴美の顔を見ていない要には、彼女の表情がわからない。しかし、声の調子でどんな顔をしているかは想像がつく。


　無用な心配をしている、悲ひ観かん顔。


　あとは自分に対するかすかな嫉しつ妬と。


　どうもここのところ、女じよ難なんが続いている気がした。


「……何なら行くか、アイツのとこ？」


「え……？」


　要はようやく琴美の方を向くと、ノートの端はしを破って何やら書いて手て渡わたす。


「そこにアイツはいる。学校が終わってから行っても……まあいるだろうな。多分、一日中グダグダしてそうだ」


　うんざりしたように言い、要はまた窓の外に視線を向ける。


　突とつ然ぜんの提案に、琴美はどう対応していいかわからない。ノートの切れ端に書かれた場所は〈武ぶ街がい〉の外だが、日帰りも問題無い、それほど離れていない地区だ。


「那斬君は……何でここに？」


「さあ、な。それ以上言うと、俺の首が飛ばされかねん。訊きたきゃ、行って直接訊け。幸さいわい、今日きようはテスト前の短たん縮しゆく授業で帰りも早い」


「…………」


「姉さんには、教えないぞ？　チャンスじゃないか」


　おどけた口調に、琴美の顔が赤くなる。何だか、心を見み透すかされた気がした。


「わ、私は、ただ……その……」


「行くか行かないかはお前が決めろ。俺はどっちでもいい」


　決断を琴美に委ゆだね、要は一限の授業の準備を始める。


　それ以上彼から訊き出すことを諦あきらめ、琴美はもう一度渡されたメモに目を向ける。


　何な故ぜだか、ひどく会いたい。


　今、彼はきっと一人だ。


　そして、美亜は居い場ば所しよすら知らない。


　独どく占せん欲よくへの嫌けん悪おを抱いだきつつも、琴美は放課後の行き先を決めた。








　蒼は、朝に〈武街〉を発たっていた。


　愛車である〝騎き神しん〟に跨またがり、〈武街〉のゲートをくぐりぬけた後は、風を切り裂さきながら目的地を目め指ざして駆かける。きちんと舗ほ装そうされた道路は、やがて山道に近いものに変わっていく。


　景色けしきが見み慣なれた風景に変化していくたびに、ゴーグルの奥おくの蒼そう茫ぼうの瞳ひとみが、追つい憶おくに揺ゆれる。


　あの頃ころと、何も変わってはいない。


〝騎神〟の性能と蒼のドライビングテクニックにより、予想よりも早くその町に辿たどり着いた。町中にバイクで乗りつけることは問題無いが、蒼はあえて最も寄よりの駅の駐ちゆう輪りん場じように〝騎神〟を停とめた。


　そこからは徒歩に切り替かえ、彼はただ〝正まさ宗むね〟だけを手にして進む。


〈武街〉の外であることを考こう慮りよし、刀とう身しんには黒い布を巻まいているが、その長大な荷物は否いや応おうなしに人目を引く。だが、人目は目的地に近づくにつれ、どんどん少なくなっていった。


　やって来た〈武街〉と同じ関東の一区画にある、小さな町。


　町と言っても、雰ふん囲い気きは山さん村そんに近い。


　山の麓ふもとにあり、小川のせせらぎが耳に心地ここちよかった。空気も清せい浄じようで、人の手で完全に整備された〈武街〉とはまったく異ことなる安心感が胸むねを満たす。


　なのに、蒼の顔は晴れない。


　町に入る前からその顔は重く、入るとより昏くらくなっていく。


　奇き妙みようなことに、町に入ってから誰だれともすれ違ちがわない。


　田舎いなか町まちには違いないが、家か屋おくはそれなりに多く、電柱や標ひよう識しきも目に入ってくる。それなのに、人の気け配はいが完全に無い。


　──誰も……いない、のか。


　その事実が、記き憶おくの底に沈しずめていた事実を、より黒々と浮うかび上がらせる。


　無人の町──確かに、昔から過か疎そ化かが進行していたのは事実だった。衰すい退たいは進み、いずれ完全なゴーストタウンになっていたのかもしれない。


　だが、それにはまだ猶ゆう予よがあった。


　時の流れが当たり前に流れていれば、蒼は無人の町を進むことは無かった。


　不可解な光景──いや、違う。


　異メ魔ギ人ド襲しゆう来らい後の世界では、むしろありふれた光景かもしれない。


　一ひと度たび〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が開けば、この程度の町ならば、すぐに住人全員があの世行きだ。死ぬか喰くわれるか、運よく逃にげ延のびるか──選せん択たく肢しは、ただそれだけ。


　大きな街ならば復ふつ興こうが進み、やがて人は戻もどるだろう。


　しかし過疎化の進んだこんな町ならば、復興の担にない手すら存在せず、急速に寂さびれていく。


　世界では国単位で滅めつ亡ぼうが進んでいることを思えば、まだマシな方だろう。


　蒼自身、この町が無人になったことに、さほどの感かん慨がいは無い。極きよく端たんなことを言えば、どうでもよかった。


　ここに来た目的に比くらべれば、全すべてが色あせて見える。


　畦あぜ道みちを抜ぬけ、町外はずれの丘おかに向かう。野や生せいの芝しばに彩いろどられたなだらかな丘は、あの頃ころと何も変わっていない。


　目的の場所に辿たどり着いたところで、蒼は目の前の光景から目を背そむけた。


　見られなかった。


　あの日から、ずっと目を背け続けてきた。


　今も、直視する勇気が無い。それでも、来た。


　唇くちびるを嚙かみ締しめ、〝正宗〟を握にぎり締め、小こ刻きざみに震ふるえながら、やっとそれを見つめる。


　丘を登り終えた先には、十じゆう字じ架かが突つき刺ささっていた。


　別にとある世界宗教を示しているわけでもなく、単に死者の弔とむらいの象しよう徴ちようとして、それはそこに存在していた。


　古ぼけた板を紐ひもで十字に組み合わせただけの、簡かん易いで子供の工作のような十字架。


　そんなものを墓はかと呼よぶのは、死者への冒ぼう瀆とくだろうか。


　実際、その下に死者が眠ねむっているわけでもない。


　ただ、墓と呼べるモノを造つくりたかった。


　ただ、そこを死者の眠る場所にしたかった。


　自じ己こ満足を通り越こした、身勝手なエゴ。


　誰だれの為ためでもない、自分の為だけの墓。


　だとしたら、ここに来たのも結局は自分の為か？


　自問自答しながらも、蒼はようやく墓に向かって言葉を紡つむぐ。


「久しぶり」


　悩なやんだが、他に言いようが無かった。


　後は、ただ思いついた言葉を口にするだけ。


「俺さ、十六になったんだ。もう高校生」


　墓は応こたえない。当然だ。蒼は構かまわず、熱に浮うかされたように続ける。


「今は、〈武街〉って街にいるんだ。そんで、異メ魔ギ人ドと戦ってる。あ、大だい丈じよう夫ぶだよ、元気にやってる。要っていう、物もの凄すごく強くて性格の悪い友ダ達チもいてさ。あと……その要の姉さんがさ、何かやたら世話焼いてきて……」


　空むなしい言葉は続いていく。


　蒼はいつまででも喋しやべり続けた。


　空に赤みが差し始めても、構わず話し続ける。


　ようやく話すことも尽つきた頃ころ、もう辺あたりは夕ゆう闇やみに包まれていた。


　夕日に照てらされる顔に、どう足あ搔がいても消せない翳かげがこびりついている。


　長い長い一人ひとり語りの果てに、蒼はやっと決意を固めた。本当は、ただこの一言を言いたかった。


　目を閉じ、血を吐はくように言葉を紡ぐ。


「何でだよ……」


　十じゆう字じ架かの前で、膝ひざが崩くずれ落ちる。深くうなだれ、神に許しを乞こうように、救いを求めるように、地に拳こぶしをぶつける。


「何で死んじゃったんだよ……」








　各授業の休み時間、昼休みを通じて、美亜は職員室の隅すみに設置されたパソコンに向かっていた。


　書類の作成などの業務ではなく、目的はインターネット検けん索さくだ。


　調べるのは、言うまでもなく蒼のこと。


　要からはまた嫌いや味みを言われそうだが、もう気にしてはいられない。彼が何も語らない以上、独力で調べるしかないのだ。


　とはいえ、自分の知らない傭よう兵へい時代の蒼のことは、もう調べ尽くした。それに、知ったところで、何一つ空白は埋うまらなかった。


　だとすれば、今の蒼の態度の原因は──過去。


　空白の期間にも、自分と過ごした時にも問題が無いのなら、もう残るのは自分と出会う前──あの日よりも前の彼を知らなくては。


「でも……何があったの？」


　出会ったときから、気になってはいた。


　だが夜よ毎ごと悪あく夢むにうなされて泣き、時折震ふるえだして小さな体に不ふ似に合あいな〝正宗〟を抱だきしめる少年には、何も訊きけなかった。彼に笑え顔がおが戻もどってからは、訊く理由が無くなった。


　でも、今は知りたい。


　知らなくてはならない。


　この数日、自宅でも区立の図書館でも心当たりを探さぐった。


　蒼の過去──今の彼を見れば、確実にそこに異メ魔ギ人ドが絡からんでいるはずだ。そうでなければ、青春の全すべてをかなぐり捨すてて、異メ魔ギ人ドと戦うわけがない。


　探たん訪ぼうの出発点が定さだまり、次は地理の限定に移った。


　あの日、要が蒼を連れてきた。


　蒼は山中で〝正宗〟を拾ひろったと言っていた。


　だが〝正宗〟は飛流家が管理していたはず。


　蒼が手にした時点で、家の者──おそらくは要が何らかの行動を取ったはずだ。


　つまり、蒼が〝正宗〟を手にしたのと、要が彼を連れてきたのはほぼ同時期。


　では、どこで二人ふたりは出会った？


　どう考えても、あの当時の二人で長ちよう距きよ離りを移動するのは無理だろう。


　だとしたら、二人の出会いは飛流家の近辺に限られる。


　実際、飛流家は私有地として自宅近くの山林を保有していた。


　自分は引き取られた当初から出で入いりを禁じられていたが、要が父に連れていかれたところを見たことがある。今思えば、そこに〝正宗〟は安あん置ちされていたのか。


「お父とうさん、か」


　口に出してから、まったく感情がこもっていないことに気づいて苦笑した。


　自分と要の父──正しよう直じき、いい思い出はない。厳げん格かくな家か長ちようと言えば聞こえはいいが、実際はただの独どく裁さい者だ。その横おう暴ぼうに耐たえ切れず、自分が引き取られたのと入れ違ちがいに、要の母は出て行ったらしい。捨すて子だった自分を養よう子しに迎むかえたのも、幼おさない要の母親代わりにでもするつもりだったのだろうか。


　だが、そんな養よう父ふはある日離はなれに引きこもり、姿すがたを見せなくなった。


「そう言えば……それって……蒼君が来たのと同じ日!?」


　奇き妙みような符ふ合ごうに気づくが、まだ真実には到とう達たつしていない。そこで思考は止まってしまう。それほど、養父のことは心に残っていなかった。


　それに、引きこもった養父は蒼と要が中学に上がる頃ころ、完全に失しつ踪そうしてしまった。


　もっとも、その時点で飛流家の資産は全て要が管理していたらしく、三人の暮くらしには驚おどろくほど影えい響きようが無く、ごく普ふ通つうに暮らしていた。


「……我われながら、スゴイ家にいたもんだわ」


　今いま更さらながら、思う。それでも道を誤あやまることなく生きてきたのは……自分を実の姉以上に慕したってくれた少年のおかげだろうか。


　本来の目的を思い出し、美亜は今一度検けん索さくに戻もどる。


　実家周辺で起こった異メ魔ギ人ド関連の事件──該がい当とうは二、三件あったが、図書館で気になったそのうちの一つ──過か疎そ化かの進む町で、〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が開いた事件。


　それ自体は、ありふれたものだ。


　たまたま何かの会合で住人が集まっていたらしく、逃とう走そうもできずほとんどの者が殺された。そして唯ゆい一いつ──六歳さいの子供のみが生き残った。図書館で閲えつ覧らんした新聞記事は、そこで終わっていた。


　取るに足らない記事かもしれない。だが──初めて出会ったとき、蒼も六歳だった。


　美亜はその記事の更さらなる詳しよう細さいを情報の海に求め、キーボードを叩たたく。


「あった……」


　高鳴る鼓こ動どうを感じつつ、サイトにアクセスする。


　異メ魔ギ人ドによる被ひ害がいデータを集め、分ぶん析せきする目的のそのサイトには、十年前の事件のことも記き載さいされていた。


　生き残りの少年も怪け我がをしており、その後病院に収容されたという。


　それはいい。


　問題はその後──何とその少年は、医師や看かん護ご婦ふの隙すきを突つき、勝手に病院から抜ぬけ出したというのだ。


　関係者によれば、目の前で繰くり広げられた惨さん劇げきに幼い精神が耐たえ切れず、発作的に病院から飛び出したのではないか、という話だそうだ。真実はさておき、彼が連れ戻されたという記事は探さがしても見つからない。


　画面から目を離はなし、美亜はもう一度初めて蒼と出会ったときのことを思い出す。


　あの瞳ひとみ──あれが目の前で全すべてを失ったことによるならば、説明がつく。


　病院を抜け出して、どのような経けい緯いで要と出会ったかはわからない。


　でも、きっとボロボロの心を引きずって、彼はやって来た。


「蒼君…………」


　彼に想おもいを馳はせながら、自分に課せられた仕事を確認する。


　定期テストの問題を作るのに忙いそがしいが、さっさとそれは片付けよう。


　そしてようやく見つけた手がかりの場所を──訪たずねてみよう。








　琴美がその町に辿たどり着いたときは、もう夕方だった。


　一度寮りように戻って荷物だけ置き、制服のままノートの切れ端はしに書かれた場所を目め指ざした。行き方まで懇こん切せつ丁てい寧ねいに記しるしてあったせいで、迷まようことも、移動手段を探す苦労も無い。


　バスと電車を乗り継つぎ、辿り着いたのは小さな寂さびれた駅。


　一いつ瞬しゆん間ま違ちがえたかも、と思ったが、駐ちゆう輪りん場じように停とめてある蒼の愛車を見て、彼がこの近くにいることを確信した。


　しかし、何な故ぜ、蒼は学校を休んでまでこの小さな町へ向かったのか。


　何な故ぜ、自分はそんな彼を追いかけているのか。


　後者は、多分本当はわかっている。


　でも、もやもやしてはっきり言葉にできない。きっと、要には見み透すかされている。


　要は何でも知っている。


　蒼のことなら……きっと、何でも。


　もうわかりきったことなのに、ひどく胸が痛む。


　それをごまかすように、彷ほう徨こうは続いた。駅から徒歩五分のところにある無人の町は、どこかで時が止まったように、静かだ。それでも、時折かつて人が暮らしていた名残なごりが、幻げん影えいが視界をかすめる。


　確証は無い──でも、きっとここが彼の──蒼の……育った場所。


　そう思うと、一つ一つの風景が違った色しき彩さいを帯おびる。


　どんな子供だったのだろう？


　美亜から聞いたのは、背せ丈たけに余あまる長刀を握にぎり締しめた幼おさない姿すがた。


　どうして、戦う？


　どうしていつも──


「先生の、ために……」


　零こぼれた言葉に驚おどろき、琴美は慌あわてて口元を覆おおう。もちろん、誰だれも聞いてはいない。それでも恥はずかしい。


　忘れようと首を振ふり、あらためて蒼を捜さがす。だが彼は見当たらない。


　もしかしたら、もういないのかも……そう思いつつ、最後の可能性に賭かけ、高台を目指した。町全体を見み下おろせば、もしかしたら、見つかるかもしれない。


　小走りで駆かけ、目に入った丘おかを登っていく。


　その果てに、思いがけず彼との邂かい逅こうを果たした。


　安っぽい十じゆう字じ架かの前で、深ふか々ぶかと跪ひざまずく彼との。


　この光景の意味を、要は知っているのだろうか？


　後ろ姿だけでわかる、こんな無言の慟どう哭こくを。


「那斬、くん……」


　口をついた言葉に、蒼の背が震ふるえる。


　振り向いた彼の顔は、憔しよう悴すいしきっていた。見つめられるのが辛くて、琴美は目を背そむける。


「何で、ここに……？」




[image: ]


　当然の問いかけに、琴美は返答ができなかった。自分でも、本当のところはよくわからない。わかっていても、言う勇気が無い。


　だから、逃にげた。


「飛流、君に、訊きいて……」


　答えにはなっていない。ただ方法を言っただけだ。けれども、蒼はそれ以上追つい及きゆうせず、ポツリと言う。


「そっか……」


　その一言で、話は終わった。


　蒼はゆらりと立ち上がり、琴美に向かって近づいてくる。


「もう暗いし、帰った方がいい。俺も帰る」


「あ…………」


　現実に引き戻もどされると、急に罪ざい悪あく感が頭をもたげてくる。


　あの十字架は──墓はか？


　じゃあ、今日きようは……墓参まいり？


　そんな個人的で神聖な行こう為いに、土足で入り込こんでしまった。あまつさえ、自分のせいで蒼は帰ろうとしているのではないか──そう思う。


　謝あやまらなきゃ、そう思ったのに、内なる自分が予想外の言葉を紡つむいだ。


「あれ、お墓……だよね？」


「…………」


　蒼は答えない。その沈ちん痛つうな面おも持もちに、琴美の胸も痛む。なのに、蒼の心を抉えぐる言葉は続いた。


「誰だれ、の？」


　その問いは、蒼の心の深しん奥おうに眠ねむる最も脆もろい部分を貫つらぬいた。


　立ち尽つくす蒼。


　琴美もまた、胸の痛みを抑おさえながら立っている。


　やがて、蒼の唇くちびるが動く。


　聞き取ろうと琴美が一歩近づいたとき、少年の足元がふらついた。


「あっ……！」


　駆かけ寄る琴美。


　彼女の胸むな元もとに倒たおれ込こむ形で、蒼の体は崩くずれ落ちた。


　彼の中で、歯車が狂くるっていく。


　張り詰つめていたものが、切れていく。壊こわれかけの心と体が──砕くだけていく。





　まどろみの中で、またいつもの光景が広がっていた。


　自分の前で崩れ落ちる体。


　頰ほおに触ふれる手。


　血ち塗ぬられた己おのれの手。


　ささやかれる言葉。


　己が握にぎっていたもの。


　そして耳に焼き付いて離はなれない言葉。


　──ごめん、ね。


　違ちがう、と思い出すたびに叫さけびたくなる。


　本当にその言葉を言うべきなのは──





　はっと目が覚さめる。


　後頭部に感じるのは、地面ではなく柔やわらかい肉の感かん触しよく。


　そして見み下おろすのは、空ではなくて心配そうな同級生の逆さかさまの顔。


「月つき、島しま……？」


　茫ぼう洋ようと蒼は言う。途と切ぎれた意識は、まだいつもの調子を取り戻もどさない。


「ごめんなさい、その、地面、硬かたいから……」


　それが膝ひざ枕まくらの理由らしい。


　まあ拒こばむ理由は無い。


「……別に、いいけど。俺、どのくらい……」


「十分くらい……あ、顔色悪かったけど、その、救急車とか大げさだと思って、それで、その……」


　どこかいいわけがましく、頰を赤らめながら琴美が言う。視線も逸そらし、目を合わせようとしない。


　蒼は苦笑して、ようやくいつもの口調で軽かる口くちを叩たたく。


「いいよ、ちょっと立ちくらみしただけだし。むしろ、役やく得とく的な？」


「…………」


　ますます顔を赤くし、琴美がそっぽを向く。


　それでも、心配はしてしまう。


「あの、大だい丈じよう夫ぶなの？　この前の怪け我が、もしかしてまだ……」


「ヘーキだよ。ほら、今日きようメシ食うの忘れてて」


　余よ計けいな心配をさせまいと、蒼は身を起こそうとした。もう体は動く。頭が琴美の膝枕から離はなれる一秒前に、聞き慣なれた声が耳じ朶だを打った。


「何……してるの？」


　──…………！


　蒼と琴美は、それぞれ驚おどろきを湛たたえて声の主ぬしを見た。


　ちょうど丘おかを登ってきたばかりの彼女は、形容しがたい複雑な表情を浮うかべていた。


　美亜だ。


　彼女もまた、琴美とまったく同じルートを辿たどり、まったく同じ思考でここにやって来た。


　そして、最初に目にした光景が、これだ。


「あ、あの……」


　琴美は口ごもって返答できない。


　訊きいた美亜自身も、正しよう直じき何を言っていいのか、よくわからない。だから、きわめて事務的に自分の職務を口にする。


「が、学校休んで……何、してるのよ……。その、ほら、テストも近いし……ちゃんと、勉強しなきゃ、ダメ、よ……」


　──何言ってんだろ、私。


　言いながら、自じ己こ嫌けん悪おが湧わき上がってくる。ロクに二人ふたりを見ることもできない。


「わ、私達、別に……」


　珍めずらしく琴美が反論を口にする。でも、それだけで後が続かない。


　何ともいえない空気が、夜が迫せまりつつある丘を支配する。


　唯ゆい一いつ、蒼だけが冷静だった。


　やましいことなどないとでも言うように、ゆっくり琴美から離れて立ち上がり、体を掃はらう。そして、いつものように、冷ややかに美亜に告げた。


「別に、不純異性コーユーなんてしてませんよ？　腹減ってふらついちゃって、支ささえてもらっただけです。怒おこるなら、俺だけにして下さい」


「わ、私は、そんなつもりじゃ……」


　いいわけがましく言うが、蒼は気に留とめない。淡たん々たんと、彼女が先ほど言った言葉に沿そう生徒を演じる。


「休んだのはすいません。明あ日すは土日だし、ちゃんと勉強しますよ。月島は……俺のこと心配して来ただけです」


「私だって……」


　心配して、と言いたかったが、言葉が続かなかった。


　ただすれ違ちがい、二人の距きよ離りが広がっていく。


「あれ……お墓、よね？　誰だれの……お墓なの？」


　訊きくような空気でないと知りつつも、美亜は訊いてしまった。話を逸そらしたかったのもあるし、訊きたくもあった。


　琴美もまた、聞けなかった言葉の続きを求め、蒼を見つめる。


「ここ……蒼君の故こ郷きよう、よね？」


「…………」


「ここで生まれて、ここで……育ったの？」


　美亜は、徐じよ々じよに核かく心しんに切り込こんでいく。秘められた過去が、閉ざされた記き憶おくが、彼女の言葉で明かされようとしている。


「俺は…………」


　美亜と琴美が、固かた唾ずを[image: ]のむ。


　しかし、言葉は紡つむがれなかった。


　蒼が空を見上げる。


　つられて、二人も空を仰あおぎ──恐きよう怖ふに顔を強こわ張ばらせた。


　夜の闇やみよりなお深い黒点が、蒼の真上で生じている。


〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟。


　予測不能、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの災さい厄やくは、今また前まえ触ぶれなく降ふり注そそぐ。


「何で……」


　蒼は左手の〝正宗〟を握にぎり締しめた。琴美の膝ひざ枕まくらで眠ねむっていたときも、手て放ばなさなかった。


　あの日から、それは変わらない。


「またかよ……!!」


　どうしてこの場所で──何な故ぜ!?


　怒いかりの中で、蒼は〝正宗〟を巻いていた布を剝はぎ取り、その刀とう身しんを露あらわにする。彼の感情に呼こ応おうし、刃やいばを覆おおう金属の質感を持つ帯おび状の鞘さやも即そく座ざに剝はがれた。


「二人共とも下がれ！」


　怯おびえながら頷うなずき、二人は蒼から離はなれる。だが、逃にげようとはしない。足手まといなのはわかっている。けど、彼の戦いから目を背そむけたくない。


　むしろ蒼を危険に晒さらす愚ぐ行こうなのだろうが、そんな二人だからこそ今日きようこの場所を訪おとずれたのだ。何があっても、彼の戦いをこの目に焼き付ける。


「シャァァァァァッッッッッ！」


　吼ほえながら、蒼は飛ひ来らいする一体の異メ魔ギ人ドを迎むかえ撃うった。


　円状に広がった天空の黒い染しみから吐はき出されたのは、異メ魔ギ人ドの群むれの頂点に立つ個体、〝将アエリア〟。


　群れの規き模ぼに関係無く、そのランクは確実に中級クトニア以上。


　蒼にとって唯ゆい一いつ幸運だったのは、それが紛まぎれも無い中級だったこと。仮かりに先日苦戦の末斃たおした上級レリウーリアならば、出現した時点で勝敗は決していた。


「ギィィィィ…………」


　舞まい降おりる異メ魔ギ人ドは、舌なめずりをして蒼を見た。到とう着ちやく直後に極ごく上じようのエサ──実に運がいい！


「誰だれが喰くわせるかよ！」


　着地を待たず、蒼は上空へ突つきを見み舞まう。一いち撃げきで刺さし殺す気だった。


　しかし、必殺の突きを異メ魔ギ人ドは刀身を側面から弾はじく形で逸そらした。さすがに中級クトニア、身体能力の基本値ちがまず人を超こえる。互ご角かく以上に戦うには、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟しかない。


「シャァァッッ！」


「ギィシャァッ！」


　異メ魔ギ人ドは地に降り立ち、死し闘とうが始まった。


　敵は四し肢しを変形させず、シンプルな打だ撃げきで襲おそいかかってくる。無む手て型ゆえに、その動きは迅はやく筋肉も武器型より発達しているように思えた。


　俊しゆん敏びんな動きは、蒼の動体視力を以もつてしても捉とらえづらい。


　すでに蒼そう茫ぼうの瞳は〝真紅の斬閃デツドライン〟を発動させ、必殺の一いつ閃せんを敵に引いている。なのに、なぞれない。蒼の肉を抉えぐり取ろうと、高速で繰くり出される敵の手をいなすのが精せい一いつ杯ぱいだからだ。


　──第壱鎖式リーシヨンじゃ無理か……！


　要がいないことに歯は嚙がみする中、美亜と琴美の姿が視界に飛び込こむ。


　二人共、異メ魔ギ人ドの発する〝魔テ合フいム〟に喰われかけていた。地に座すわり込み、頭を抱かかえて脳のう髄ずいを焼く恐きよう怖ふと苦痛に耐たえている。下級エナリアならまだしも、中級クトニアの〝魔テ合フいム〟に長時間接するのは危険だ。後こう遺い症しようとして、何らかの精神疾しつ患かんが残る可能性がある。


　──まずい……。


　焦しよう燥そうに太刀たち筋すじが乱れ、刃やいばの防ぼう御ぎよをすり抜ぬけた手が、蒼の胸元を狙ねらう。瞬しゆん時じに身を引いたが、鋭するどい爪つめは皮ひ膚ふを切り裂さいた。


　このままでは、負ける。


　それに……体が重い。


　先日の上級レリウーリア戦以い降こう、明らかに体が変調を来きたしていた。全すべては門を、人に許されざる禁きん忌きの力を引き出した報むくいか。


「でも……」


「ギィィッッ!!」


「負けられるかよ!!」


　全力の一閃が、異メ魔ギ人ドの首を狙ねらう。しかし、それを剛ごう腕わんが防ぐ。〝正宗〟の刃は強きよう靭じんな筋肉を斬きり裂くも、完全な切断には至いたらない。かろうじて繫つながる腕うでをかばいもせず、異メ魔ギ人ドもまた蒼の首を狙い、齧かじりつこうとする。


　暴力的な食欲は、蒼の反はん応のう速度を凌りよう駕がした。


　殺やられる。


　思うと同時に、蒼は敵に〝真紅の斬閃デツドライン〟を引いていた。


　だが見えるだけ。


　なぞれない。


　迫せまる敵。


　負ければ喰くわれる──美亜と琴美が。


　極限の中で、また意識が飛んだ。視界が暗くなり、脳内のスイッチがＯＦＦに切り替かわる。完全に自じ我がは消えたはずなのに、唇くちびるは言葉を紡つむいだ。


「雑ざ魚こが」


　口元が、残ざん酷こくに綻ほころぶ。それは、中級クトニアの異メ魔ギ人ドすら慄おののかせる危険なモノを秘めた笑えみだった。


　蒼の全身に半はん透とう明めいの黒い鎖くさりが浮うかび上がり──瞬しゆん時じに弾はじけ飛んだ。


「跪ひざまずけ」


　刹せつ那な、斬閃ラインは拘こう束そく力を持つ予告線と化した。蒼にのみ見えていた斬閃ラインが、今実体を伴ともなって浮かび上がり、顕けん現げんする。


「ギィッ!?」


　ごくわずかな時間、異メ魔ギ人ドの肉体がその動きを停止する。


　それが、生と死を別わかつ全てだった。


「見み斬きった」


　生じた隙すきを見み逃のがさず、蒼は忠実に斬閃ラインをなぞった。


　ごく細く短い斬閃ライン。斬閃ラインというよりは、点に近いかもしれない。強靭な筋肉の防ぼう御ぎよを気にせず、最も殺さつ傷しよう力の高い一いち撃げきで終わる部位。


〝正宗〟の切っ先が、敵の左胸を貫つらぬく。


　口から鮮せん血けつを撒まき散らし、異メ魔ギ人ドは絶命した。


　蒼はすぐさま刃を抜ぬき、刀を一振ふりして血を弾き飛ばす。


　同時に、意識が戻った。


「俺、何を……」


　震ふるえながら、両手を見つめる。ほんの一、二分意識が飛んでいた。なのに、敵は斃たおれている。両手に、敵を斬り殺した感覚が残っている。全身には、〝真紅の斬閃デツドライン〟をなぞった記き憶おくがこびりついている。


　体調は最悪なのに、意識すら飛んだはずなのに、むしろ五体はスムーズに動いた。あまつさえ──〝真紅の覇道デツドロード〟すら為なし得た。


　勝利したのにもかかわらず、その顔は晴れない。この場所を血で汚よごしたことも心を重くするが、それよりももっと重い事実が突つき刺ささる。


「何で……」


　要は傍そばにいない。だから、鎖式リミツターは外はずせない。なのに、〝真紅の斬閃デツドライン〟はその姿すがたを浮かび上がらせた。


　第弐鎖式シエニ・リミツターが、要無しで戒かい放ほうされてしまった。


「どうして……!?」


　これも、報むくいなのか。それともあのときの、自分に呼よびかけた〝天てん剣けん〟の力か!?


　どちらにせよ、封ふう印いんの閂かんぬきは緩ゆるんでしまった。


　磨すり減へっていく。俺が──磨り減っていく。俺でなくなっていく。


　唇くちびるを嚙かみ締しめながら、美亜と琴美に駆かけ寄る。壊こわれかけた二人ふたりの心、それが何より気になった。


　もし〝魔テ合フいム〟の影えい響きようが尾おを引けば──


　最悪の予想に、思い出したくない記憶がよぎる。しかも今いるのは──この場所だ。


　頭を振ふって、悪夢を追い払はらう。


　幸さいわい、早期に中級クトニアを斬ったせいもあり、二人のダメージは軽かった。特に琴美は目がやや虚うつろながらも、蒼の戦せん闘とうをしっかり見ていたようだ。


「那斬、君……今の、は？」


　彼女の言葉が、あの実体化した〝真紅の斬閃デツドライン〟を指さしていることは、すぐにわかった。


　蒼は顔を曇くもらせるだけで、答えない。ただ、残る美亜の身を案じて、表情を確認する。


「……大だい丈じよう夫ぶですか？」


「え、ええ……」


　青ざめながらも頷うなずく美亜に、蒼が微び笑しようする。この場所に来て、ようやく心の底から安あん堵どしている──そんな蒼の気持ちは、琴美にも読み取れた。意識せず、彼女は胸元を押おさえる。


　そのとき、脅きよう威いの残ざん滓しが咆ほう哮こうとなって轟とどろいた。


　全員が驚きよう愕がくの表情を浮うかべて振ふり返ると、虚こ空くうに生じた放電から、一体の異メ魔ギ人ドが世界の壁かべを破って這はい出していた。空間に生じた黒い染しみが大きさを増まし、魔まを吐はき出す。


〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟はもう無い。だが蒼が斃たおした〝将アエリア〟は、死の間ま際ぎわに群むれの頂点に立つ存在の特権として、同どう胞ほうを一体だけこちら側に招まねいたのだ。


「ギィシャァァァァァッッッッ!!」


　雄お叫たけびと共に、生じた世界を繫つなぐ黒い染みから、異メ魔ギ人ドが飛びかかってくる。


　世界の壁かべを破り、新しん鮮せんなエサをただ求める。


「チィッ！」


　蒼の舌した打うちは、自分に対するものでもあった。


　体が重い。


　さっきは使えた〝真紅の覇道デツドロード〟も発動しない。


　避よけることは……できるだろう。だがその後の攻こう撃げきの動作は確実に普ふ段だんより遅おくれる。そうなれば、背はい後ごの美亜が──


「…………！」


　選せん択たくの余地は無く、蒼は首を狙ねらって繰くり出された敵の手しゆ刀とうを〝正宗〟で受ける。敵は同時に、もう片方の手で蒼の腹を抉えぐった。五指に備そなわった鋭するどい爪つめの全すべてが、鍛きたえた腹ふつ筋きんに喰くい込こむ。


「ガ、ハッ……」


　苦痛をこらえながら、蒼は敵の腹を蹴けり飛ばして、その身を撥はね除のける。残る力を全て注そそいだ前蹴りは、異メ魔ギ人ドの肉体すら宙に浮かした。


　隙すきを見み逃のがさず、蒼はすぐに〝正宗〟を正せい眼がんに構かまえ直して踏ふみ込む。重力を味方につけた、基本に忠実なこと極きわまりない面打ちが、異メ魔ギ人ドの頭を縦たてに割った。


　全身を一刀両断、とはいかず、頭の中ほどまで叩たたき割っただけ。


〝真紅の斬閃デツドライン〟も関係無い、ただ積つみ重ねた修しゆう練れんが反射的に繰り出した、泥どろ臭くさく不ぶ恰かつ好こうな一いち撃げき。


　それでも敵は斃たおれ、蒼は今度こそ全ての力を使い果たし、その場に両膝ひざを突つく。


　肩かたで息をする彼に、美亜と琴美が駆かけ寄る。


　まず美亜の手が肩に触ふれるが、蒼はそれを力無く押しのけようとする。


「大だい丈じよう夫ぶ、です。これぐらい……」


「何言っているの!?　またこんな怪け我がして……!!　病院、いえ、救急車……」


「平気、ですって……」


　あくまでも気き丈じように答える蒼。


　全ての心配を拒きよ絶ぜつする彼に、美亜の中で何かが弾はじけた。


「何で、そんなこと言うのよ……」


「…………」


「何で、こんなこと、するのよ……！」


　蒼の背を、美亜の拳こぶしが叩く。もちろん全力ではなく、痛みもほとんどない。でも、蒼の表情は沈しずんでいく。


「こんなこと、誰だれも頼たのんでない……こんなこと、しなくていい……!!」


　また力無く拳が蒼の背を叩く。蒼は無言でそれを受け止める。


「どうして……!?　どうして、勝手にいなくなって、勝手に戦って……勝手に守ったりして……」


「俺は…………」


「大っキライ……!!」


　投げつけられた言葉に、蒼の顔から全ての表情が消える。


　それに耐たえ切れなかったのか、静せい観かんしていた琴美が口を挟はさむ。
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「そんな言い方しなくても……いいじゃないですか」


　彼女には似に合あわない、明らかに敵意のこもった言葉に、一いつ瞬しゆん美亜も気け圧おされる。


「那斬君は……先生のために、怪我したんですよ……!?　いつだって、先生のために……」


　両拳こぶしを握にぎり締しめながら、琴美は言う。


　美亜も唇くちびるを嚙かみ締めながら、それに答える。


「私は、こんなこと、頼んでない……」


「…………!!」


　琴美の顔色が変わる。多分これまで他人が目にしたことのない表情──怒いかり、と形容されるもの。


「私は、ただ……!!」


　悲ひ痛つうな声で、美亜が漏もらす。彼女だって、痛みを感じている。


「そんなの……ひどいです。那斬君は……!!」


　声を荒あらげる琴美を、蒼がそっと口元に片手を添そえて制した。


「あっ…………」


「いいから」


　蒼の声は穏おだやかだった。誰にも怒りを感じず、誰も恨うらんでいない。諦てい観かんさえ感じられる、穏やかな声だ。


「いいから。俺がヘマしただけ。それだけだよ」


「でも…………」


「先生も月島も、心配してくれてるだけ。俺が、心配させるようなことしただけ。そうだろ？」


　やさしく蒼が言う。


　琴美は怒りの矛ほこ先さきを失い、口をつぐむ。美亜もまた、何も言えずに俯うつむく。


　その場の誰もが本心を隠かくし、誰もが本ほん音ねを語ろうとしない。ただ重い時間だけが過ぎていく。しかし本格的な夜の到とう来らいと共に、いかなる感情の鎖くさりにも縛しばられない、涼すずしげで冷静な声が聞こえた。


「またヘマしたのか？」


「要……！」


　丘おかを登ってきた要を見て、ようやく、蒼の顔に明るさが戻もどる。その変化に気づき、美亜と琴美は互たがいに一いち抹まつの寂さびしさを覚おぼえていた。


「これはまた、勢せい揃ぞろいだな」


　他人ひと事ごとのように言う要だが、琴美がいるのはほぼ彼のせいだ。蒼もそのことを思い出し、ちょっと不ふ機き嫌げんに要を見る。


「お前さあ……」


「怪け我がの手当て、早くした方がいいんじゃないか？」


　うまく話を逸そらし、要は微び笑しようしながら言う。蒼は苦笑し、腹の辺あたりを押おさえる。


「あ～……深ふか手でかも。肩貸かして」


「ウソつけ。大体、そんな怪我なら俺が困こまる。帰りはお前のバイクに乗せてもらうつもりだったからな。電車賃ちんがもったいない」


「鬼おにか、お前は？」


　いつもの調子で軽かる口くちを叩たたき合い、蒼は立ち上がった。多少は回復したらしく、足取りはしっかりしている。


「要……俺、第弐鎖式シエニが……」


「解とけたか。別にいいだろう。お前もそろそろ自分で制せい御ぎよしろ」


　突つき放すように要は言う。蒼の肉体のことも、鎖式リミツターの戒かい放ほうも、全すべてを予見していたようにも見える。


「けど……なあ、もう一度かけ直して……」


「無む駄だだ。元々〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を封ふう印いんし続けたのは、お前のワガママだ。本来、第弐鎖式シエニ・リミツターは王自みずからの意志で解き放つものだ。使いこなせ」


　要の口調は変わらない。こうなると、何を言っても無駄だ。


　蒼はそれ以上の要求を諦あきらめ、うなだれる。しかしすぐに顔を上げ、ふと思った疑問をぶつける。


「何で、お前はここにいるわけ？」


「思ったより、帰りが遅おそかったからな」


「心配になったと。さすがは我わが嫁よめ」


「うるさい黙だまれ」


　無表情で言い放ち、要はようやく美亜と琴美に目を向けた。だがその目には何の感情も宿やどっていない。路ろ傍ぼうの石──いや、空気でも目にしているような態度だ。


「そこの二人ふたりも、もう帰ったらどうだ？」


「あ……でも」


　美亜が小さな声で言うが、要は機先を制して蒼の処しよ遇ぐうを告げる。


「コイツの手当ては俺がしとく。重じゆう傷しようなら病院にも行かせる。何か問題でも？」


「それは……」


「結果はメールでちゃんと伝える。他に何か注ちゆう文もんは？」


「…………」


　本当は、あったかもしれない。けど、もう何も言えなかった。


　無言を承しよう諾だくと見なし、要は顎あごをしゃくって蒼を促うながす。


「行くぞ。もう充じゆう分ぶんだろう？」


「……ああ」


　この場所に来た本来の意味を思い返し、蒼が頷うなずく。それでも、後ろ髪がみを引かれる気持ちであの十じゆう字じ架かを振ふり返る。そこから目が離はなれても、美亜と琴美に目がいく。


「駅までは一いつ緒しよに行けばいい。月島は……姉ねえさんが送ってくれるだろう」


　要の言葉に、美亜は意識せず胸むな元もとを押おさえていた。琴美を送るのは……いい。当然だ、教師なのだから。


　でも、蒼は要と帰る。二人で。


「行くぞ」


　要の後に続き、蒼が歩き出す。さらに蒼を追うように、美亜と琴美も歩き出す。


　誰だれも口を開かない。


　同じ時間と場所を共有しているのに、蒼と要以外、全すべてがすれ違ちがったまま夜は更ふけていく。




　第三章　〝騎士〟対〝射手〟







　その色白の青年が、〈武ぶ街がい〉の四し門もん工業本社ビルを訪おとずれたのは、昼ひる頃ごろだった。


　白のシャツと銀ぎん髪ぱつ、そして胸むな元もとで揺ゆれる十じゆう字じ架か。どう見てもサラリーマンとは言いがたく、就しゆう活かつ中の学生にも見えない。


　にこやかに笑いながら、彼は受うけ付つけの若い女性に声をかける。


「すいません、一番偉えらい人はいますか？」


　屈くつ託たくの無い微笑ほほえみに、受付嬢じようは困こん惑わくした。まともな来らい訪ほう者とは思えないが、自分の行こう為いをまったく疑っていないこの青年を無む碍げに扱あつかうことはできない。


「あ、あの……お名前と会社様は？　お約束がおありでしょうか？」


「御み塚づか七なな人とと申します。約束はしてません。でも、会いたがっているでしょうね。いるのなら伝えて下さい、〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もりが来たと」


　受付嬢はますます困惑し、首を傾かしげる。


　代わりに、エントランスに詰つめていた警備員が近づいてくる。外部の警備会社でなく、四門工業の直属──すなわち、会長である四門帯たて刀わきの私兵だ。彼らはこのような事じ態たいも想定し、一いつ般ぱん社員に紛まぎれて社内のあちこちに潜ひそんでいる。


「君……ちょっと来てもらおうか？」


「いいですよ、別に。でも、会長さんはいるんですか？」


　強面こわもてで巨きよ体たいの警備員を無視し、七人は受付嬢に話しかける。当然というか、彼女は対応に困こまり、回答できないでいる。


「君……」


　警備員の男が、七人の腕うでを摑つかむ。正確には、摑もうとした。


　──……!?


　触ふれたのは確かだろう。だがその巨体は反転し、頭から大理石の床ゆかに叩たたきつけられていた。理解不能なのは、本人だけではなく、周まわりも同様だ。一様にざわめきたつが、当の七人はどこ吹ふく風、飄ひよう々ひようとして会話を続ける。


「いじわるしないで、教えてもらえません？　お互たがいのために」


　七人の笑え顔がおは変わらない。


　だからこそ、受付嬢は総毛だった。震ふるえる声で、真実を話す。


「留る守す、です。商用で……」


「あらら、残念。どうしよう、話し合いで終わらせたかったのに」


　軽く肩かたを落として、ようやく受付に背を向ける。すると、待ち構かまえていたように体格のいい警備員が、左右から飛びかかる。


「やめましょうよ、こういうの」


　うんざりしたように七人は言い、両手を閃ひらめかせる。さほど迅はやいとは思えぬ動きは、苦も無く巨きよ漢かん二人ふたりの後頭部を摑つかみとり、胸の前で顔がん面めんを衝しよう突とつさせた。


　強制的に行われたキスは、勢いきおいも合わさって互たがいの額ひたいを割った。


　四門帯刀の眼鏡めがねに適かなった〈武街〉でも上位の猛も者さは、そのままゴミ箱に捨すてられるように、床に放られた。


「空むなしいですよ、戦いって」


　しみじみ語る七人。


　そんな彼を、さらに警備員達が取り囲かこむ。皆みな電でん磁じ警けい棒ぼうや暴徒鎮ちん圧あつ用のゴム銃じゆうなど、四門工業私し設せつ部隊の制式装そう備びを持ち出していた。


「……やれやれ。やはり、〝人じん刀とう〟側の拠きよ点てんだけのことはある。ちょうどいい、潰つぶせるだけ潰しておこう」


　両手を無む造ぞう作さに垂たらしながら、七人は進む。


　動くな、という警告にも耳を貸かさない。やがて彼に向かって一いつ斉せいに攻こう撃げきが為なされるだろう。


　人間相手ならいざ知らず、兵器相手では彼の細ほそ腕うででは為す術すべは無い。


　なのに、彼は微び笑しようした。


「天に唾つばを吐はく愚おろか者。とくと見よ──我わが〝神エ理クのス欠ト片ラ〟」








　朱す雀ざくは、四門工業本社ビルの地下施し設せつにいた。


　異メ魔ギ人ド研究の最さい先せん端たんを担になうこの場所には、つい先日まで立ち入りが禁じられていた。


　しかし、〈武街〉に侵しん入にゆうした異メ魔ギ人ドの駆く逐ちくという功こう績せき、そして彼自身の並々ならぬ熱意に押おされる形で、父の許可が下りた。専用のＩＤも渡わたされ、とりあえずは自由な出で入いりと資料の閲えつ覧らんが許された形だ。


　そして今、朱雀は地下施設の外はずれにある薄うす暗ぐらい資料室にこもっている。


　研究の主流からは外れた場所だが、それでもその膨ぼう大だいな資料は、異メ魔ギ人ド研究のほぼ全すべてを網もう羅らしたと言ってもいい、贅ぜい沢たくな物だ。父の偉い大だいさを知ると共に、朱雀はあらためてその執しゆう念ねんを知った。


　とりあえずこの土日は終しゆう日じつこもる覚かく悟ごを決め、朱雀は資料に目を通し始めた。


　目的は、異メ魔ギ人ドの肉体をあらゆる観点から知るため。


　解かい剖ぼう図、標ひよう本ほん、動物行動学、心理学──あらゆる資料を引っ張ぱり出し、その正体を探さぐり出す。


　身も蓋ふたも無い話をすれば、この十年世界中の学者が未いまだ解明できていない謎なぞの解答に、一いつ介かいの高校生が辿たどり着けるわけもない。


　それでも朱雀はひたすら資料を漁あさっていた。己おのれの内に生じた、昏くらい確信を裏うら付づけるため──いや、否定したかったのかもしれない。


　だが、資料に目を通すたびに、その顔は険けわしくなっていく。


　特に、異メ魔ギ人ドの詳しよう細さいな解剖図に目を通したとき、それは最もつとも顕けん著ちよだった。


　異メ魔ギ人ドの肉体、言うまでもなくそれはきわめて人間と酷こく似じしている。内ない臓ぞうの構成もほぼ同じ、筋きん肉にく組そ織しきも言わずもがな。さらに言えば、脳のうの構造すら既き存そんのいかなる類るい人じん猿えんよりも人間に近い。


　未だに人体で最大のブラックボックスである「脳」ゆえに、異メ魔ギ人ドのそれも全てが解明されているとは言いがたかった。それでも脳科学の見地から、ある程度の研究は進んでいる。


　人間と違ちがい、大脳新しん皮ひ質しつの発達は大きく遅おくれ、その代わりに脳神しん経けいの発達や脳内麻ま薬やくの分ぶん泌ぴつ濃のう度どが著いちじるしい。後者においては、異常とさえ言う学者もいる。特に捕ほ食しよく時の脳内麻薬の分泌が活発で、およそ性欲も含ふくめた全ての欲求を人間の「捕食」で満たしているのではないか──そんな仮か説せつすら立てられている。


「……当たり、だな。多分」


　異メ魔ギ人ドと幾いく度ども刃やいばを交まじえた朱雀は、達たつ観かんしたように呟つぶやく。


　生きるためではなく、喰くうために生きる。そんな生物だからこそ、人は恐きよう怖ふし、剣けんを持つ。


　かつて奴やつらに喰われた母親も、他人を守るためにその牙きばにかかった。なまじ武術の心こころ得えがあっただけに、単に殺されるだけでなく、奴らの糧かてになってしまった。


「…………」


　暗い表情のまま、朱雀は次の資料に目を通す。こちらは主として進化論から異メ魔ギ人ドを考察したものだ。


　進化論自体が未だに論議され続けるジャンルであるが、主要な学説のどれをとっても、異メ魔ギ人ドの存在を否定する結果となる。


　仮に、異メ魔ギ人ドが本来属した世界が、あのような形に「進化」しなければ生存できない世界だとするならば、まず進化の前に異メ魔ギ人ドは滅ほろんでいただろう。異メ魔ギ人ドのような存在に「進化」しなければならない世界を、未だに誰だれも想像はできない。


　進化の過程を切り捨すてて論じたとしても、異メ魔ギ人ドの生せい態たいを説明することはできない。


　自然発生的に、あのような生物が誕たん生じようし、さらにはおそらくは異世界の覇は者しや──生態系けいの頂点に立ち、人類並なみの繁はん殖しよくを為なし得ることなど、まずありえない。


　それぐらいは、さして理系の知識を持たない朱雀でもわかる。何というか、どう見ても非合理的な生物なのだ、奴らは。


　資料に書かれた進化学の権けん威いの言葉によると、その発達過程は明らかに歪いびつらしい。


　ある宗教家の言った、異メ魔ギ人ドの存在こそがまさしく神の「悪意」、天てん罰ばつにも似た人間に対する憎ぞう悪おが具現化したものではないか──そんな言葉を信じたくなる、ともその学者は述のべている。


「……同感だ」


　資料を閉じ、朱雀は遠い目で先日の出来事を思い返した。


　中級異メ魔ギ人ドの体から抉えぐり取った、〝地ち刃じん〟の欠片かけら。


　分ぶん析せきを依い頼らいしたが、結局は解かい析せき不能、構成物質は金属に近いが現存するどの金属とも完全には一いつ致ちしない──それが結果だ。


　だが朱雀にはわかる。


　自分と同じように、あれこそが異メ魔ギ人ドを異メ魔ギ人ドに変へん貌ぼうさせた魔ま性しようの力。


　下級エナリアの死体も分析させたが、確かに肉体から〝地刃〟の欠片とおぼしき物質が、粒りゆう子し状じようで検出されたのだ。


　先日、蒼あおいが斃たおしたという上級レリウーリアの死体も何な故ぜか首無しの状態で搬はん送そうされてきたが、おそらくそれを調べても結果は同じだろう。


　全すべての異メ魔ギ人ドは、〝地刃〟によって変えられたのだ。


「……だが、元は何なんだ？」


　それを知るために、朱雀は資料室にこもっていた。


〝地刃〟が引き起こした、意い図と的な突とつ然ぜん変へん異い。一時期話題になったウィルス進化説を地じで行く、跳ちよう躍やくした進化。しかも、悪意のおまけつきだ。


　しかし、その犠ぎ牲せいになった生物は？


「やはり、人間なのか……？」


　怖おぞ気けが背せ筋すじを走る。認めたくなくても、人類と酷こく似じした異メ魔ギ人ドの肉体を見れば、それが一番合理的だ。事実、自分だってなりかけた。だが数が合わない。


　あれだけ膨ぼう大だいな数の人間がこの世界から消えれば、さすがに誰だれかが気づく。


　では異メ魔ギ人ドの正体とは──何だ!?


　解答を求めたとき、資料室のドアが開いた。現れた着き崩くずした学生服姿の人物は、気けだるげに頭を搔かいている。


「お待ちしていました……冴さえ木きさん」


　朱雀の言葉に、冴木は欠伸あくび交まじりで答える。


「休日に何の用～？　ＩＤくれたのはいいけど、広くて迷まい子ごになりそうだったよ。それに、何この殺さつ風ぷう景けいな部へ屋や？　せめて美人な博士はかせとかいないの？」


　相変わらず享きよう楽らく的な口調の冴木。


　だが朱雀の表情は硬かたい。


　先日も、激げき突とつ寸前まで陥おちいった二人ふたりだ。


　あのときは、結局二人して蒼の気け配はいを感じ取り、どちらともなく矛ほこを収おさめた。


　冴木は「や～めた」の一言でその場を去り、朱雀は彼方かなたの地で戦う蒼に思いを馳はせ、その場にしばし残った。


　あの日以来、顔を合わせていない。


　しかし、今日きようは朱雀が冴木をこの地下施し設せつに招まねいた。


　全ては、あのときの問いの続きを訊きくために。


「答えて頂いただきたい……異メ魔ギ人ドとは何なのか。奴やつらは……変えられる前は何だったんです!?」


　ごまかしを許さぬ問いに、冴木は肩かたを竦すくめた。胸ポケットからタバコを取り出し、口に咥くわえる。銘めい柄がらはいつもの「ＪＯＫＥＲ」だ。


「もうわかってるでしょ？　人間だよ」


　事も無げに言い、高そうなジッポライターでタバコに火を点つけようとする。


「……この施設は、全面禁きん煙えんです」


「ありゃ、残念」


　マナーは守るタイプのため、ライターはそのまましまう。だがタバコは咥えたままだ。


「人間……だが、どこから……」


「調ちよう達たつしたかって？　簡単だよ、こっちじゃなくて、向こうの人間」


「…………！」


　朱雀の中で、雷かみなりが走る。知られざる異世界の一いつ端たんが、今ベールを脱ぬごうとしている。


「どういう……ことです？」


「言ったまんま。僕ぼくらは、自分達以外の世界を認にん識しきできない。想像するしかない。でもさ、本来異メ魔ギ人ドがいた世界も、多分こっちとそんなに変わんないんじゃない？　異メ魔ギ人ドと僕らが似にてるのが、いい証しよう拠こでしょ？」


「それは……」


「もちろん、世界が違ちがうわけだから、僕達とまったく同じ『人間』かと言われれば、違うのかもしれない。でも、人間の定義なんて元々曖あい昧まいでしょ？　もし、普ふ通つうに知能があって、人型してて……社会を作っていれば、間ま違ちがいなく『人間』だよねえ、それ？」


　冴木はどこまでも軽かろやかに語る。紛まぎれもない現実なのに、絵え空そら事ごとのように、他人ひと事ごとのように話す。


「多分、僕達みたいに家族を大事にして、友とも達だちもいて、普通に恋こい人びとと愛し合ったりして……幸せに暮くらしてた」


「それが……異メ魔ギ人ドに変えられた」


　想像しただけで、朱雀の顔は青ざめた。あのとき、〝地刃〟の欠片かけらに喰くわれた感覚は、今なおその身に蟠わだかまっている。魂たましいが侵おかされ、肉体が別のモノに創つくり変えられる嫌けん悪お感。身を灼やく激痛は、人ならざるモノに堕おちる心の痛みでもあった。


　それを、異世界の人間も味わった。


　異メ魔ギ人ドの数から察するに、おそらくはその世界の全すべてが蹂じゆう躙りんされた。


　その身を異い形ぎように堕とされ、彼らは何を思う？


　あの咆ほう哮こうは、あるいは血を吐はくような苦く悶もんの叫さけびだったのか!?


「何な故ぜ……!?　何故そんなことをしなくちゃならない!?　那な斬ぎり達は、知っている……？」


「多分ね。まあ飛ひ流りゆうクンは平気でしょ。彼の場合、人間相手でも敵には容よう赦しやしなさそーだし。けど……那斬クンは、そうでもないんじゃない？」


「…………」


　朱雀は無言で肯こう定ていした。確かに、蒼は割り切って戦っているとは思えない。自分の力を否定するあの姿し勢せいは、最初から真実に辿たどり着いていたためか。それでも剣けんの冴さえに翳かげりが生じないのは大したものだが、そのためにどれだけ自分の心を殺し、どれだけ心の中で血を吐いてきた？


「それも、アイツの強さのうち、か……」


「かもね。でも、君も戦うんでしょ？」


　朱雀は頷うなずく。すでに決心は固まり、以前冴木には告げている。


「罪つみ深いのかもしれない。でも……俺は守りたい」


「がんばって、僕の分まで[image: ]」


　冴木はどこまでもやる気が無い。ここに来てから、ずっと気けだるげで面めん倒どうそうな顔をしている。


「しかし、何でまた僕を呼よんだの？　飛流クンとかにすればいーのに」


「……アイツと話すと、ロクな目に遭あわないので」


　ちょっとしかめっ面つらで朱雀は言った。確かに知識は誰だれよりもあるだろうが、あのドＳに関かかわるとロクな目に遭わない。迷まよいを見せただけで、「死ね」とか「クズ」とか罵ば詈り雑ぞう言ごん吐かれた挙あげ句くに蹴けり飛ばされそうだ。


「それに……まずは貴方あなたに問い質ただしたかった。冴木さん、貴方は何故そのことを知っている？」


　鋭するどい口調に、瞬しゆん時じに部へ屋やの空気が張り詰つめた。冴木もタバコを口から離はなし、少しだけ顔を引き締しめる。


「ま～たこんな感じ？　僕んちにも『三さん剣けん抄しよう』が伝わっててね」


「俺が渡わたされたのは、ごく一部の要約でした。飛流の血ち筋すじが伝えたならば、全すべてを他者に委ゆだねるとは考えられない。伝えられたところで、情報量は俺とさほど変わらない──違ちがいますか？」


　朱雀はどこまでも真実を読み取る。要かなめのドＳが血筋かは知らないが、用心深さは代々変わらないはず。戦意を喪そう失しつさせかねない事実を、他者に伝えるとは思わない。実際、渡された『三剣抄』の要約には、異メ魔ギ人ドの正体に関する記き述じゆつは無かったのだ。


「すーるどいね。でも、僕の情報源知ってどうするの？　別に君と争あらそう気無いよ？」


「それは……」


　脆もろいところを突つかれ、朱雀は言いよどむ。確かにこの男の正体は突き止めたいが、そこから先はよく考えていない。


「強いとか弱いとか僕は興きよう味み無いんだよね。君が最強を目め指ざすのは勝手だけど、それに他人を巻まき込こむのはどうかな？」


　冴木の口調は冷たい。そして、正論だ。


　朱雀は何か言い返そうとしたが、それを押おし留とどめるように、警けい報ほうが鳴った。


　ジリリリ、と耳を劈つんざく音が、資料室のみならず施し設せつ全体に鳴り響ひびく。


「これは……侵しん入にゆう者か!?」


　状じよう況きようを確かめるべく、朱雀は慌あわただしく部へ屋やを出た。愛あい刀とうである二ふた振ふりの妖よう刀とうも忘れずに携たずさえていく。冴木も溜ため息いきを吐つきながら、その後を追う。


　資料室を出た朱雀が向かうのは、施設全体を管理するオペレーションルームだった。監かん視しカメラの管制に、空調の操そう作さ、そして警備システムの作動など、全てを統とう括かつする部屋に行けば、大体の事情はわかる。


　部屋に入ると、数人の担たん当とう者が慌しく対応を協議している。施設そのものを閉へい鎖さするか、あるいはさらに人員を投入して侵入者を排はい除じよするか──有ゆう事じのマニュアルは定さだめているはずだが、結論が出ない。


「……何をしている!?」


　しびれを切らし、朱雀が会話に割り込む。最高責任者の嫡ちやく男なんに、現場責任者らしい中年の男が、汗あせを浮うかべながら事じ態たいを報告する。


「いえ、その……侵入者の対たい処しよなのですが」


「何を悩なやむことがある？　追い払はらえばいいだろう？　待てよ……まさか、異メ魔ギ人ドか!?」


「いえ、それが……」


　男の視線は、壁かべ一面を覆おおい尽つくすモニター群ぐんに向いている。朱雀もそちらを振ふり向き、侵入者の姿すがたを確認した。


　映うつっているのは、白いシャツを着た青年。


　細ほそ身みで、どう見ても警備員一人でかたがつきそうなのに、誰だれも彼を止められない。彼の後ろには、侵入を食い止めようとした警備員達の、累るい々るいたる屍しかばねが転ころがっている。


「何者だ……!?」


　朱雀はモニターに近づき、設置されたマイクのスイッチを入れる。これを使えば、モニターの向こうの相手にも声が届とどく。


「貴き様さま、何者だ!?」


　施し設せつ全体に響ひびき渡わたる声を聞き、モニターの向こうで青年が足を止める。すぐに監視カメラに気づき、朱雀にも顔がわかるように振ふり向く。


　朱雀の眼前で、モニターのいくつかが青年の顔を映し出す。微び笑しようを浮うかべながら、彼は悠ゆう然ぜんと語った。


「これはこれは……〝騎士アビル〟か」


「何な故ぜ……知っている？」


「僕は御塚七人。〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もりと言った方がわかりやすいかな？」


〝天剣〟という言葉に、朱雀の顔色が変わる。未いまだその名の真の意味は知らない。しかし、要から手に入れた『三さん剣けん抄しよう』にその名は記しるされていた。〝地ち刃じん〟と対ついを為なす存在、斃たおすべき敵。そして──人を人たらしめる因いん子し、〝智ち慧えの実〟の顕けん現げんと。


「貴様……目的は何だ!?」


「四門帯刀への警告……かな？　本人がいないので、とりあえずこの施設だけでも破は壊かいさせてもらう。別に皆みな殺ごろしにする気は無いので、避ひ難なんするなら急いだ方がいい」


　平然と語る七人に、朱雀は画面越ごしでも底知れない恐きよう怖ふを感じた。


　この男は──何かが違ちがう。蒼や要とは違う凄すごみを感じる。しいてあげれば──未知。未知への恐怖が朱雀を貫つらぬく。


「何故、そんなことをする？　お前も異メ魔ギ人ドの一いつ派ぱなのか？」


「違うね。僕は彼らとはまた別の意思で動いている。だが、目的が重なる部分もある。君はもう辿たどり着いたのだろう？　異メ魔ギ人ドの真実に」


「…………！」


　具体的なことを言われたわけではない。それなのに、七人の意い図とははっきりわかった。異メ魔ギ人ドの正体──彼が危き惧ぐしているのは、そのことか!?


「今、それを公表されるのは困こまる。異メ魔ギ人ドは正体不明で人を喰くらう怪かい物ぶつ……そう思われているのが、一番都つ合ごうがいい」


「どういう……ことだ!?」


　スピーカーから流れる問いかけに、七人は静かに答えた。


「人は愚おろかだ。同どう胞ほう同士でも平気で殺し合う。そのくせ、人権だの生の尊そん厳げんだのを唱となえてしまう。そんな矛む盾じゆんだらけの生物は、時に異メ魔ギ人ドすら肯こう定ていするだろう。元々は人間、被ひ害がい者しや、殺すのではなく共存──無理と知りつつも、くだらない議論に時を費ついやす。前線の兵士達の士気も下がる。それはいけない。相手はあくまで相あい容いれないバケモノ、そう割り切って死に物もの狂ぐるいで戦ってもらわなくては、ね」


「貴様……!!」


　それ以上会話する気が起きず、朱雀はすぐさまオペレーションルームを出た。そのまま廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、モニターで把は握あくした七人の居い場ば所しよを目め指ざす。最深部に向かっていた彼を追う途と中ちゆう、無機質な白い壁かべに囲かこまれた広い部へ屋やに出た。


　研究施し設せつの中ではやや異質な空白のスペースは、かつて要が捕ほ獲かくされた異メ魔ギ人ドを屠ほふった場所だ。元々は異メ魔ギ人ドと人間の戦い──実際は単なるエサやりを観察する目的だったが、四門帯刀がその無意味さを悟さとって以い降こう、使われてはいない。


　朱雀にとっては、単に七人を追う通過点だ。向かいの壁の扉とびらを抜ぬければ、もう距きよ離りは大分縮ちぢまる。


　急いで扉に手を伸のばし、ＩＤカードを通そうとする。そのとき、後方から飛ひ来らいした一いち撃げきが、ＩＤカードを二つに割った。


「なっ……」


　床ゆかに落ちたカードを見て、朱雀が目を丸くする。ＩＤカードを破は壊かいしたのは、一本の針はり。どれだけ硬こう度どがあっても、武器としてはあまりにか細く儚はかない楔くさび。


　それを、絶ぜつ技ぎが凶きよう器きに変えた。


　背せ筋すじに冷たいものが走るのを感じながら、朱雀は背はい後ごを振ふり返った。ついさっき自分が通り抜けた扉の横に、見知った青年が佇たたずんでいる。


　冴木蘭らん丸まる。


　彼もまた、朱雀同様にオペレーションルームを飛び出していた。


「何故……？」


　問いかけつつも、朱雀は薄うす々うす感づいていた。そもそも、どうして七人は自分が異メ魔ギ人ドの真実に辿たどり着いたことを知ったのか？　他人に話したのは、ただ一回──この男にだけ。ならば、この男の属する勢力は？


「こういうのは趣しゆ味みじゃないんだけど」


　面めん倒どうそうに、冴木が言う。その右手はすでに特注の黒い弓ゆ掛がけを装そう備びし、左手は鋼こう糸しの弦つるを指に巻きつけていた。


「……仕事でね。えーと、このまま黙だまってこの場所から出て行くならよし。じゃないと……痛い目見るよ？」


　本人は真ま面じ目めに警告しているのだろうが、朱雀には挑ちよう発はつしているとしか思えない。


　二振りの妖よう刀とうを鞘さやから抜ぬき放ち、朱雀は右手の一刀、〝禍まがつ村むら正まさ〟の切っ先を冴木に向ける。


「敵、ですか？　貴方あなたは」


「……みたいだね」


　他人ひと事ごとのように呟つぶやき、冴木も針の矢を番つがえ、射い法ほうの体勢に移る。


「僕、〝天剣あつち〟側でね」


「……参まいる」


　雑念を捨すて去り、朱雀は静かに言った。望まぬ戦い、いや、心のどこかでは望んでいた。


　属性〝騎士アビル〟四門朱雀対属性〝射手ツアラフ〟冴木蘭丸──開始。








　要は暗く閉ざされた部へ屋やにいた。粗そ末まつなパイプ椅い子すに腰こし掛かけ、つまらなそうに同じように椅子に腰掛ける相手を見つめる。


「で、何か喋しやべる気になったか？」


　さほどやる気の無い尋じん問もんに、相手は敵意を剝むき出しにして答える。


「ならないわよ……」


　白い布で全身を巻かれて拘こう束そく具ぐで縛しばられた少女は、唯ゆい一いつ口だけが自由だった。目め隠かくしをされたうえに、顔には痛々しく包ほう帯たいが巻かれている。


　真しん武ぶ学園壱いち年ねん木組、出席番号三番、榎えの本もと明あき菜な──それが彼女の名だ。その所属を表すならば、むしろ〝地刃〟の剣つるぎ守もりといった方が正しいのかもしれない。


　一度は蒼から〝正まさ宗むね〟を奪うばい、先日の校外学習でも彼を拘こう束そくせしめた少女。


　しかし要に敗やぶれ、女の命とでも言うべき顔も粉ふん砕さいされた。彼と相あい対たいして生きているだけでもある意味幸運だが、それを彼女が喜ぶはずもない。


　現在は要の監かん視し下に置かれ、こうして尋じん問もんされている。学園には入院中という扱あつかいであり、真実を知る者は数少ない。


「この前も言ったでしょ!?　どうせ、私は下っ端ぱよ。ただ安全を買っただけ」


「なるほどな……確かに、〝地刃〟側にいれば、異メ魔ギ人ドに襲おそわれることはない。奴やつらの出現時期と場所──ある程度は聞いていたようだな」


　明菜の態度から、要は大体の事情を察した。


〝地刃〟側に与くみすれば、かりそめの安あん寧ねいは得られる。目の前で憎ぞう悪おをたぎらせる少女は、人類への裏うら切ぎりと同時に、期限付きの免めん罪ざい符ふを得たわけだ。


「それの何が悪いの……!?　どうせ、皆みな死ぬんでしょ？　生きてる間ぐらい、好き勝手やりたいわ」


　吐はき捨てるように言うが、要は反はん応のうしない。言ってろ、という表情だ。


「学校も、この街まちも、結局無む駄だよ。アンタも無駄な努力やめたら？」


「お前みたいなクズが言っても、説得力無いな。劣れつ等とう生せい」


「…………！」


　突つき刺さすような言葉に、明菜は肩かたを震ふるわせながら押おし黙だまる。


「お前の経けい歴れきは調べた。地元の空から手て大会では上位常じよう連れん、嘱しよく望ぼうされてこの街に来たが、いざやって来るとレベルの違ちがいに呆ぼう然ぜん。授業態度は悪く、入学直後の身体能力テストも下げの中ちゆう。根こん性じようも腐くさりきってる分、月つき島しまよりもはるかに劣おとる。そんなお前が〝地刃〟に与したところで、使いパシリが関せきの山だ」


「だ、黙だまれ！」


「その証しよう拠こに、救きゆう援えんも無い。キング・オブ・クズ、それがお前だ」


　にこやかに暴言を吐はき、要は明菜の目め隠かくしを解といた。すぐさま彼女は怨えん嗟さの視線を要に向ける。しかし、それを意に介かいさない冷たい視線に気け圧おされてしまう。


「黙って聞いてりゃ……好き勝手言ってくれるな」


「…………」


　明菜は自分の短たん慮りよを悟さとった。自分の顔を殴なぐりつけた、あのときの姿すがたが眼前の要と重なる。今まで、彼は意い図と的に殺気を抑おさえていた。だが、今は違ちがう。


「な、何よ……」


　声は震ふるえていた。そんな彼女に、要はむしろやさしく微笑ほほえみかける。


「お前のお仲間……そう、たとえば剣けん術じゆつ部の副ふく主しゆ将しようのことは知っているか？」


「…………」


　親しいわけではないが、〝地刃〟の一派として面識はある。彼は別の任務で動いていたようだが、その姿を消した。学園側には転校となっているらしいが、真実は知らない。


「異メ魔ギ人ドへの荷か担たん行こう為いは、対異メ魔ギ人ド法において重じゆう罪ざいだ。よーするに、お前らが死んでもだーれも困こまらない。政府も忙いそがしいからな、クズの掃そう除じは俺に任まかせてくれた」


「……あ、アンタ……」


　ようやく、この少年の正体がわかってきた。


　この男にだけは──手を出すべきではなかった。


「蒼は、傭よう兵へいをすることで政府の信任を得た。こと対異メ魔ギ人ド戦において、奴やつには様々な便べん宜ぎが図はかられる。そして俺は──お前らみたいなクズ相手に関しては、独自の判断で動けるように話をつけた」


　相変わらず微笑みながら、要は学生服のポケットから小こ瓶びんを取り出した。これみよがしに貼はられたドクロマークに、明菜の顔が強こわ張ばる。


「な、何よ、それ……」


「ああ、これか？」


　ポン、とガラスの栓せんが抜ぬかれ、注そそぎ口が明菜の顔の前に突つきつけられる。


「ただの硫りゆう酸さん[image: ]」


　要はためらわず、中の液体を明菜の顔がん面めんにぶちまけた。


「イヤァァァッッッ!!」


　絶ぜつ叫きようが室内にこだまする。半笑いのまま、要は明菜の顔を覗のぞき込こむ。濡ぬれているが、変化は無い。


「……そりゃ、水だしな」


　本人は冗じよう談だんでやったつもりだが、何せ一度は顔面を破は壊かいしているだけに、そう受け止められるはずもない。明菜は失神し、口から涎よだれを垂たらしている。


「もったいないしな」


　安やす売うりしてたら使ってたのか？──そう蒼なら突っ込むだろう。ちなみに、多分水より安かったら使ってた。


「ヒマつぶしは終わり、か」


　元々、明菜から情報を得ることは期待していない。極論すれば、〝地刃〟の剣守りそのものが単なる捨すて石──問題は、あの男をどうするかだ。




[image: ]


「面めん倒どうだな」


　本ほん音ねを呟つぶやき、要は部へ屋やを出た。退たい屈くつな尋じん問もんの次は──厄やつ介かいな仕事が待っている。








「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン」


　すでに戦いの意味を問うような状じよう況きようでは無かった。


　互たがいに殺し合い、勝敗を決めるしか無い。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　朱雀は二に刀とうを構かまえ、右手の〝禍まがつ村正〟を正せい眼がんに、左手の〝村正〟を下段に構える。


　冴木は射い法ほうの体勢を崩くずさず、たわめられた弦つるを引き絞しぼった。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現ラハヴ……！」


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現ケシエトウ」


　朱雀は床ゆかを蹴けり、冴木に向け一いち目もく散さんに駆かけた。飛び道具を使う相手とのセオリー、まずはこの間合いの差を埋うめ、接近戦に持ち込まねばならない。


　当然冴木はそれを予想し、朱雀が近ちか寄よる前に矢を放つ。


　朱雀は構わず突っ込んだ。


　いかに極ごく小の矢でも、向こう上じようした動体視力と身体能力ならば見切れる。小回りの利きく左の脇わき差ざしで、即そく座ざに弾はじき飛ばしてみせる！


　矢が左足に迫せまった。


　見える。


　認識できる。


　朱雀は左手の脇差を振ふるう。迅はやさは劣おとっていない。なのに……矢は太ふと腿ももに突き刺ささった。


「なっ……」


　鋭するどい痛みに、足が止まる。まだ、距きよ離りを詰つめてはいない。ここは冴木が一方的に支配する間合いだ。しかし追つい撃げきは来ない。


「…………!?」


　不可解に思いつつ冴木を見ると、彼は両手をポケットに突っ込み、つまらなそうにこちらを見ている。


「まだ戦やる？」


「何だと……!?」


　もう勝敗は決した、そう言いたげな冴木に、プライドが刺し激げきされる。


「刀かたなじゃ弓ゆみに勝てないよ。間合いが違ちがう。それに……君は僕に近づけない」


「まだ……始まったばかりだ！」


　憤いきどおる朱雀に、冴木は溜ため息いきを吐ついた。やはり、きちんと見せないとわからないらしい。


「君さ……もう的まとなんだよね」


　途と端たん、世界から光が失われた。電灯はきちんとついているのに、部へ屋やが薄うす暗ぐらくなる。


　さながら、空間から「光」という要素だけが、取り払はらわれたように。


　かわりに、朱雀が光を放っていた。穏おだやかな青い燐りん光こうが、彼の全身を彩いろどる。


「な、何だこれは……!?」


「君は的」


　絶対的優位を確信し、冴木はつまらなそうに言う。


　もう、勝負は決まった。


「好きなときに当てられて、好きな場所に当てられる」


「ふざけろ……」


　太腿の矢を抜ぬき、朱雀は再び駆かけた。いや、駆けようとした。


「右脚あし」


　矢が、今度は右脚の足首に突き刺さる。苦痛は耐たえ切れないほどではないが、動くことはできずにその場に留とめ置かれた。


「耳……ただし、かすめるだけ」


　風を切る音だけを残し、左の耳を矢がかすめた。続いて、新たな一いち撃げきが来る。


「額ひたい……チクッとするだけ[image: ]」


　もう、朱雀は疑わなかった。


　額に来る矢の回かい避ひを狙ねらい、頭を動かしつつさらに左手の脇わき差ざしで弾はじき落とそうとする。


　それでも──矢は当たった。


　速度は遅おそい。威い力りよくも無い。


　本当に、額に一ミリほど突き刺さり、チクッとするだけ。


　なのに回避もできず、脇差の防ぼう御ぎよもすり抜け……額に突き刺さる。


「馬ば鹿かな……!!」


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、朱雀は唇くちびるを嚙かんだ。完全に手て加か減げんされた。こんな芸当ができるなら、額を穿うがって殺すことなどいとも簡単なはず。なのに、冴木はヘラヘラ笑っているだけだ。


「わかった～？　僕は好きなときに君に当てられるし、殺すこともできる。それが僕の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。もう諦あきらめたら？」


「……断ことわる」


　圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きように追い詰つめられても、まだ朱雀の闘とう志しは萎なえていない。


　あちらが〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を持つ極者アダム・バルフならば、こちらもまた。


　属性〝騎士アビル〟としての特性を最大限に活いかし、朱雀は冴木の力の「理解」に努つとめる。


　百発百中──弓を志こころざす者が目め指ざしてやまない境地。それをいとも簡単に再現しうる異い能のう。


　回避は不能……だろう。だが、防御ならどうだ？


　思いついた可能性は、すぐに消えた。


　こちらはただの学生服、冴木の矢を防ぐにはあまりに物足たりない。上着を脱ぎ盾たて代わりにしても無意味。何より、冴木は簡単に防御の薄うすい部分を貫つらぬけるだろう。


　ならば──


「コピーしてみる？」


　揶や揄ゆするような冴木。


　心中を見抜かれ、朱雀は顔を歪ゆがめた。相手は、もう知っているらしい。


「……できない、よね？　〝神エ理クのス欠ト片ラ〟のコピーはさ」


「……よくご存ぞん知じで」


　ごまかしを諦め、朱雀は肯こう定ていした。目め醒ざめて以降、様々な武術の模も倣ほうに取り組み、さらにそれを超こえることに努めた。いわゆる秘伝、奥おう義ぎと呼よばれるものも、一度〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を解放すれば、ある程度の修しゆう練れんは必要だがコピーできた。


　しかし──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟はできない。


　蒼と要、すでにその身に受けたあの二人ふたりの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟だけは、模倣はおろか原理さえ摑つかめていないのだ。


「これは、神サマが一人ひとり一人に与あたえた個性だからね。無む駄だだよ。特に、僕のは無理でしょ？」


　──……確かに。


　冴木の言葉は、どこまでも的確だ。様々な武術に取り組んできたが、弓きゆう術じゆつはまるっきり専門外、しかも模倣するにしても、武器の構造が根こん本ぽんから違ちがう。


　では、いかにして立ち向かう？


　回避不可の絶対運命を叩たたきつける矢に。


「くだらんな」


「どゆこと？」


　冴木は軽く首を傾かしげた。諦めが悪い相手なのは知っているが、朱雀の瞳ひとみに浮うかぶ希望の光が気になる。


「百発百中などありえん。だからこそ、皆みな修練に励はげみ、少しでも幻まぼろしのような極きわみに辿たどり着こうとする。貴方あなたは傲ごう慢まんだ、冴木さん」


「……なこと言われてもねぇ。僕は君達と違って、気がついたら目醒めてたんだよね。自分で言うしかないから言うけど、いわゆる天才的な？　何、努力すれば勝てる的なこと言いたいの？」


「もう一度、撃うってみろ。場所は……そうだな、右みぎ腕うでだ」


　冴木の軽かる口くちに乗らず、朱雀は自分の右腕を指差す。その内に秘められた確信に、冴木の目が細まる。


「何、自信ありげ系けい？」


　冴木は要望に則のつとり、針はりの矢を番つがえて射い法ほうの体勢を取る。対する朱雀は、〝禍まがつ村むら正まさ〟を床ゆかに突つき刺さし、無防備に右腕を晒さらす。


「我わが〝共鳴の刹那エクシードカウンター〟にて、その矢を打ち破る」


「やってごらん？」


　少し苛いら立だちながら、冴木は矢を放った。これまでで最速、威い力りよくも桁けた違ちがいの一いつ矢しが朱雀を襲おそう。当たれば、この戦せん闘とう中は右腕を使えないことは確実だ。


　朱雀は動かない。


　棒ぼう立だちに近い状態で、ただ来るべき一いつ瞬しゆんを見み極きわめる。


　矢が右腕の肘ひじから先を狙ねらう。かろうじてそれはわかる。その気になれば防ぼう御ぎよはできるが、しない。どうせ当たるのは確実だ。


　矢の先せん端たんが皮ひ膚ふに突つき刺ささる。


「見み切きった」


　宙に、鮮せん血けつが舞まった。


　朱雀の右腕から、血が迸ほとばしる。同時に、針の矢が床に落ちて乾かわいた音を立てる。


　冴木は目を丸くして朱雀を見ていた。血が滴したたっているのは、相手の右腕だけでなく、左手の脇わき差ざしからもだ。そして、床に落ちた小さな肉にく片へん。


「何、しちゃってるの……!?」


　冴木の言葉に、隠かくしきれない感かん嘆たんがこもる。自分の矢は外はずれていない。確かに当たった。だが朱雀の行動は当たった瞬しゆん間かんに始まった。


　右腕を軽く振ふりながら、朱雀は平然と続ける。


「矢のダメージは、突き刺さった後にその運動エネルギーが人体に解放されることによる。特に貴方の場合、裂れつ傷しよう自体はわずかだが、その特とく異いな弓で衝しよう撃げきを叩たたきつけることがその極ごく意いと見た」


「…………」


「ならば、話は早い。要は衝撃が体に伝でん播ぱする前に、矢を排はい除じよすればいい。当たることが回かい避ひできぬのなら、当たると同時に矢ごと肉を削げばいい」


　そう言って、朱雀はポケットからハンカチを取り出し、右腕の傷口を縛しばる。


　最初から、避よけようとは思っていなかった。衝撃が伝わる前に、矢が完全に突き刺さる前に、接せつ触しよくと同時にその部位を肉ごと削そぎ取る。


　あの瞬間、左手の脇差がそれを為なした。


「敗やぶれたり、かな？」


　小首を傾かしげる朱雀。


　だが、冴木はつまらなそうに天てん井じようを仰あおぐ。


「……かっこわる。何それ？　結局ダメージ大ありじゃない？　僕の〝因果の魔弾デイヴアインターゲツト〟を、そんな荒あらっぽい方法で破ったつもり？」


「次はもっとうまくやる……コツは摑つかんだ」


「……言うねぇ。でも、僕が目とか額ひたいを狙ねらったらどうするの？　そこは抉えぐれないでしょ？」


「貴方あなたは狙わない」


「何で言い切れちゃうの？」


　冴木の問いは当然だ。ダメージを最小限に抑おさえたところで、致ち命めい的てきな部位はある。そして、冴木はそこに必ず当てられる。その時点で、朱雀の敗北は決定的だ。


「そうですね……だが、貴方は狙わない。そんな気がする」


「何それ？　買いかぶり？」


「別に……ただ『理解』しただけです。狙えない、のかな？」


　嘲あざけりの交まじった声に、冴木が眉まゆを寄せる。


「参る！」


　朱雀は床ゆかの〝禍まがつ村むら正まさ〟を引き抜ぬき、全速で冴木を目め指ざした。


　恐おそれるものは無い。


　回かい避ひはできなくとも、冴木の矢の軌き道どうを見み切きることはできる。そしていくら彼でも、高速で迫せまる自分に対して放てる矢は数発。


　最悪一、二発は耐たえ、残りは命中の瞬しゆん間かんに己おのれの肉ごと抉り取る！


　決意を固め、朱雀はただ冴木を目指す。


　それに応じ、冴木も本気を出した。全速かつ全力の矢を放つ。


　微び妙みような時間差で放たれたのは、四発の矢。


　うち二発は朱雀の両脚あしを狙う。朱雀は構かまわず進んだ。矢は両脚に突つき刺ささり、激痛を呼よび起こすが、何とか走れる。


　三発目が来た。狙いは脇わき腹ばらだ。


「小こ賢ざかしい！」


　ためらわず、左手の脇差で命中の瞬間に肉ごと削ぎ落とす。削いだと言っても、ごく薄うすくほとんど皮一枚、致命的なダメージは無い。行ける！


　最後の矢が来た。


　鳩尾みぞおちに向かってくる一いつ矢し。


　しかし、朱雀はそのまま見み逃のがした。


　これはフェイントだ。当てる気も威い力りよくも無い。己の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟が、そうこの一矢を「理解」している。この当たれば致ち命めい傷しようになるであろう矢に注意を向けて隙すきを作った後、本命の一矢で眉み間けん辺あたりを穿うがつ。


　冴木の意い図とを確信し、朱雀は右手の〝禍村正〟を振ふるう。もう刃はが届く。刃は冴木の首くび筋すじに──


「え……!?」


　激痛が胸むな元もとに走った。


　視線を落とすと、針はりの矢が、鳩尾に深ふか々ぶかと突き刺さっている。


「な、ぜ……!?」


　完全に、フェイントだったはず。直感よりも確かな〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の「理解」。それに、矢の速度も本当に遅おそかったはず──


「フェイク」


　右手で銃じゆうの形を作り、冴木はバン、と朱雀に空から撃うちする。朱雀はそのまま床ゆかに倒たおれた。


「敗れたり……〝共鳴の刹那エクシードカウンター〟ってとこ？」


　にこやかに語るが、朱雀はもう返事をしない。


　冴木は肩かたを竦すくめ、彼に背を向けた。もうここに用は無い。〝天剣〟の剣つるぎ守もりとして、任まかされた任務は果たした。


「帰ろ」


　歩き出した直後、背はい後ごに気け配はいを感じた。物もの憂うげに振り返ると、よろめきながらも朱雀が立ち上がっている。


「……空気読もうよ。何で立ち上がっちゃうかな」


「見み事ごと、だ……さすがは、冴木蘭丸。見み切きったと思ったが、最後の一矢は……？」


「企き業ぎよう秘密。てか、もう決ケ着リついたでしょ？　死ぬ気？」


　少し苛いら立だちながら冴木は言うが、朱雀は澄すみ切った目で彼を見つめる。


「まだ……ついていない。互たがいに武器を持つ以上、決着は心を折るか、死しかない。そして、俺の心は折れていない……死ぬ気も無い」


　再び二に刀とうを構える朱雀。


　冴木は頭を搔かきながら、さらに苛立ちを深くする。


「どうしてそういうこと言えるかな？　何、自分に酔よっちゃってる感じ？」


「戦いに身を置くなら、当然のことだ……貴方あなたは違ちがうのか？」


「一いつ緒しよにしないでよ。僕はそんな無む駄だなことしない。いいよ、そんなに死にたきゃ、イカせてあげる」


　この青年には珍めずらしく、純じゆん粋すいな敵意を叩たたきつけて矢を番つがえる。


　再び始まる〝騎士アビル〟対〝射手ツアラフ〟。


　それを止めたのは、新たな極者アダム・バルフ。


　朱雀の背後の扉とびらから、学生服姿の少年が進み出る。


「君……」


　冴木の言葉に、朱雀は背後を振り返る。


「飛流……！」


　そこには要がいた。いつものように、無表情で対たい峙じする二者を見つめている。


「これはこれはお揃そろいで。おい先せん輩ぱい、選手交こう代たいだ。冴木さんの相手は俺がやる」


「……何を言ってる。大体、お前何でここにいる!?」


　当然の質問に、要はあっさり答えた。


「〝地ち刃じん〟の剣守りの尋じん問もんでな。監かん禁きんにこの場所を借かりていた」


　先日の校外学習後、要は四門帯刀に話をつけ、榎本明菜をこの地下施し設せつに収容していた。〝地刃〟の一いつ派ぱだけに四門帯刀も快かい諾だくし、要は正式にこの場所のＩＤを支給されていた。


　……まあ、されなくても普ふ通つうに侵しん入にゆうしていただろうが。


「……事情はわかったが、これは俺のたたか……」


　言い終わる前に、要に蹴けっ飛ばされて朱雀は倒たおれ伏ふした。冴木の矢より重くてエグイ一いち撃げきだ。


「き、貴き様さま…………」


「お前の都つ合ごうなんざ知るかボケ。ボロボロのくせに強がるなタコ」


　やはり相手は属性ドＳの〝軍師〟様。逆さからうだけ無駄だったらしい。


「このド外げ道どうが……大体、まだ勝負はついて……」


「そうだな、ついてないしお前は負けてない。刺さし違ちがえる形ならば、最悪でも引き分けになっただろうな」


　事も無げに言う要に、朱雀のみならず冴木も顔色を変えた。


　どう客観的に見ても、冴木の圧勝と見ていい。このまま続けても、まだ傷一つ負おっていない彼が、朱雀と引き分けるはずがない。しかも要の言葉からすれば、勝機も充じゆう分ぶんにあるらしい。


「何、四門クン高評価？　君らしくないね」


　不満をぶつける冴木を、要は嘲ちよう笑しようした。


「自分が一番わかっているでしょう？　トドメを刺させない……それが貴方あなたの全すべてだ」


「…………」


「どんなに優すぐれた射しや手しゆでも、太陽に弓は引けない。何な故ぜなら、まぶしすぎるから。貴方にとって、この四門朱雀は忌いみながらも捨すてきれない自分だから。急所も狙ねらえなかったんじゃないですか？」


「何、わかったようなこと言っちゃってるの？」


　冴木はどこまでも余よ裕ゆうの姿し勢せいを崩くずさない。だが、そんな彼の深しん奥おうを、要の怜れい悧りな瞳ひとみが射い貫ぬく。


「簡単なことだ……頂点を目め指ざして走り続ける者が、立ち止まった者を追い越こせないはずがない。いずれ追い抜ぬく。問題は、それがいつか──死ぬまでに抜けるか。ただそれだけ。そして、この男はノロマな亀かめじゃない。立ち止まった兎うさぎぐらい、さっさと追い抜く」


　冷ややかに言い放ち、要はつまらなそうに冴木を見つめる。


　冴木もまた、嫌けん悪おを隠かくさず要を見る。


　対たい峙じする二者を、朱雀は息を[image: ]のんで見ていた。欲を言えば、この手で決着はつけたい。同時に、この二人ふたりの戦いを見てみたい自分もどこかにいた。


「飛流……お前」


「さがってろ。これ以上怪け我がされても困こまる。目先の勝利に囚とらわれるな。今ここで刺し違える形で冴木さんを斃たおしても、大局的には敗北だ。だから俺が戦やる」


「勝てる……のか？　俺の『理解』が正しければ、冴木さんは……」


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を二つ持っている」。


　事も無げに言い放った要に、朱雀が目を見み開ひらく。


　この男──どこまで見抜いている!?


「へえ……さすがは属性〝軍師ヤツド・イエミノ〟だね。〝騎士アビル〟とは違ちがう」


　剣けん[image: ]のんな気配を隠かくさず、冴木もまた戦せん闘とうモードに切り替かわる。全力で戦わねば、さすがにこの少年には勝てない。


「別に、勝つこと自体は難むずかしくない。妹の生徒会長辺あたりを人ひと質じちにとれば、それで終わる」


「……オイ」


　さらっと爆ばく弾だん発言をかます要に、良識あふれる朱雀がツッコミを入れる。蒼がいない以上、彼が言わないとしょうがない。


「それが一番効こう率りつ的だ。もしくは、妹の生なま首くび放り投げて、隙すきを作るとか。あ、確か保健室の先生とも仲なか良よかったですよね？」


　普ふ通つうに尋たずねる要。


　さすがに冴木も顔が険けわしくなる。いざとなれば、本当にやりかねない相手であることは、冴木にもわかる。


「飛流家家か訓くん──勝てば全すべてが正義」


「人は、それを外げ道どうとか卑ひ怯きようとか鬼おにとか呼ぶけどな……」


　ほとんど諦あきらめの境地で朱雀がぼやく。仮かりに要と戦う場合、自分だけじゃなくて、親しい人間の心配も必要のようだ。


「安心しろよ、そんな手は使わない。それじゃ意味が無い。そして、四門朱雀が相手でもダメだ。俺のように、自分に近い奴に正々堂々、実力でぶちのめされないと、この男の性しよう根ねは叩たたき直せない」


　要が左手にはめたレザーグローブの端はしを嚙かんで外はずす。あらわになる、果実を模もしたマークに、大きく刻きざまれたバツ印の紋もん章しよう。


「やってごらんよ……」


　殺気を押おし殺し、冴木が弓に矢を番つがえる。すでに「的まと」は切り替かわり、要の全身は青い燐りん光こうに彩いろどられている。


　そして今、新たな光が室内に満ちる。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン」


　要は両手を顔の前に上げ、手の甲こうを冴木に向ける。防ぼう御ぎよ主体の〝剣つるぎ守もり〟伝統の構えだ。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　冴木が弦つるを引き絞しぼる。今度は最初から仕し留とめに行く。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現エグロフ……！」


　室内に、冴木の体に、無数の星々が瞬またたく。


　今ここに──飛流要対冴木蘭丸、開始。




　第四章　〝神エ理クのス欠ト片ラ〟殺し







　土曜日の昼、蒼あおいは一人ひとり稽けい古こに励はげんでいた。


　服装はいつものボンデージタイプのストラップシャツに、黒のベルトパンツ。


　軽けい快かいに自宅近くの森しん林りん区く域いきで〝正まさ宗むね〟を振ふるう。稽古であっても竹刀しないや木ぼく刀とうは使わず、素す振ぶりも全すべて愛あい刀とうで行う。


　実戦主義と言えば聞こえはいいが、要は手放したくないだけだ。弘こう法ぼう筆ふでを選ばずと言うが、蒼は筆が変わると戦せん闘とう力が落ちるどころか意欲そのものが落ちる。


　さらに言えば、〝正宗〟以外の刀かたなだと……戦えない。


　だから、今日きようも愛刀を振るう。しかしその顔は冴さえない。


「……しっくり来ない」


　小休止に入り、肩かたを軽く回すが、やはり全身に違い和わ感かんが蟠わだかまっている。


　上級レリウーリアとの戦いの傷はもう癒いえた。多少強ごう引いんに退院したものの、生せい来らいの回復力の早さで、医者からも要かなめからも問題は無いと言われている。


　なのに、本調子に戻もどらない。


　原因は、言うまでも無く第参鎖式シエリシーの戒かい放ほうだ。


　あれ以来、体の中で歯車が狂くるった。ほぼ人の限界に近い身体能力を得たはいいが、代わりに理性が磨すり減へっていく。脳のうが命じているのに、体が思うように動かない。回復はしているのに、だ。


　そのくせ、自分の中の昏くらい闘とう争そう本能が表面化し、時として今まで以上の剣けんの冴えを見せる。


　狂っている。


　どこかで、自分の歯車が狂っている。


　体が、自分の物でなくなっていく。


　要は、魂源ルーアハの伝でん導どうの乱れがそのまま体調不良につながっていると言った。彼の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟である程度の改善は見込めるが、所しよ詮せんは対たい症しよう療りよう法ほうにすぎないとも言った。


　使いこなせ。


　そう要は言い捨すて、今日は四し門もん工業本社ビルの地下施し設せつに向かった。


　要がそう言った以上、自分で制せい御ぎよするしか無いのだろう。このまま何事も起きなければ、歯車は自然と嚙かみ合うかもしれない。しかし上級レリウーリアと相あい対たいするとき、自分はまた第参鎖式シエリシーを戒放するだろう。


　そうすれば繰くり返しだ。


　ならば、いかにして克こく服ふくする？


　魂源ルーアハの制御──すなわち識しき身しんレベルの向こう上じよう。要曰いわく、蒼のレベルは８、属性〝王メレフ〟としては落らく第だい点らしい。


「……余よ計けいなお世話だ」


　ぼやいたものの、応こたえてくれる相手はいない。それでも、脳内の要との会話は続く。


「鎖式リミツターは五段階……って、開けられるのかよ、最終鎖式ゲマル・リミツター……」


　悲ひ痛つうに呟つぶやいたとき、背はい後ごで人の気け配はいがした。


　振ふり返ると、琴こと美みがいる。前も見たトレーニングウェアで、健康的な魅み力りよくが目を引く。


「……聞いてた？」


　独ひとり言が聞かれた可能性を懸け念ねんして尋たずねたが、琴美は可愛かわいげに小首を傾かしげるだけだ。


「何を？」


「いや、聞いてないならいい……って、何でいんの？」


　いきなり核かく心しんを突つかれ、琴美は頰ほおを赤らめて、視線を逸そらす。


「ええっと……その、私もトレーニングっていうか、ランニングの途と中ちゆうで……」


「ああ……って、何な故ぜにこのコース？」


「……ええっと、それは……」


　目を泳がせる琴美。


　蒼はそれ以上追つい及きゆうしない。しどろもどろになる彼女が、目に見えているからだ。


「……まあ、いいけど。今は休きゆう憩けい中？」


「うん……あ、スポーツドリンクあるけど、飲む？」


「あ、どうも」


　蒼は差し出されたペットボトルを素す直なおに受け取った。琴美は琴美で、自分の分をちゃんと用意している。


「……何故に、二本買ってたわけ？」


「え……それは、ほら、予備だよ、予備」


「…………」


　さすがに苦しいいいわけだが、蒼は苦笑するだけでそれ以上何も言わず、ドリンクに口をつけた。互たがいに同じ木に寄りかかり、しばしの休きゆう息そくに入る。


「あの……」


「ん？」


「この前は……ごめんなさい」


「何が？」


　蒼は不思議そうに訊きき返す。謝あやまられるようなことをされた覚おぼえは無い。


「お墓はか参まいり……邪じや魔ま、しちゃって」


「ああ……」


　合が点てんはいったが、謝られるようなことではない。どうでもいいことだ。


「いいよ、別に。もう帰るとこだったし。邪魔したのは、異メ魔ギ人ドの方じゃね？」


「それは……そうかもしれない、けど」


「つーか、何で来てたわけ？」


　根こん本ぽん的な質問に、琴美の思考が止まる。答えは決まっているが、言えるなら苦労しない。あのときも、今日きようも、結局言えるのは当たり障さわりの無い言葉だけ。


「……心配、だった、から。調子……悪そうだったし……」


「そう」


　それだけで、誰だれもわざわざ過か疎その町を訪おとずれたりしないことぐらい、蒼にもわかる。でも彼は掘ほり下げようとしない。


「月つき島しまさ……」


「何？」


「休みなのに、他やることないの？　部活入ってないんだし、ランニングもする必要無いだろ？」


「それは……何かもう習しゆう慣かんで……他にやることも無いし」


「彼かれ氏しとかいないの？」


　突とつ然ぜんの質問に、口に入れていたスポーツドリンクを噴ふき出してしまう。むせながら、両手を振ふって否定する。


「い、いないよ、そんなの……！」


「へえ……皆みんな見る目無いのな」


　しみじみとした口調で言われ、琴美の頰ほおがこれ以上無いほど赤くなる。蒼はそれ以上この話題を引きずる気は無いらしく、無言のままだ。


　しかし、琴美はそうはいかない。意を決して、切り込こんでいく。


「那な斬ぎり君は……いないの？　好きな、人、とか……」


「どうかな」


　本心を曝さらけ出さず、遠い目で彼は言う。その瞳ひとみが捉とらえている人物を想像し、琴美は胸むねを押おさえる。


「好きな人……いないの？」


　もう一度訊きいた。


　また胸が痛くなる。でも、訊いてしまった。


「いたかもね、昔は」


　淡たん々たんと蒼が言う。過去の出で来き事ごと──それで終わらせてしまいたいのか。


「今は……？」


「いないんじゃない？」


「……ウソ」


　否定した瞬しゆん間かん、二人ふたりの顔を穏おだやかな風が叩たたいた。かすかに揺ゆれる木々は、そのまま互たがいの心情を表しているのかもしれない。


「先生のこと……どう想おもってるの？」


　感情を抑おさえた、でも込められた想いがわかる悲痛な問いに、蒼は表情を硬かたくして答える。


「先生と生徒の、禁きん断だんの恋こいってか？　そりゃダメでしょ。冴さえ木きさんならやりそーだけど」


「ちゃんと……答えて」


　まっすぐ蒼を見て、琴美は言う。その蒼そう茫ぼうの眼まな差ざしに秘められた想いを読み取ろうと、彼女は視線を合わせようとした。しかし、蒼は丸眼鏡めがねのサングラスを正しい位置に掛かけ直し、視線を覆おおい隠かくす。


「初はつ恋こいってさ、実らないんじゃない？」


　他人ひと事ごとのように、一いつ般ぱん論ろんを口にする。それは余よ計けいに琴美の痛みを強めた。


　初恋──じゃあ、彼はずっと、美み亜あだけを。


「私は……」


　言いかける琴美を押おし留とどめるように、蒼は抑よく揚ようの無い口調で訊いた。


「月島はいないの、好きな人？」


　虚きよを突つかれ、琴美は口をつぐむ。タイミングを外はずされた格かつ好こうだ。それでも、俯うつむきつつ言葉を紡つむぐ。


「……うん。その人は、もう大切な人がいるみたいで……私のことは、何とも想ってないだろうけど……」


「やめとけよ」


　突き放すような言葉に、琴美は顔を上げる。蒼は相変わらずサングラスで両目を隠し、心を見せない。


「ロクな奴やつじゃねーよ、そんなの」


「そんなこと……ないよ」


　小さな声。


　でも、意思ははっきり込こめられている。


「辛つらいだろ、片かた想おもいって。大体、月島になびかねー時点で最低の男だって」


「好きになるのも……いけないこと？」


　琴美の問いは、どこまでもまっすぐだ。そして、蒼はどこまでも向き合わない。


「相手によるだろ」


「私……」


「ダメなんだ」


　蒼が俯く。その悲痛な表情に、琴美はもう何も言えなくなる。


「ダメなんだよ、そういうの。愛とか、恋とか……そういうの……ダメなんだ」


　それっきり、蒼は押おし黙だまった。


　琴美もかける言葉が見つからない。


　重く、切せつない沈ちん黙もくが二人ふたりを繫つなぐ。どこまでも、すれ違ちがう。


　静せい寂じやくに包まれる中、蒼の手の中で〝正宗〟が震ふるえ出す。かつて見た現げん象しように、琴美は脅きよう威いの襲しゆう来らいを悟さとった。


　蒼が顔を上げる。


　異メ魔ギ人ドが……来た。


「行かなきゃ」


　その一言で全すべてを振ふり切り、蒼は駆かけ出した。


　追いつけないと知りつつ、琴美も後を追う。


　少なくとも、走れば胸の苦しみはごまかせた。








　対たい峙じする二人の極者アダム・バルフを、朱す雀ざくは固かた唾ずを[image: ]のんで見み守まもっていた。


　欲を言えば、冴木と決着をつけたい。


　だが要は要なりに自分の身を案じ、今後のことを見み越こして交代を申し出たのだろう。イマイチ実感が湧わかないが、実力も評価してくれているようだ。……多分。


　そうなれば、観客に回るのもやぶさかではない。


　何よりも──この二人の戦いを間近で見られる。


〈武ぶ街がい〉屈くつ指しの好カード、人によっては最強決定戦と銘めい打うつかもしれない。


　それを目に焼き付けられるのは、〝騎き士し〟の誉ほまれ。そして、己おのれの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟をさらなる高みへ昇しよう華かさせる絶好の機会。


　互たがいに機を狙ねらう要と冴木──まず、冴木の挑ちよう発はつが始まった。


「僕に勝てる気？　君は賢かしこいから、こういう無茶はしないと思ってたけど？」


「無茶だろうが何だろうが、俺以外の誰だれがその鼻はなっ柱ぱしらをへし折れる？　蒼に任まかせると、最初から貴方あなたの完かん敗ぱいが目に見えて予想できるから、意味が無い。貴方が勝てそうだと勘かん違ちがいしてる、俺がやらないとな」


　気けだるげな要に、冴木が眉まゆを寄せる。確かに、痛いところを突つかれた。


　蒼の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は、飛び道具にとって天てん敵てき以外の何物でもない。矢だろうが銃じゆう弾だんだろうが、当たる前にその威い力りよくをほぼ完全に殺されてしまう。


　冴木の〝因果の魔弾デイヴアインターゲツト〟を以もつてしても、果たして当てることが叶かなうかどうか。


〝射手ツアラフ〟の力が──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の頂点に君くん臨りんする〝王メレフ〟に届くだろうか。


「……否定はしないよ。那斬君は厄やつ介かいだ」


「それに、四門先せん輩ぱいと同じく、アイツは貴方には眩まぶしすぎる。貴方が目を背そむけたものを、全て持っているから。太陽には勝てないのはわかりきっているから諦あきらめる。しかし、月には勝てる……その調子こいた根こん性じよう、今叩たたき直してやる」


「……黙だまれ」


　珍めずらしく、冴木の言葉に怒ど気きがこもった。


　続けざまに、要の胴どう体たいに矢を放つ。驚きよう異い的てきな速そく射しやは十発以上の連れん撃げきであり、さらに寸分違たがわず同じ部位を貫つらぬく。異メ魔ギ人ドの強きよう靭じんな肉体さえ破は砕さいせしめた、冴木式弓きゆう術じゆつの真しん骨こつ頂ちよう。


「飛ひ流りゆう……！」


　朱雀が叫さけぶ。要は意に介かいさず、むしろ迫せまり来る矢に向かって駆かけた。


　二人の距きよ離りが縮ちぢまるかわりに、矢は全撃当たった。


　のけぞる要。


　そのまま斃たおれることを朱雀と冴木が予感したとき、彼は瞬しゆん時じに体勢を立て直し、冴木の懐ふところに潜もぐり込こんだ。


「なっ……」


「この距離じゃ、矢は放てない」


　悪あく魔まの微び笑しようと共に、要の拳こぶしが冴木の腹ふつ筋きんにめりこむ。しかし相手は冴木蘭らん丸まる、弓使いと言えど、その腹筋の鍛きたえ方は下へ手たすれば、殴なぐった側の拳こぶしが破は壊かいされかねないほどのレベルだった。


　腹に力を込め、受け止める冴木。


　その秀しゆう麗れいな顔が、苦く悶もんに歪ゆがむ。


「バ～カ」


　罵ば声せいと共に、要は靴くつ底ぞこを腹にねじり込み、冴木を後方に吹ふっ飛ばす。何とか転ころばずに着地したが、冴木は腹を押おさえて片かた膝ひざを突ついている。苦痛の原因は、要の拳でも蹴りでもなく──彼自身が要に放った矢。


　刺ささった数本の矢を腹から引き抜ぬき、冴木は立ち上がる。制服のシャツの腹部は、血に塗まみれている。


「やってくれるね……」


　さすがに、これは効きいた。要は最初から無む駄だに拳を使う気は無く、自分に放たれた矢を刺し返す気だった。さらに言えば、最後の蹴けりも靴底に金属を仕し込こんで労せず威い力りよくを上げている。


「弓、効かない感じ……？」


　荒あらい息で尋たずねると、要は微び笑しようしながら学生服の上着を脱ぬいだ。あらわになるのは、ノースリーブの黒のインナーと、それに巻まきつく金属の質感を持つ帯おび状の布。かつて上級異メ魔ギ人ドの刃やいばすら防いだ〝剣つるぎ守もり〟の戦いくさ装しよう束ぞくは、今冴木の矢から要を守った。


　避さけられない矢、ならばただ受ければいい。


「すごいね、それ。多分防具仕込んでるだろうと思って、かなり本気でやったのに」


「これは、〝正宗〟の鞘さやと同じ素そ材ざいでして。ダメージは皆かい無むです」


　と、淡たん々たんと語る要。やはり抜け目が無い。だが、弱点もある。そしてそれは要自身が誰だれよりも知っている。


「どうして、最初から頭を狙ねらわなかったんです？　貴方あなたなら的まとの大きさは関係無い。目だろうが額ひたいだろうが、狙えばよかったのに」


「綾あや姫ひめが……悲しむでしょ？」


「じゃあそのまま死ね」


　興きようざめしたように、要は悠ゆう然ぜんと距きよ離りを詰つめる。その揺ゆるぎない足取りに、冴木は達たつ観かんしたように天を仰あおぐ。


「やっぱ……殺やらなきゃダメか」


　覚かく悟ごを口に出し、冴木は矢を番つがえた。もう迷まよっている余よ裕ゆうは無い。


「ゴメンね、綾姫」


　そして、矢の雨が要に降ふり注そそいだ。


　考えうる限りの全方向から、それぞれ異ことなる軌き道どうで要を狙う。ある矢は要の鎧がい鞘しよう着ぎの隙すき間まを狙い、ある矢はストレートに頭部を狙い、ある矢は足元を狙う。


「イッちゃいな？」


　立ち往おう生じようした弁べん慶けいすら受け止め切れないであろう矢を、要は避ける素そ振ぶりさえ見せず、両目を閉じてただ受け止める。


　唯ゆい一いつの抵てい抗こうが、矢が届く前に、自分自身に打ち込こむ星せい拳けん。


　自身にも瞬またたいている星点へ、人差し指の第二関かん節せつを立てた、一本拳を叩たたき込む。要の体表で星が爆はぜ、少年は光に彩いろどられる。


「〝牡牛座シヨール〟」


　刹せつ那な、要の全身に一いつ斉せいに矢が突つき刺ささる。


　朱雀は思わず目を背そむけ、冴木は勝利を確信した。


　だが、彼は立っていた。


　立ち往生したわけでもなく、全身をハリネズミのように無数の矢に刺されながら、なおも立っている。


「なん、で……？」


　驚きよう愕がくする冴木に、やや疲ひ労ろうした要の声が届く。


「さっきとは別のアプローチで防いでみた……衝しよう突とつのエネルギーを、単純に筋肉の収しゆう縮しゆくで受け止めただけだが？」


　その瞬しゆん間かん、冴木は要の星拳の意味を理解した。


　自身の筋肉を極限まで硬こう直ちよくさせ、その収縮で矢を防ぼう御ぎよする。針はりは皮ひ膚ふを薄うすく貫つらぬくのみで、致ち命めい傷しように至いたらない。目を閉じたのは、瞼まぶたの筋肉で眼球を保護するため。抜ぬけ目なく、耳も手で覆おおっていた。


「星の壁かべは打ち破れない」


　刺さった無数の矢を抜きながら、要が言う。だが、当然浅い出血が全身を彩り、血の珠たまが無数に皮膚に浮うかんでいる。ここまで血を流す彼を、蒼すら知っているかどうか。


「やるね……綾姫が惚ほれただけのことはある」


「最悪のほめ言葉ですね」


　要の口調は変わらないが、疲ひ労ろうは明らかだ。何より、いつまでもこの防御が続くわけがない。冴木の矢が尽つきるか、要の力が尽きるか、熾し烈れつな消しよう耗もう戦が始まろうとしている。


「でも……勝てないよ、飛流クン？」


「何な故ぜ？」


「結局君は僕の矢を躱かわせない。そうだな……額辺あたりを貫くまで射い続ける。そうすれば、君は棒ぼう立だちで耐たえるだけ。いずれ今の防御も破れる。そして僕に攻こう撃げきは届かない」


　間合いの差──それは弓の絶対的優ゆう位い。


　冴木が覚かく悟ごを決めた以上、要がいかに高速で近づこうと、その前に仕し留とめる。


　朱雀は悲痛な顔で勝敗が決したことを理解し、要を制止しようと踏み出す。


　それを、まったく勝負を捨すてていない声が押おし留とどめる。


「で？」


　要はいつものように無表情だ。己おのれの勝利をまったく疑っていない。


「往おう生じよう際ぎわ、悪いよ。君らしくない」


「俺に完全なる敗はい北ぼくを味わわせたのは、後にも先にもただ一人ひとり──蒼だけだ。それを貴き様さま如ごときが。やるならやれよ。我わが飛流鞘しよう術じゆつの真しん髄ずい──その身でとくと味わえ」


　言い切った要に、冴木はもう同情を捨てた。


　このまま射殺す。


「さよなら」


　矢を番つがえ、連射の姿し勢せいに入る。寸分違たがわず同じ部位を、ひたすら狙ねらい続ける。


　その前に、要の左手が動いた。


　一本拳が穿うがつのは、虚こ空くうに瞬またたく星点。


　空間に浮かぶ星々を、鋭するどい拳こぶしが幾いく重えも貫つらぬく。


「〝射手座クシエツト〟！」


「なにっ!?」


　冴木の右手を、見えざる力が弾はじいた。まとわりつく大気が、突とつ如じよ固体に変へん貌ぼうしたかのように形を持ち、不可視の力が膨ぼう大だいな衝しよう撃げきをその手に叩たたきつける！


　零こぼれ落ちる鋼こう糸しの弓と針はりの矢。


「それは伝でん導どうする衝撃」


　隙すきを見み逃のがさず、要が距きよ離りを詰つめる。その疾しつ走そうを阻はばむものはもうない。


「これぞ対〝射手ツアラフ〟用星せい拳けん……星の矢に撃うち貫かれろ！」


　星点は、人体に影えい響きようを与あたえるだけのものにあらず。


　それは森しん羅ら万ばん象しようを支配し、時として己の拳の威い力りよくを大気に乗せ、その衝撃を敵に飛ばす。


「〝獅子座アルイエー〟！」


　ついに己の間合いに持ち込こみ、要の連打が乱れ飛ぶ。


　冴木は弓を諦あきらめ、彼もまた拳で要を迎むかえ撃つ。繰くり出される拳けん打だに星拳が発動する寸前まで追い込まれるも、何とか要の両手首を摑つかみ取る。強きよう靭じんな弓を繰る膂りよ力りよくは、要の星拳すら押し留めた。


「これで……打てない、よね？」


　秀しゆう麗れいな顔には、かつてないほど苦痛と疲ひ労ろうが刻きざまれている。かつて、ここまで彼を追い詰めた者はいまい。


　だが相手は飛流要──繰るのは拳のみにあらず。


「舐なめるな」


　両手を冴木に預あずけたまま、両脚あしが地を蹴けり、その爪つま先さきが彼の体表の星点を穿うがつ！


　いつの間にか足は裸足はだしとなり、手と寸分変わらぬ超ちよう精密打だ撃げきが冴木に叩き込まれる。


「ズベン・エル・ゲネビ！　ズベン・エス・カマリ！　ズベン・エル・ハクラビ！」


　それだけで致ち命めい傷しようになりうる華か麗れいで重い足技に、冴木がよろめく。そして、トドメの一いち撃げきが彼の顔がん面めんに飛び蹴りの形でめりこむ。


「〝天秤座モゼナイム〟！」


　長き死し闘とうの果てに、冴木が仰あお向むけに倒たおれていく。


　弔ちよう辞じのように、要の言葉が木霊した。


「星の裁さばきを受けろ」


　冴木が斃たおれる。ついに、勝者は決まった。


「判決──有罪ギルテイ」


　その直後、要もその場に片かた膝ひざを突ついた。全身から汗あせが噴ふき出し、肩かたで息をしている。冴木同様、こんな彼の姿すがたを見た者が未いまだかつていただろうか。


「星拳を四発使わされるとはな……さすがは冴木、蘭丸か……」


　素す直なおな感かん嘆たんを口にし、要は立ち上がった。今となっては、むしろ彼より軽いダメージの朱雀が駆かけ寄る。


「凄すさまじいものだな……だが、お前ほどの男でも、那斬に勝てなかったのか？」


「昔の話だがな」


「いつだ？」


「六歳さいの頃ころだ」


「…………」


　朱雀が無表情で固まっていると、仰向けに倒れた冴木の指がピクリと動く。とりあえず、生きてはいるらしい。


「トドメ、ささないの？」


　意外にしっかりした口調で冴木が言う。確かに、いつもの要なら絶対にダメ押おしの一撃を喰くらわせるところだ。


「もしかして、最後ちょっと手て加か減げんした？　そっちの方が傷つくんですけど」


「ええ、だからそうしときました」


「……やっぱ鬼おにだな、お前」


　多分最大の被ひ害がい者しやである朱雀が言う。要被害者友の会ができたら、確実に会長候こう補ほだ。


「有罪ですが、死し刑けいにはしてない。体が超ちよう痛くて無ぶ様ざまにぶっ飛んで起き上がれない、そういう量りよう刑けいにしておきました」


「ドＳぅ～」


　新たな被害者の会の会員候補が、いつもの軽かる口くちを叩たたく。戦せん闘とう中より、こっちの方がよっぽど彼らしい。


「どうして、〝天てん剣けん〟側に？」


　腫はれた顔を見下ろしながら、要が問う。冴木は目を逸そらし、他人ひと事ごとのように答える。


「一番楽だから。家に『三さん剣けん抄しよう』が伝わってて、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟持ちだからって、属性〝射手ツアラフ〟だからって、君らに仕つかえる義務無いでしょ？　異メ魔ギ人ド側なんて趣しゆ味みじゃないし」


「なら弓を捨すてて、平へい凡ぼんに生きればよかった」


「…………」


「この街まちからも、出ればよかった。中ちゆう途と半はん端ぱに、俺達に干かん渉しようしなければよかった。さっきも──何な故ぜもう一つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を使わなかった？　そもそも弓にこだわらなければ、もっと善戦できたろうに」


　勝てたかも、と言わないところが要らしい。


　冴木は苦笑し、震ふるえる手でタバコを口に咥くわえる。


「さあ、どうだろ？」




[image: ]


「本気を出さなければ、いいわけができますからね」


　ポトリ、と冴木の口から咥えたタバコが落ちる。顔から表情が消え、何か怖こわいものを見るように要を見る。


「よくいますよね、今日きようは本気じゃなかったとか、次は本気出すとかいう奴やつ。お前が本気出したところで、何が変わるってツッコミはさておき……結局は全部ただの予防線。本気じゃないって言えば、敗北が敗北じゃなくなるから。それ、かっこいいとでも思ってます？」


　要の声は、どこまでも冷ややかだ。実力に絶対的な差があるわけでもない、勝敗すら逆転してもおかしくはない相手を、完全に見み下くだし、軽けい蔑べつしている。


「……じゃあ、常つねにマジなのがかっこいいわけ？　無む駄だなことに頑がん張ばって、汗あせ流して、青春しちゃってる君らは正義？　大人おとなになれば？」


　達たつ観かんしきった冴木の言葉は、大人のものだ。要や朱雀とは違ちがう。彼は彼で正しく、大人の論理で生きている。


「で？」


　要は首を傾かしげた。冴木がいかなる言葉を投げつけようと、彼は揺ゆるがない。


「ほっといても、皆みな大人になる。ならざるをえない。ただ目を背そむけて流されただけの貴方あなたは、その意味で妹にも劣おとる」


「君に、何がわかるわけ？」


「わかるわけないじゃないですか、ただ大人ぶってかっこつけて負けたくせにグダグダぬかしてる属性ジゴロの気持ちなんて」


　要はにっこり笑った。


　人の性さががＳだと確信させる澄すみきった笑え顔がお。


「……綾姫の趣しゆ味み、理解できないな」


　妹の恋こい路じにかなりの不安を感じつつ、冴木は目を閉じた。もう何も聞きたくないし、言う気も無い。


　要もこれ以上悪あく罵ばを吐はく気はないらしく、自分で肩かたを揉もんでいる。


　傍そばで見ている朱雀も、どちらにもかける言葉が見つからず、ただ立ち尽つくしていた。


　決着──とは言えないかもしれないが、小休止には入ったらしい。


　朱雀がそう感じた矢先、今までより大音量の警けい報ほうが鳴り響ひびいた。


　要と冴木は目を見み開ひらき、朱雀に視線で状じよう況きようを問う。


「これは……侵しん入にゆう者、じゃない。異メ魔ギ人ドの出現警報だ……！」


　青ざめた顔で朱雀が呟つぶやく。捕ほ獲かくした異メ魔ギ人ドを多数抱かかえるこの施し設せつでは、当然の警報システムだが、直感で検けん体たいの脱だつ走そうとは違ちがうことを理解した。


「〈門〉が……ここの内部で開いたとでも!?」


　世界中で無む秩ちつ序じよに開く〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟だが、その出現場所は基本的に開かれた屋おく外がいに限られる。それが何故こんな閉へい鎖さされた施設の内部で!?


　だが、まずは異メ魔ギ人ドを殲せん滅めつするしかない。


　いち早く部へ屋やを出ようとしたとき、眼前の扉とびらが開いた。紆う余よ曲きよく折せつの果てにくぐることが遅おくれた扉から、そもそも追い求めていた相手が姿を現す。


〝天剣〟の剣守り──御み塚づか七なな人と。


「おや、これはお揃そろいで。あら、冴木君ボロ負け」


　さして気にしたふうもなく、七人は言う。


　予想していたというより、別にどうでもいいといった感じだ。


「貴き様さま……何をした？」


　朱雀が刀かたなの切っ先を向けながら問う。


　七人がくぐった扉の先からは、それだけで存在を示すあの咆ほう哮こうが聞こえている。すでに異界とこちら側は繫つながり、魔ま性しようは放たれた。


「何って……別に。来たのはあちらの意志だ。もっとも、多少協力してくれるとは、剣けん翁おうさんも言っていたけど」


　剣翁、という名に、要が眉まゆを寄せる。しかしまだ動こうとはしない。


「〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟を開くというのは、〝地ち刃じん〟の力を以もつてしても結けつ構こう面めん倒どうらしいよ？　ランダムに繫げるならいざ知らず、ピンポイントで狙ねらうには、目印として、極者アダム・バルフクラスの魂源ルーアハの顕けん現げん量を感知する必要があるそうだ。僕が目印になる気でいたが──必要無かったようだね」


　お前達の存在自体が目印、そう視線で七人が言う。


「貴様は、何が目的だ……？」


　怒ど気きを抑おさえる朱雀に、七人は平然と答える。


「いや、さっき言ったでしょ？　ただ資料の破は棄きとか面倒だし、まあ後はあちらにやってもらおうかと。お父とうさんには、いずれまた会いに来るよ。警告にはもう充じゆう分ぶんなっただろうし」


　用が済すんだからもういいや、そう告げる七人に、朱雀の中で何かが弾はじけた。


「貴様！」


　二に刀とうを携たずさえ、殺す気で七人に迫せまる。


　別に、怒いかりのまま襲おそいかかったわけではない。


　冴木は敵側、一応味方と考えてもいい要も、戦たたかいで傷つき疲ひ弊へいしている。すでに回復し、もっとも動けるのは自分──そして、相手は斃たおすべき敵。


　全すべての条件は嚙かみ合い、朱雀は〝騎士アビル〟として先せん陣じんを飾かざった。


　初見にして未知の敵──それすら、彼の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は「理解」する。繰くり出される最初の技わざを予見し、紙かみ一ひと重えでそれを見み切きり、超こえる。


「え……？」


　脳のうに灼やきついた「理解」の結果は、ひどく単純だった。


　空白。


　一いつ切さいの無。


「君に僕の先は見み出いだせない」


　退たい屈くつしきった声が耳に届いたとき、朱雀の頭は床ゆかに激げき突とつしていた。


「ガッ……」


　衝しよう撃げきに脳が揺ゆれ、思考が混こん濁だくする。高速で駆かけた勢いきおいは、そのまま床へのランデブーの速度に変へん換かんされてしまった。


　交こう錯さくの瞬しゆん間かん、七人の手は朱雀の頭を摑つかみ、いとも簡単に床に叩たたきつけた。


　単純な力技ではない。人体の法ほう則そくを知り尽つくし、自在に操あやつる術すべを知り得る者ができる、合理的な力の移動。


　──合あい気き、道どう……？


　朱雀の知識では、それが最もつとも近い技術だ。しかし、極者アダム・バルフを軽かる々がると床に這はわせるなど、それこそ語り継つがれる古いにしえの達たつ人じんでも存在しえない。特に朱雀の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の特性ならば、合気道の技術そのものを根底から無効化させることも不可能ではないはずだ。


　なのに、何な故ぜ？


「何者だ、貴様……!?」


「もう名乗った。君より神に愛され、神に近づき、神に跪ひざまずく者だ」


　どこか威い厳げんすら漂ただようその言葉に、朱雀は敵の強大さを悟さとった。七人は蟻ありを踏ふみ潰つぶすように、朱雀の頭に踵かかとを載のせる。


「天に唾つば吐はく愚おろか者。空の高さを知ってみる？」


　迫はく力りよくもやる気もゼロなのに、朱雀は戦せん慄りつした。確実に──殺やられる。


　要は動かない。ただ怜れい悧りな瞳ひとみが七人を見ている。


　かわりに、意外な人物が動いた。


「おや、どうしたんだい？」


　微笑ほほえみかける七人に、冴木は顔を歪ゆがめた。彼自身、意識しないうちに予備の矢と弓を装そう備びし、七人に向けて矢を番つがえていたのだ。


　すでに体勢は整い、いつでも放てる。なのに、冴木は冷や汗あせを流し、無意識の行動を後こう悔かいしていた。天に矢を放つことがどういうことか、充じゆう分ぶんにわかっていたのに。


「やはり、情が捨すてられないか。中ちゆう途と半はん端ぱな君らしい。いいよ、射いればいい」


　自分の顔を指差しながら、七人は言う。朱雀から足をどけ、冴木に体を向けている。


　冴木は唇くちびるを嚙かみ、視線を逸そらす。絶対的に有利な武器と異い能のうを備そなえていながら、完全に気け圧おされている。要すら、彼にこんな絶望的な表情はさせられなかった。


「やりなよ」


　それは、命令だったのかもしれない。


　苦く悩のうしたまま、冴木は矢を放った。けして逃にげ腰ごしではない、きちんと威い力りよくを伴ともなった矢を。


　七人は両手をポケットにいれ、ただ佇たたずむだけ。ただ『的まと』と成り下がって立ち尽つくすだけ。


　それなのに、それなのに──矢は七人をかすめることすらせずに、外はずれた。


　彼の横をすり抜ぬけ、ただ空むなしく壁かべに激げき突とつして床に落ちる。


「……馬ば鹿かな」


　倒たおれたままの朱雀は、呆ぼう然ぜんと首を振ふった。


　矢が──あの冴木の矢が外れた!?


　自分も、要も、矢が当たることだけは防げなかった。ただ従順な「的」になるしかなかった。極論すれば、冴木の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は破れなかった。なのに、なのに何な故ぜ!?


　朱雀の中で繰り返される問いは、当の本人にはすでに答えが出ていた。


　冴木はうなだれ、ただ己おのれの無む駄だな行こう為いを悔くいている。


　何故こんなことをしたのか──通用しないと知っているのに。だからこそ、〝天剣〟側に与くみしたのに。


　諦あきらめた冴木の顔は、すでに死すら覚かく悟ごしていた。


　だが七人は冴木に興きよう味みを示さず、ただ静せい観かんを続ける要に移っていた。


「賢かしこいね、君は。手を出さずに、僕の力を確かめていた。極者アダム・バルフ二人ふたりを捨すて駒ごまにしても、なお勝機を見み出いだす。さすがは人じん刀とうの〝剣つるぎ守もり〟」


　七人は悠ゆう然ぜんと歩を進め、要に近ちか寄よる。迷まようことなく要の間合いに入り込こむその行為を、人は無む謀ぼうと呼よぶだろう。


　要は無表情のまま拳こぶしを振ふるった。当てる気はあるが、どう見ても本気ではない投げやりな拳。


　実際、拳は当たらずに七人の頰ほおのすぐ傍そばをすり抜けただけ。


　七人が微び動どうだにしていない以上、要がわざと外したようにしか見えない。しかしそれが違ちがうことは、当人同士が知っている。


「確かめられたかな？」


「……ああ」


　ごく単純な問題の答え合わせを終え、要は寂せき寥りようを湛たたえて答えた。


　当てる気であり、当たるはずの拳が当たらない。何より、敵の体に星が瞬いていない。さらに言えば、先ほど冴木の『的』になったときも……その体はあの燐りん光こうをまとってはいなかった。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟無効化……それが貴き様さまの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟」


「ご名答」


　七人がまた要に近づく。吐と息いきの触ふれ合う距きよ離りまで来たが、要は手を出さない。いや、出せなかった。


「本当に賢かしこいね……無駄な攻こう撃げきはしない、それは君のポリシーかな？」


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟のみならず、己に向けられる攻こう撃げきの無効化──それが〝天剣〟の剣守りの力。『三さん剣けん抄しよう』は正しかったらしい」


「その通り。元来〝神エ理クのス欠ト片ラ〟とは個性であり、同質のモノは存在しても、同一のモノは存在しない。だが、〝天剣〟の剣守りは別だ。そして、人刀の〝剣守り〟もそれをまねて代々属性〝軍師ヤツド・イエミノ〟の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を受け継ついできた」


　七人が要の手を摑つかむ。指が絡からみ合い、手四つと呼ばれる体勢に近い格かつ好こうになった。本来は両手で行う単純な力比くらべの姿し勢せいだが、優ゆう劣れつを競きそうには片手でも事こと足たりる。


「すばらしい……駆く身しんレベル、識しき身しんレベル共に９。だが……僕は識身レベル10だ」


「…………！」


　ガクッと、要の両膝ひざが崩くずれ落ちる。いかなる技術の為なせる技わざか、片手を握にぎり締しめるだけで七人は要の全身を支配し──苦も無く力任まかせに投げ飛ばした。


　背中から床に叩たたきつけられ、要は眉まゆを寄せる。


「ガッ……」


「君は僕の先を行くことができない」


　つまらなそうに吐はき捨て、七人は要から手を離はなした。


「物もの分わかりがよすぎると、張り合いが無いね。勝てない相手とは喧けん嘩かしない、勝てるようになるまで逃にげるか、策さくを講じる。代々人刀の〝剣守り〟がやってきたことに忠実だ」


「どういう……ことだ？」


　まだ立ち上がれないものの、しっかりした声で朱雀が問いかける。


　あの要すら敗れた。そのショックは大きいが、絶望している余よ裕ゆうは無い。


「簡単だよ。〝剣守り〟と呼ばれる存在は、元々〝天剣〟に付き従したがった者達の呼び名だ。神に敬意を払はらい、その意に沿そって人じん界かいを統制する者。それに異いを唱となえた反はん逆ぎやく者が、〝剣守り〟の名を勝手に騙かたり始めた。そう、そこで倒たおれている彼のご先せん祖ぞ様だ」


　七人は親指で要を指さし、淡たん々たんと秘された歴史の真実を告げる。


「馬ば鹿かな……」


「本当さ。ちなみに、〝地刃〟の剣守りが組そ織しきされたのはごく最近──彼の父親が人類を裏うら切ぎり、〝地刃〟側に寝ね返がえって人を集めた。そういえば、君も異メ魔ギ人ド化しかけたそうだね？　〝王メレフ〟に感かん謝しやした方がいい、放っておけば、体内で〝智ち慧えの実〟と〝生命の実〟が反発しあって、肉体が崩ほう壊かいしていた。一つの生命に許された因いん子しは、一つだけだ」


「〝智慧の実〟、〝生命の実〟……なぞかけはもうたくさんだ！　お前の目的は何だ!?　〝天剣〟と〝地刃〟とは何なんだ!?」


「何って、ただの生命体だよ。ただ僕らより高位なだけの」


「…………？」


「君は人間中心で物事を考えすぎだ。虫と人、どちらが生物として上等か？　色々御ご託たくは並べられるが、皆みなわかってる。人間だと、ね」


　出で来きの悪い生徒に言い聞かせるように、七人は右手の人差し指を上げてレクチャーを開始する。


「では、人間は最上位の生物か？　違ちがうね、だからこそ神や悪あく魔まなんてモノを想像した。そしてそれは想像に留とどまらず、現実に存在した。それが〝天剣〟。〝天剣〟は〝智慧の実〟と呼ばれる因子──具体的には脳のうの性質を操そう作さし、種しゆ全体の識身レベルを引き上げ、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟、すなわち全知全能たる魂源ルーアハに至いたる道を開いた。それが人という『種』の成り立ちだ」


「馬鹿、な……」


　朱雀は、持っていた二刀を床ゆかに落としてしまった。七人の言葉が真実ならば、敵はまさしく──神か!?


　七人が一歩近づく。


　朱雀は一歩退しりぞく。


　浮うき世よ離ばなれした青年は、特に殺気を放っているわけではない。それなのに、朱雀は総毛だった。


　見える。


　彼の背はい後ごに、剣が重なって見える。


　それは巨きよ大だいで豪ごう壮そうな剣。水すい晶しようのように透すける素そ材ざいで構成され、幅広の刃はと鍔つばの紅あかい宝ほう玉ぎよくが目に灼やきつく。横に一いち文もん字じに伸のびる鍔は刀身と合わさって十じゆう字じ架かのオブジェを形成し、朱雀に絶望を投げかけた。


「見えるだろう──〝騎士アビル〟よ。これが我われら人の主あるじ、〝天剣〟だ」


　七人の言葉には、神の代弁者たる者が持つ神こう々ごうしさが宿っていた。最も神に近き者、この青年に刃は向むかうことは、すなわち神しん罰ばつを与あたえられることか。


「生物……それが!?」


「常識にとらわれてはいけない。人型が進化の終着点だと言うのは、思い上がりだ。何な故ぜ数多あまたの文ぶん化か圏けんで、『剣』の形状を取る物が、単なる武器以上の象しよう徴ちよう的な意味合いを持つと思う？　ＤＮＡに刻み込こまれているからさ、それこそが神の写し身だと」


　もう、朱雀に戦意は無かった。


　退くことも戦うこともできず、ただ立ち尽つくすだけ。それでも、何とか口だけは動く。


「異メ魔ギ人ドと戦わせる……それが、人を創つくった目的、か？」


「そうだよ」


「何故、そんなことを……!?」


「品ひん評ぴよう会だよ。異世界にいる同種の存在、〝地刃〟。あちらは〝天剣〟と異ことなり〝生命の実〟と呼ばれる因子を司つかさどり、闘とう争そう本能と肉体を極限まで発達させた、異メ魔ギ人ドという種を生み出した。ベースとなった生物はさほど変わらない。だから比ひ較かくできる。〝智ち慧えの実〟と〝生命の実〟、どちらを継けい承しようした生物が生き残るか？　問題はそこだ」


　七人の手が朱雀の額ひたいに触ふれる。


　まずい、と思ったとき、七人が入ってきたのとは逆の扉とびらが開いた。


　現れたのは、最後にして唯ゆい一いつの希望。


　属性〝王メレフ〟──〝刀とう神しん〟那斬蒼。


「何やってんだお前？」


　瞬しゆん時じに敵を見み極きわめ、蒼は〝正まさ宗むね〟の切っ先を七人に向けた。鞘さやの戒いましめは解とかれ、その美び麗れいな刀身が晒さらされている。


「これはこれは、属性〝王メレフ〟。この前は挨あい拶さつも出で来きなかった。初めまして……になるのかな？　僕は御塚七人、属性〝司祭コメル〟にして〝天剣〟の剣守り」


「そうか……」


　蒼は静かに呟つぶやき、右手の〝正宗〟を軽く後方に引き、突つきの姿し勢せいを取る。自じ慢まんの俊しゆん足そくで最短たん距きよ離りを駆かけ、そのまま七人を貫つらぬく気だ。


「やめろ、那斬……」


　懇こん願がんに近い形で朱雀が言う。蒼の実力は承知しているが、それでも七人に勝てるとは思えない。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟が無効化され、繰くり出される斬ざん撃げきすら逸そらすであろう敵に、どう立ち向かう？


　見たくない──お前が負けるところだけは。


「血けつ気き盛さかんだね、王様。でも、今の君は不完全すぎる。せっかく無む駄だな安全弁を外はずしてあげたのに、使いこなせていない」


「第弐鎖式シエニを外したのは、お前か!?」


「いかにも。まあ実際に手を下したのは、僕の主あるじだけれど。君の鎖式リミツターとやらは、人刀の〝剣守り〟が考案した属性〝王メレフ〟専用の安全装そう置ちにして訓くん練れん用の枷かせ。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の頂点に君くん臨りんする巨きよ大だいな力におぼれぬよう、あえて段階的に封ふうじたもの。だがもう充じゆう分ぶんだろう。とっととこの前解いた第参鎖式シエリシーも戒かい放ほうすればいい」


　七人の瞳ひとみが、危険な色を帯おびる。


　蒼もまた、その蒼そう茫ぼうの瞳に殺気を込こめ、必殺の一いつ瞬しゆんを窺うかがっている。


「来るがいい、〝王メレフ〟よ。そして識しれ──我わが御み業わざ〝絶対加護プロヴイデンスガード〟」


　開始の時を待つ〝王メレフ〟対〝司祭コメル〟。


　だが無ぶ粋すいな咆ほう哮こうがその緊きん迫ぱくした場を乱みだし、異界からの侵しん入にゆう者が空気を読まず部へ屋やに乱入してきた。


「ギィシャァァァァッッッ!!」


　七人が入って来た扉とびらから姿すがたを見せたのは、数体の異メ魔ギ人ド。後ろにはまだ数多く潜ひそんでいることだろう。施し設せつを蹂じゆう躙りんした後、血と強者の臭においに惹ひかれてやってきたようだ。


「これはこれは」


　七人は苦笑した。己おのれが招まねいた災さい厄やくだけに、笑うしかない。


「邪じや魔まが入ってしまった。斃たおすのはわけないが、〝地刃〟側との軋あつ轢れきは避さけたい。君に任まかせるよ、属性〝王メレフ〟。元々そのために来たんだろう？」


「……まあ」


「ならばなおさらだ。心配しなくても、すぐに会える。上級レリウーリアを斃した君は、もう〝地刃〟にとって最も注目すべきエサとなった。そして、こちらにとっても貴き重ちような個体だ。どこへ行こうと、君には〝天剣〟の祝しゆく福ふくと〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟がついて回る」


　朗ほがらかに言い、七人は軽く蒼の肩かたを叩たたき、もう片方の扉から揚よう々ようと引き上げていく。そのあまりに自然で無む邪じや気きな振ふる舞まいゆえか、蒼は追うことができなかった。かわりに、やって来た異メ魔ギ人ドを見み据すえる。


「先せん輩ぱい、冴木さんを連れて避ひ難なんしろ。今は二人共とも足手まといだ」


「あ、ああ……」


　王の勅ちよく命めいに、朱雀は素す直なおに従したがった。本ほん音ねを言えば参戦したいところだが、ダメージは残っているし、何より上の階や研究員の安あん否ぴが気になる。肩でも貸かそうと冴木に近づくが、あちらはもう立ち上がって不ふ機き嫌げんそうに言う。


「いいよ、男に肩借かりるなんて気き色しよく悪い」


　そのまま両手をポケットに突つっ込こみ、険けん悪あくなムードを漂ただよわせながら部屋を出て行こうとする。無論、異メ魔ギ人ドと戦やり合う気は無い。


「冴木さん……敵だったんすか？」


　ポツリと蒼が訊きく。今の今まで、まったく彼を疑わず、ただたまに手を貸してくれる腕うでの立つ先輩、そう思っていたような口調だ。


「……みたいだね。何か裏うら切ぎり者になっちゃった感じだけど」


「それ、要にやられたんでしょ？　アイツと何かありました？」


「別に」


　冴木は蒼と目を合わせようとしない。その澄すんだ眼まな差ざしを見れば、きっと心が揺ゆらぐ。


「君、何でそんなに頑がん張ばれるの？　そんなに、飛流先生にいいとこ見せたいわけ？」


「まさか」


　予想通りの回答を、冴木は鼻はなで笑った。


「強がっちゃって。何その自じ己こマン？　君が頑張っても、先生はなびいたりしないよ。美人だし、他の男とよろしくやってんじゃないの？」


　軽い口調で言いながらも、冴木の心には重いものが蟠わだかまっていく。最低のことを言っているのは自覚している。でも止められない。そうしないと、自分が根底から否定されてしまうような、そんな形容できない恐きよう怖ふが、蒼を見ると湧わき上がってくる。


「いいっスね、それ」


　強がりでも嫌いや味みでもない、屈くつ託たくの無い笑え顔がおが冴木に向けられた。その顔に、冴木はより自分の醜みにくさを自覚した。


「昔から、美人なのに男っ気けなくて心配してたんですよ。まー俺の面めん倒どう見みてたせいもあると思いますけど。別に俺が心配する筋すじ合あい無いかもしんないですけど、それなら安心です」


「いいわけ、それで？」


　冴木は投げやりに訊いた。


　何でこの少年はそんな笑顔ができる？


「もちろん。生きてるうえに幸せなら、言うことないでしょ？」


　何で？　と首を傾かしげる蒼。


　冴木はもう何も言えずに、部へ屋やを出た。追うように朱雀も続く。


　残された蒼は、異メ魔ギ人ドと対たい峙じしつつ、未いまだ倒たおれたままの要を呼ぶ。


「いつまで狸たぬき寝ね入いりしてんだ？　とっとと起きろよ」


「バレたか」


　悪びれずに、要が起き上がる。冴木と七人との戦いの余よ韻いんは微み塵じんも無い。あれだけ休んでいれば、休きゆう息そくは充じゆう分ぶんだ。下へ手たに敵を刺し激げきしないよう、ほとんど死んだふりで倒れていたわけだが、思いの外ほか休めた。ここは血の気けの多い朱雀に感かん謝しやしておこう。


「〝天剣〟の剣つるぎ守もり……ヤバそうだな。お前でも仕し留とめられなかったのか？」


「勝てない喧けん嘩かと、無む駄だな勝負はしない主義だ」


　その口ぶりからは、七人との戦いがどちらに該がい当とうしたかは定さだかではない。蒼もそれ以上追つい及きゆうする気は無く、ただ目の前の敵を討うち果たすことのみを考える。


「とっとと殺やるぞ」


「無論」


　蒼と要は、共に床ゆかを駆かけた。


　極ごく上じようのエサを前に、異メ魔ギ人ド達は咆ほう哮こうを上げて襲おそいかかる。数は多いが、蒼と要にはどうということもない。


〈武ぶ街がい〉中ちゆう枢すうへの襲しゆう撃げきという惨さん事じは、無数の真あ紅かい斬閃ラインと星々の煌きらめきに彩いろどられつつ、終結へ向かい始めた。





「あれ、冴木さん……？」


　琴美は、四門工業本社ビルから出て来る冴木を見かけ、声をかけた。


「何で、こんなとこいるの？」


「それは、その……」


　蒼を追いかけた、とは何だか言いづらい。追いかけたはいいが、全速力の彼に敵かなうわけがなく、結局ビルの近辺で見み失うしなってしまった。ビルの中には入らず、ただ近くで様子を窺うかがっていたが、何やらただごとではない事が起こったのは理解できている。


　ビルから届とどく悲鳴に、あのおぞましい独特の咆哮。負ふ傷しようしつつ退たい避ひする職員も何人か見かけた。


　しかし、まさか冴木が出て来るとは──しかも、こんなに傷ついた格かつ好こうで。


「ひどい……お腹なかから血が……顔もこんなに腫はれて……」


「大だい丈じよう夫ぶだよ、男の子だもん♪」


　強がって見せるが、治ち療りようが必要なのには変わりない。琴美は彼の服を引っ張ぱり、病院に行くように促うながす。


「早く手当てしないと……」


「いいって。今は、やさしくされると余よ計けい辛つらい」


　寂さみしげな声に、琴美も対応に迷まよう。考え込こむ彼女に、冴木は唐とう突とつに浮うかんだ疑問をぶつけた。


「あのさ、那斬クンのこと好きな感じ？」


「ええぇぇぇっっ!?」


　ど直球な質問に、琴美の思考回路がショートした。呂ろ律れつの回らない応答を繰くり返し、頰ほおを赤らめる。もうその反はん応のうだけで答えは明白、ささくれた冴木の心も、何とも言えない癒いやしに包まれる。


「ゴメン、困こまらせちゃった？」


「いえ…………」


　首を左右に振ふるが、困こん惑わくしているのは明らかだ。あまりに愛くるしくて、冴木は抱だきしめたくなるのを何とかこらえた。


「え～と、野や暮ぼかもしれないけど、早めに言った方がいいと思うよ？」


「それは……」


「彼も、君を選んだ方がいい。多分、それが一番いいんだよ。その方が僕も安心する」


「え…………？」


「今の彼、何か見てらんないんだよね。無理しちゃってさ」


　それだけ言うと、冴木はふらつきながら琴美から離はなれた。駆かけ寄る琴美を手で制し、冴木はやさしい口調で語る。


「そのやさしさは、那斬クンにキープしといて。僕は……僕の女め神がみがいるから。な～んちゃって[image: ]」


　ほとんど空から元気に近かったのだろうが、突つき放すようにして琴美から距きよ離りを置き、小走りで冴木は去った。


　未み練れんを残しつつも、やはり琴美の視線はビルに向いてしまう。


　蒼は──きっと中で戦っている。


　もしかすると、要も一いつ緒しよだろうか？


　それなら安心、とも思うし、同時に胸むねも痛む。


　いつだって一緒で、何でも知っている彼。


　愚おろかで醜みにくいことと知っていても、胸に刺ささる棘とげは抜ぬけずにその深みを増ましていく。


　何もできない自分を呪のろいながら、琴美はただ立ち尽つくし、蒼の帰き還かんを待ち続けた。




　第五章　過去の呪じゆ縛ばく







　昼休み、美み亜あは重い気持ちのまま午後の授業の準備に取り掛かかっていた。


　先週末の一件は、まだ自分の中で尾おを引いている。


　あんなこと、言うつもりじゃなかったのに。


　大キライなんて……言うつもりじゃなかった。


　でも、心のどこかで、言い返す蒼あおいを期待していた。姉弟きようだい同然に育った仲だ、当然喧けん嘩かだってした。売り言葉に買い言葉、他愛たわいも無い喧嘩をして、一晩寝ねたら何事も無かったかのように仲直り。


　──そんな当たり前の結果を、どこかで期待していた。


　でも、彼は大人おとなびた顔でやさしく受け止めただけ。


　誰だれも責せめずに、ただ受け止めた。


　唯ゆい一いつ、現れた要かなめにだけ甘あまえた。


「……どうしてよ」


　呟つぶやいてから、はっと口元を押おさえる。


　バカみたい、こんなの。


　思し春しゆん期きの少女みたいな……こんな葛かつ藤とう。


　どっちが子供よ？


「……バカみたい」


　もう一度呟いた頃ころ、もう昼休みは終わっていた。掃そう除じの時間に入り、美亜は職員室を出た。掃除の手て伝つだい──名めい目もく上はそれも指し導どうの一いつ環かんとして、仕事に含ふくまれている。


　自分が受け持つ掃除場所へ向かう途と中ちゆう、冴さえ木きとすれ違ちがった。


　その腫はれた顔と各所に巻まかれた包ほう帯たいに首を傾かしげていると、向こうもこちらを振ふり返り、近づいてくる。


「何……？」


「先生って、那な斬ぎりクンとどーゆー関係なんです？」


　突とつ然ぜんの質問に、美亜は困こん惑わくしつつもありのままを答える。


「どうって……副ふく担たん任にんしてるクラスの生徒で……」


「それだけ？」


　事情を知っているふうな冴木。だから美亜は隠かくさずに、より深い事実を告げる。


「昔から一いつ緒しよに暮くらしてて……その、姉弟きようだいみたいな感じだけど？」


「へぇ～」


　やっぱりそんな関係か、と言わんばかりに冴木は頷うなずく。その様子に不快感を覚おぼえ、美亜は少し強い口調で訊きき返す。


「それがどうかしたの？」


「いえ……別に。あ、先生、那斬クンが異メ魔ギ人ド相手に頑がん張ばってるの知ってますよね？」


「そりゃあ……知ってるけど？」


「心配してます？」


「当たり前でしょ!?　何言ってるのよ！」


　美亜の答えに噓うそ偽いつわりは無い。冴木もそれは重々わかっているのだが、それでもさらに掘ほり下げて訊いてみる。


「それ、何でですか？」


「何でって……」


「何で心配するんです？　生徒だから、それとも弟だから？」


　予期せぬ質問に、一いつ瞬しゆん美亜の思考が止まる。しかし、すぐに胸むねを張って言い返す。


「両方よ。決まってるじゃない！」


「……なるほど、那斬クンも大変だ」


　失望したように肩かたを落とし、冴木は身を翻ひるがえして去っていく。質問の意い図とがまったくわからない美亜は、困惑しながら彼を追う。


「ねえ、どういうこと？　貴方あなた、蒼君とどういう……」


「無知って罪つみだって、言いますよね？」


　振り返らずに冴木は言う。


　その冷たい口調に、美亜は何も言い返せなくなる。


「けど、鈍どん感かんってもっと罪だと思うんです。生なま殺ごろし的な。はっきり言われた方が、逆にいい的な、ね」


「何が……言いたいの？」


「べ～つに。先生は先生の人生を送ればいいですし。ただ、これは老ろう婆ば心しんと言いますか、思いやりと言いますか、単に琴こと美みちゃんかわいさ的な発言と言いますか……」


「……何よ？　月つき島しまさんが、どうかした？」


　ちょっとむくれた美亜に、どこかからかうように彼は言った。


「あの二人ふたり……いい感じっぽいんで、邪じや魔ましないであげて下さいね？」


「なっ……ど、どういうこと!?」


　思わず冴木の肩かたを摑つかむ。しかし彼はそれを冷たく撥はね除のけ、悠ゆう然ぜんと去っていく。


「別にどうでもいいでしょ、生徒兼けん弟の恋れん愛あいなんて。恋こいするのは罪ですか？」


「それは……」


「僕ぼくと違ちがって、清きよい仲ですよ、きっと。別に学業に支し障しよう来きたさないし、不純でもないし。恋愛も経験ですし、見み守まもって下さいね？　教師として──お姉ねえさんとして」


　冴木の言葉は間ま違ちがっていない。


　美亜自身、学生生活で恋愛が不必要などと思っていない。彼の言うとおり、学業にも支障が無く、お互たがいのプラスになるなら──何の問題も無い。


　なのに、ひっかかる。


　冴木の言葉を、素す直なおに受け入れられない。


「じゃ、僕はこれで」


　それきり冴木は美亜に興きよう味みを示さず、廊ろう下かの果てを目め指ざして歩いていく。


　残された美亜は、掃そう除じ終しゆう了りようのチャイムが鳴るまで、ただ立ち尽つくしていた。








　美亜がまだ職員室にいた頃ころ、蒼と要は屋おく上じようにいた。


　一昨日の四し門もん工業本社ビルの襲しゆう撃げきは、とりあえず終わらせた。〝将アエリア〟を含ふくむめぼしい異メ魔ギ人ドは、二人ふたりで殲せん滅めつし、拡散した群むれも到とう着ちやくした四門工業の私し設せつ部隊が駆く逐ちくした。


　街まちの内部に逃にげ延のびた異メ魔ギ人ドはおそらくいない。


　中ちゆう枢すう部ぶへの異メ魔ギ人ド出現という街を震しん撼かんさせるニュースも、四門帯たて刀わきの情報操そう作さにより、もみ消しは終わっている。ただ、街で最もつとも人目を引く建たて物ものだけに、どうしても不特定多数の目もく撃げき者は発生した。


　多少の真実を含んだ噂うわさは広まり、やがて人々に〈武ぶ街がい〉への不信感が芽め吹ぶくだろう。


　そしてそれは正しい。


　最も安全な街──だが最も危険な街でもある。


　そしてそれは、自分のせい。


　空と屋上を隔へだてる金かな網あみ越ごしに、蒼は茫ぼう洋ようと街を見つめる。


　その横では、要が金網に背を預あずけ、空を仰あおいでいた。


「もう……近いな。〝天てん剣けん〟も〝地ち刃じん〟も……本ほん腰ごし入れて来るんだろうな」


「ああ」


　要はあっさり頷うなずいた。お互たがい、その日が来るのはわかっていた。準備が間に合うか、問題はそれだけだ。


「俺おれって……結けつ構こう目ぇつけられてんのな。〝地刃〟の野や郎ろう、俺を喰くいに来るかな？〝天剣〟も、きっと……」


「だろうな」


　もう、要は蒼が何を言いたいのか、何を言い出すかわかっている。そして、自分が言うべき言葉も、全すべて理解していた。


「……俺さ、外行こうかなって思うんだけど。なるべく人のいないとこで、また昔みたいに戦おうかなって」


「罪ざい悪あく感か？　この前の校外学習も、自分が招まねいたと？」


「多分……そうだろ？」


「多分、な」


　蒼のせいじゃない、そう言うのは簡単だ。実際、そうかもしれない。だが蒼はそんな言葉を求めていないことは、わかりきっている。


　クラスメイトが一人ひとり死に、二度と埋うまらない空白の机つくえが教室にできた。


　それでも誰だれも蒼を責せめず、むしろ感かん謝しやした。街の外部での偶ぐう然ぜんの出で来き事ごと、皆みなそう捉とらえ、今なお〈武街〉に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている。


　しかし、度たび重かさなる異メ魔ギ人ドの襲しゆう来らいの真実を知る蒼は、この街が安全だとは思えない。


「だが、お前がいなくなっても、この街は危険だ。極者アダム・バルフを抱かかえ、他にも良質なエサが目め白じろ押おし。お前をメインと考えても、前ぜん菜さいとして狙ねらう可能性は充じゆう分ぶん──というか、俺なら狙う」


「……わかってる」


　それぐらい、蒼も考えている。彼なりに、考え抜ぬいて出した結論を、要に語っているのだ。


「けど、この街は守り固いだろ？　俺がいなくても、戦える奴やつはいっぱいいる。そういう意味じゃ、やっぱ安全だと思う」


「かもな」


「その、美亜姉ねぇも、さ……」


「街を出させる必要は無いだろう。四門帯刀に警けい護ごでも依い頼らいすればいい。最悪の場合は、あちらの手て筈はずで安全な場所……まあ世界中どこも危険だろうが、一時しのぎにはなる」


「……だ、な」


　最大の懸け念ねんが晴れ、蒼は微び笑しようした。


　一人だけでも守りたい、それがエゴなのはわかってる。でも、その一人を守らなくては、何の意味も無い。




[image: ]


「俺が外で暴あばれりゃ、目立つっつーか……囮おとりになると思うんだ」


「確かにな。元々本命はお前だ。うまくいけば、もう雑ざ魚こには目をくれずにお前だけを狙う可能性もある」


「……だろ？　だから……行くよ」


　決意を秘めた眼まな差ざしで、蒼は要を見た。瞳ひとみに宿やどるもう一つの決意を読み取り、要は訊きいた。


「何だ？　言いたいことがあるなら、ちゃんと言え」


「もう……単身赴ふ任にんはやめとくわ。嫁よめらしく……ついてきてくれるか？」


「嫁が余よ計けいだ」


　要は微笑した。考え方はともかく、断ことわる理由は無い。


「出る時期はお前が決めろ。だが……挨あい拶さつぐらいはしていけ。関かかわった人間に、さよならぐらいは言っておけ。姉ねえさんにも、な」


「……わかった」


　蒼は小さく頷うなずく。


　礼れい儀ぎ……というか、どうせ心配させるなら、せめて伝えることは義務だろう。


　決意したところで、昼休みは終わった。


　二人ふたりの学園生活も、もう終わりが近い。


　放課後、蒼はどこか澄すみ切った顔で職員室に向かっていた。


　夕日が窓から差し込こみ、部へ屋や全体を赤く染そめている。会え釈しやくをして部屋に入ると、美亜は座すわって書き物に励はげんでいる。


　タイミングを見み計はからって声をかけると、彼女はどこか怯おびえたように言葉を紡つむいだ。


「あ、蒼君……」


「ちょっと、話したいことあって……」


「あ、そうなの？」


　どこか落ち着かない様子で、美亜は周まわりを窺うかがう。部活の指し導どうに出た教師もいるが、やはり人目につく。


「その……大事な話？」


　蒼が頷く。そのどこか悲ひ壮そうな顔に、美亜は事の重大さを悟さとった。


「じゃあ……生徒指導室、いかない？　邪じや魔まも入らないし……」


「はい」


　蒼は素す直なおに同意し、彼女と共に人目につかない個室へ向かう。個人面談や受験時の個別指導に使うこの部屋は、整理が行き届とどいておらず、備び品ひんも散乱している狭せまい部屋だが、それでも、校内で二人きりになれる貴き重ちような場所だ。


「あ、座って……」


「いえ、すぐ済すむんで」


　美亜の勧すすめを断り、蒼は立ったまますぐ本題に移った。


「学校、辞やめます」


「え……!?」


　美亜の顔から、血の気けが引く。衝しよう撃げきに、何もいえない彼女を尻しり目めに、蒼は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。


「俺……また、前みたいに傭よう兵へいやろうかなって。一週間ぐらいしたら、街も出て行きます。退学届とどけは……ゴメンなさい、まだ、書いてなくて。あれって……事務室に出すのかな？　それとも担たん任にん？　あ～校長宛あてかな？」


　少しでも軽い話にするために、冗じよう談だんめかして言ってみる。


　でも、真まっ青さおな顔の美亜を見て、すぐに顔を引き締しめる。


「その……ちゃんと、言っとこうと思って。前は……何も言わなくて、心配かけた、から……」


「何で……？」


　ようやく現実を認にん識しきし、美亜は椅子から立ち上がった。


「何で急にそんなこと……？」


「前から考えてました」


「でも……何も辞めるだなんて……ほら、休学とかできるし、もうすぐ夏休みよ!?　別に辞めるなんて、そんな……」


　言っていて、滑こつ稽けいな自分に気づく。


　何でこんなことを言っている？


　本当は、もっと言いたいことがあるはずなのに。


　なのに核かく心しんに触ふれられないで、こんなどうでもいいことを言っている。


「もう、決めたから。変に未み練れん残したくないし……迷めい惑わくかけたくないし」


「誰だれも、そんなこと思ってない……ねえ、どうして!?　帰ってきたのに、どうしてまた……」


　泣き崩くずれそうな美亜を、蒼は寂さみしげに見つめた。ここで支ささえたり、抱だきしめたりするのが、うまいやり方なんだろうか？　でも、できない。できるわけがない。


「ごめんなさい」


「謝あやまらないでよ……」


　美亜が近づいてくる。去ろうとする自分を繫つなぎとめようと。


　彼女の手が触ふれる前に、蒼は決別を口にする。


「今まで、心配かけて……ゴメン」


「…………」


　美亜には、眼前の蒼が子供の頃ころにダブって見えた。あの頃と同じ、素す直なおで小さな少年。この街で再会してから、ようやく彼が自分と向き合っている。


「あと……今までありがとう、美亜姉ねぇ」


「待って……！」


「さよなら」


　その一言で、美亜の顔から全すべての表情が消えた。同時に、動きも止まる。


　蒼はサングラスを正しい位置に掛かけ直して、視線を隠かくす。そのまま生徒指し導どう室を出る。


「蒼君……!!」


　喪そう失しつ感に浸ひたる間も無いまま、彼を追う。


　でも、彼はもう廊ろう下かを駆かけていて、追いつけないほど距きよ離りは広がっていた。


「待って!!」


　声を荒あらげて、追いかける。


　でも、すぐに見み失うしなう。


　よく追いかけっこをした小さな背中の余よ韻いんを残したまま、彼は行ってしまった。


　多分──もう二度と会えない。


　届かない場所へ──行ってしまった。








　朱す雀ざくは、今日きようも一人で二ふた振ふりの妖よう刀とうを手に、袴はかま姿すがたで稽けい古こに励はげんでいた。


　……とはいえ部活を辞やめた独ひとり身、寂さびしく校こう舎しや裏うらで素す振ぶりの毎日だ。もっともたまに他の部活に出で稽げい古こに行くし、休日は父のツテで様々な道場を回っている。


　確かに剣けん術じゆつ部は安住の地で、場所にも相手にも事こと欠かかなかったが、いざ辞めてみると、もっと広い世界が広がっていることを知った。


　まだ蒼や要の境地に達していないだろうが、それでも一歩一歩登りつめている自覚がある。


　今はただ、目め指ざせばいい。それはある意味でとても幸せなことだ。


　七なな人とに絶望を味わわされても、自分の中の希望は消えない。ただ、昨日きのうより、一時間前より、一いつ瞬しゆん前より強くなる。今はそれでいい。


「……那斬？　何しに来た？」


　思わぬ来らい訪ほう者に、朱雀は首を傾かしげた。タオルで汗あせを拭ふきながら、何やら重おも苦くるしい顔の蒼を見る。彼がつい今し方、美亜に別れを告げたことなど、朱雀は知る由よしも無い。


「まさか……また飛ひ流りゆうとつるんでおちょくりに来たか!?　奴やつはどこにいる!?」


　慌あわてて周囲を見回すが、要はいない。だがまだ信用できないらしく、朱雀は注意深く辺あたりに気を配っている。よくよく、要にロクな思い出が無いらしい。


　そんな朱雀に、蒼の顔も少しだけ綻ほころぶ。


「お前、何笑ってる？　こっちは真しん剣けんなんだぞ？　あのキング・オブ・ドＳを甘あまく見ると痛い目見るからな!?」


「……ドーカン」


　要の恐おそろしさを知る二人ふたりは、共に腕うで組ぐみをして頷うなずき合う。


「……で、何の用だ？」


　ようやくまともな表情で朱雀が訊きくと、蒼は頭を搔かきながら切り出した。


「え～と……学校辞めるんで、一応、挨あい拶さつに」


「はあ!?　何言ってるんだお前!?」


　自分も部活をあっさり辞めた身だが、さすがに学園を辞める相手には驚おどろくらしい。やはり自分をおちょくる気かとまた警けい戒かいを始める朱雀だが、まじめな顔のままの蒼に、すぐ事実だと悟さとった。


「本気……なのか？」


「……うん」


「どうしてだ？」


「街の外で、戦おうと思って。前みたいに……傭よう兵へい暮ぐらし、かな」


　抑よく揚ようの無い口調で語る蒼。


　その裏うらで錯さく綜そうする感情を感じ取り、朱雀もまた重い顔で訊き返す。


「責任でも……感じてるのか？　一人で、奴らと戦うとでも……？」


「そんなんじゃないッスよ。要も一いつ緒しよだし」


「なら、俺も……！」


　身を乗り出す朱雀に、蒼は苦笑した。


「やめて下さいよ。センパイがこの街にいて頑がん張ばってくれなきゃ、俺、安心して行けないっしょ？」


「那斬…………」


　力無く笑う蒼に、朱雀はかける言葉が無い。


　自分は、異メ魔ギ人ドとの戦いに、これほど打ち込こんでいるだろうか？


　コイツみたいに──何かを犠ぎ牲せいにしているか？


　そんな想おもいを読み取ったのか、蒼は諭さとすように言う。


「センパイは頑張ってるよ。俺とは違ちがう。お袋ふくろさんの仇かたきとか……彼女のためとか……強くなりたいとか……俺と違って、まっすぐな理由で頑張ってる」


「……お前に言われるとこそばゆいな。それに、鈴香アイツは彼女じゃない」


　渋しぶい顔で訂てい正せいする朱雀。


　蒼は微び笑しようし、軽く手を振ふる。


「じゃ、元気で」


「ああ。お前もな……」


　そして、〝王メレフ〟と〝騎士アビル〟は別れた。


　蒼はもう次の訪問先を決めている。いないかもしれないが……校内でいるなら、あそこしかない。








　冴木は、保健室のベッドの上で携けい帯たい電話をいじっていた。


　以前は、時折七人からの指し示じが来ていた。とはいえ、たいしたことは言われていない。蒼がこの街に現れてからは、もっぱら彼の覚かく醒せいの度合いを訊きかれていた。より正確な情報を伝えるために、それとなく蒼や要に関かかわるよう促うながされてはいたが、強制はされていない。


　関わったのはあくまで自分の意志で、手助けをしたのも──琴美にほだされたからだ。それ以上の理由は無い。少しばかりかっこつけてみた、それだけのことだ。


〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もりの一いつ派ぱという感覚もさほど無く、バイトの感覚に近い。


　七人としては、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を二つ持つ極者アダム・バレフを手て駒ごまとしてキープすること、それが最も重要なことのようだった。


　無理もない……極者アダム・バレフの存在意義は、結局のところ異メ魔ギ人ドと競きそわせるため。


　朱雀と戦ったことも、結果的には単に彼をより高みに導みちびくため──七人はそう意い図としていた節ふしがある。


　まあ……もうどうでもいい。


　そう自じ己こ完結したとき、戸が開いた。見ると、蒼が入ってきた。


「あ……よかった、いた」


「……何の用～？」


「ちょっと伝えときたいことあって。あの、保健の先生は……」


「巴ともえ先生は、部活で怪け我がした子がいるとかで、救急箱片手に行っちゃった」


「そうスか……」


　冴木しかいないことに安あん堵どし、蒼は早さつ速そく用件を切り出した。


「あの……俺、学校辞めます」


「へぇ～」


　携帯電話をいじりながら、ものすごく投げやりに冴木は答えた。勝手に辞めれば？　と言いたげなオーラが漂ただよっている。


「冴木さんには……色々世話になりましたね。ありがとうございました」


　頭を下げるが、冴木は見ようともしない。


　冷れい淡たんかもしれないが、蒼にとってはむしろその方が心地ここちいい。


　──もしかして……わざと？


　そう思ったりもするが、冴木の表情からは何も読み取れない。どちらにせよ、挨あい拶さつは済すんだ。長なが居いする理由も無い。


「じゃあ、これで」


「那斬ク～ン」


「はい？」


　引き戸の前で振ふり返ると、冴木は素そっ気け無く言った。


「琴美ちゃんにも、ちゃんと言っとくんだよ？」


「……はい」


　そして、〝王〟と〝射手〟の別れは終わる。


〈武街〉に来て、要以外の人間と深く交まじわろうとしなかった蒼にとって、別れを告げるべき相手は、あと一人だけ。


　冴木の言うとおり……ちゃんと、言っておかなくては。








　もう辺あたりが暗くなった頃ころ、琴美は日用品を買いにスーパーに向かっていた。すでに私服に着き替がえ、Ｔシャツとハーフパンツという活動的な格かつ好こうだ。


　学園近くのスーパー丸まる木きへの知られざる近ちか道みちとして、区立の公園を突つっ切るルートが上げられる。夜は人ひと気けの無い場所だが、琴美はその静けさが好きだった。別に痴ち漢かんが出るという話も無いし、散歩にもちょうどいい。


　惜おしむらくは、雲行きが怪あやしいせいで、月がよく見えないこと。


　急がないと、雨が降ふる可能性が高い。多分大だい丈じよう夫ぶだろうと胸むな算ざん用ようし、琴美は傘かさを置いてきた。


　買う物は決まっているし、まあ大丈夫だろう。


　あとは、この公園を突っ切るだけ。


　そう思って、木々に囲かこまれた阿舎あずまやの横の道を通り抜ぬける。そのとき、見み慣なれた人ひと影かげが、阿舎のベンチに腰こし掛かけていることに気づいた。


「あれ……那斬君!?」


「あ……月島」


　座すわっていたのは、蒼だった。こちらも私服に着替え、いつもの黒のボンデージタイプのストラップシャツにベルトパンツ姿、そして例の如ごとく〝正まさ宗むね〟を携たずさえている。


「どうして、こんなとこいるの？」


「あ～散歩、かな」


　厳げん密みつに言うと、去る前に多少は街の風景を目に焼き付けておこうか……そう思って街中をぶらぶら歩いていた。小休止のつもりでこの公園を訪おとずれ、今ベンチに腰掛けている。


「そうなんだ……」


「うん。あ、月島、今ちょっと時間ある？　話したいことあるんだけど……」


「え……う、うん、いいよ……」


　買い物のことなどすっかり忘れ去り、琴美は蒼の横に腰掛ける。ピッタリくっつくのではなく、ちょうど一人分スペースを空あけて座るのが彼女らしい。


「で……話って……何？」


　夜の公園で二人ふたりきり……別に何があるわけでもないだろうが、声は上うわずってしまう。対照的に、蒼は感情を殺した静かな声で告げる。


「俺、学校辞めるんだ」


　琴美の顔から、血の気けが引く。言葉の意味を受け止めきれず、彼女の思考はしばし止まった。


「また傭兵バイト始めて、街の外で戦おうかなって。月島には色々世話になったから、ちゃんと言っておこうと思って」


　そう言って蒼は立ち上がり、琴美に視線を落とす。元々小こ柄がらな同級生は、いつもより小さく見える。肩かたを震ふるわせているが、俯うつむいているために表情はわからない。それが蒼にとっては救いだ。


「今まで、色々ありがと」


「…………」


「元気でな。じゃあ……行くから」


　蒼は阿舎あずまやから出た。屋根が失われ、夜の闇やみが直接降ふり注そそぐ。雲のせいで星も月も無く、彼の道を照てらすのは、頭上の儚はかない街がい灯とうだけ。


　それが行く末を暗示しているようにも思え、蒼は苦笑しながら歩を進める。


　その背の布地を、小さくて柔やわらかい手が摑つかんだ。


「待って……」


　夜の静せい寂じやくに[image: ]のみ込こまれそうな儚い言葉を、蒼は聞こえないふりをした。そのまま行こうとするが、琴美の手はより強く彼の背を摑む。


「行か、ないで……」


「もう、決めたからさ」


　最初に別れを告げた美亜と、琴美がかぶる。彼女も、こうして引き止めたかったのだろうか？　だったら、もっと足早に去ればよかった。小さな手を振ふり払はらえるほど、冷れい徹てつにはなれない。


「俺はこの街にいない方がいい。外で戦えば、迷めい惑わくもかからない。だから、さ……」


「イヤ…………」


　駄だ々だっ子のように、首を振る琴美。


　蒼は後ろ髪がみを引かれながらも、諭さとすように言う。


「すぐ忘れるよ、俺のことなんて。皆みんな忘れる。それでいい」


「できないよ、そんな……皆が忘れても、私は忘れられないよ……!!」


　声に嗚お咽えつが交まじる。


「何でだよ……!?」


　蒼は顔を歪ゆがめながら問う。そして、すぐに問うたことを後こう悔かいした。


「好きだから」


　琴美は顔を上げて、まっすぐ蒼を見る。たとえ彼が振り向いてくれなくても、その背中をまっすぐ見つめる。


「那斬君が……好き、だから……」


　蒼の体が、一いつ瞬しゆん震ふるえる。


　何を言っていいのか、わからない。曖あい昧まいな態度で濁にごしたり、ごまかしたりして、そのまま去ればいいのかもしれない。


　どうせ街を出る身だ、とにかくこの場を切り抜ぬければ、それで全すべて終わるはず。


　でも、できなかった。


　さっきの告白は、多分彼女の人生で、一番勇気のいる言葉だっただろう。蒼が内に秘める想おもいを感じ取ったうえで、それでも口に出した。


　それがわかるから、痛いぐらいわかるから、蒼は向き合うしかない。


「私……昔から、どこにも居い場ば所しよ無かった。お兄にいちゃんも、お姉ねえちゃんも、お父とうさんも……皆強くて、戦ってて……なのに、私だけ戦えない。人を殴なぐれない。〈武こ街こ〉に来たら……何か変わると思ってた。でも、何も変わらない。私は落ちこぼれで、足手まといで……いない方がよかった」


「……そんなことない、だろ。戦わないのが一番だって、誰だれでも知ってる。月島は……」


「そう言ってくれたのは、那斬君だけ」


　背中を摑つかむ手は、両手になった。そして、琴美の額ひたいが背に当たる。


「だから、私……うれしくて……それで……!!」


「ダメなんだ。俺には……そんな資格無いよ」


　突つき放すように蒼が言う。でも、琴美はその手を離はなさない。


「何で……？　先生が、先生が好きだから!?」


「違ちがう……」


「じゃあ、どうして!?」


　蒼は唇くちびるを嚙かみ締しめ、目を閉じる。何が一番いい方法なのかわからない。でも、琴美の問いかけから、逃にげたくなかった。自分を好きだと言ってくれた少女に、不ふ誠せい実じつなことをしたくなかった。




[image: ]


　だから、開ける。


　閉ざしていた過去の扉とびらを。


　要しか知らない、忌いまわしい過去の扉を。


「この前の墓はか参まいり……覚おぼえてる？」


「うん…………」


　琴美が頷うなずく。あの十じゆう字じ架かが蒼の深しん奥おうに眠ねむる何かだということは、感じ取っていた。


　だからわかる──語られるのは、彼の過去。


「あれ……母かあさんの墓なんだ」


「お母、さん……？」


「そう」


　蒼の顔から表情が消える。思い出すたびに胸むねが灼やかれ、心が闇やみに[image: ]のみ込こまれていく。


「でも、遺い体たいは埋うまってない。どこにあるのかわからない。俺が勝手に作った」


「お母さんは……何で、亡なくなったの？」


　琴美の言葉は、核かく心しんを突つく。


　蒼はまだ語らない。もう少しだけ、時間がいる。


　かわりに、琴美が謎なぞを埋めていく。


「異メ魔ギ人ド……異メ魔ギ人ドに殺されたの!?」


「違ちがう…………」


　震ふるえる声で、蒼は首を振ふった。その怯おびえるような身み振ぶりに、琴美は無自覚に彼の最もつとも脆もろい部分に踏ふみ込んだことを後こう悔かいした。


　でも、聞きたい。


　蒼の心情を表すように、雨がパラついてきた。じきに本格的な雨になるだろう。でも二人ふたりは動かない。


　そして、蒼の震える唇くちびるが言葉を紡つむぐ。


「殺した」


「え……？」


　予期せぬ言葉に、琴美が首を傾かしげる。聞き間ま違ちがいかと思って、もう一度聞こうとした。その前に、蒼がはっきりと告げた。





「俺が殺した」





　雨が、激しさを増ましてきた。夜空が泣いている。


　立ち尽つくす二人を、雨あめ粒つぶが叩たたいていく。


　それは、蒼の過去に対する罰ばつ──いや、こんなもので償つぐなえるわけもない。


　かといって、許しの雨でもない。


　こんなことで、少年の罪つみを洗い流せるわけがない。


　それでも雨は降ふり続いていた。








「雨か」


　要は、居い間まの窓まどから外を見ていた。天気予報は外はずれらしい。早めに洗せん濯たく物を取り込んでおいて正解だった。


　カーテンを閉め直して外の光景と隔かく絶ぜつし、要はこれからすべきことを思い返した。宿題も、予習も済すんだ。日課のトレーニングもこなした。食事も摂とった。


　完全な自由時間だが、どうせ潰つぶれる。そんな予感がしていた。


　濃のう紺こんのシャツとスラックスといういつ外に出てもいい格かつ好こうなのも、そのためだ。


　そして、チャイムが鳴った。


　無用のセールスを除のぞけば、自分を訪たずねる者など一人だけ。


　だが蒼ではない気がしていた。


　そうなると、可能性は──まがりなりにも住所を知る、姉と呼よぶ女性だけ。


「入りなよ」


　無感情に言い、要は美亜を迎むかえいれた。幽ゆう鬼きのようにやつれた彼女は、小さく頷うなずいて弟の家に入った。


　居い間まに通され、座ざ卓たくの前に座すわる。考えてみれば、要の家を訪おとずれたのは初めてだ。同じ街に住んでいるのに、お互たがい別居していることにまったく疑問が無い。それほど、つながりのない姉弟きようだい。二人ふたりを繫つなぐのは、蒼だけ。蒼がいたから、姉と弟であり、家族だった。


「どうぞ」


　要は美亜の向かいに座り、事務的にお茶を勧すすめる。家に入れた以上、応接はする。しかし、美亜はそんなこと望んでいない。ただ、一つのことを訊ききたいだけ。


「蒼君が……学校辞やめるって。この街からも出てくって……」


「知ってる」


　要は平然と答えた。


　美亜の顔に、敵意が浮うかぶ。もちろん、要が知っていることは予想していた。当たり前だ、蒼が言わないはずはない。


「俺も出てくよ。退学の手続きが面めん倒どうだから、学がく籍せきは残しておく」


「じゃあ、何で蒼君は……」


「アイツなりに、ケジメなんだろ。もう会わない、的な」


「…………！」


　顔色を変える美亜を気にせず、要は静かに自分の分のお茶を啜すすっている。姉の気持ちなど、歯し牙がにもかけていない。


「何でそんなこと……せっかく、また会えたのに……」


「いいだろ別に？　高校は義務教育じゃないんだし、金払はらう以上、辞める権利もあるはずだ。特とく待たい生せいだから、学費はほとんどタダみたいなもんだが、他の費用はちゃんと傭よう兵へい時代の収入で払ってる。誰だれに遠えん慮りよする必要も無い。アイツなりに考えたんだ、もう子供じゃない、尊そん重ちようしてやれよ」


「でも…………」


「重要なのは、そこか？」


　見み透すかしたように言われ、美亜の顔が強こわ張ばる。


「別に、退学なんざどーでもいいんだろ？　重要なのは、アイツが街から出ること。またいなくなることだろ？」


「そうよ……決まってるじゃない……」


　うわ言のように美亜は言った。もう、壊こわれかけている。


　そんな姉を前にしても、要はいつもと変わらない。いや、もっと冷れい淡たんだ。


「何で、そんなにアイツにこだわる？」


「何でって……家族なのよ？　ずっと一いつ緒しよに暮くらしてて、弟みたいで……」


「別にアイツはそう思ってないかもしれない」


　あっさり美亜の拠より所を否定し、またお茶を啜る。


　美亜の中で、思い出が音を立てて崩くずれ落ちていく。あれは──全すべて幻げん想そう!?


「姉ねえさんは、ただ心の通った家族がほしかった。誰でもいい、別に蒼じゃなくてもよかった」


「違ちがう……」


　自分に言い聞かせるように、首を振ふる。だが要は追つい及きゆうの手を緩ゆるめない。


「違わないね。姉さんはただ、都つ合ごうのいい家族がほしかった。ただ、慕したってくれる弟がほしかった。無理もないな、親に捨すてられて、あんな家に引き取られて。同情はしないが、理解はできる」


「違う……！」


「けど蒼は、別に姉さんのことなんて、たいして大事に思ってないんじゃないか？　だから何も言わず消えた。俺だけに話して、俺だけに頼たよってな」


　もう、美亜は否定の言葉すら言えなかった。


　ただ首を振って要の言葉を拒きよ絶ぜつするだけ。


「いいかげん気づけよ。そして、アイツを解放してやれ」


　要は立ち上がり、台所へ向かう。お茶を飲み終えたので、また新たに煎いれ直す気だ。


「前にも言ったろ、姉さんはいらない。これは俺達だけの戦いだ」


「違うわよ!!」


　美亜は立ち上がり、要を壁かべに向かって突つき飛ばした。そのまま彼に詰つめ寄り、胸を叩たたく。何度も何度も、子供みたいにただ叩き続ける。


「何よ……あなたに何がわかるのよ!?　いつでも余よ裕ゆうぶって、いつでも何でも知ってるって顔して、あなたが蒼君の全部を知ってるとでも!?」


「違うのか？」


　唇くちびるの端はしを吊つり上げ、嘲あざけるように要は言う。


　美亜は唇を嚙かみ締しめ、まっすぐ彼を見つめてまたその胸を拳こぶしで叩く。


「そうよ……私はあなたの知らない彼を知ってる！　彼はいつだって笑って、いつだって傍そばにいてくれた……なのに、何であなたなのよ!?　勝手にいなくなって、勝手に帰ってきて……そして、また勝手にいなくなって……なのに、何であなたには全部話すの!?　どうして私じゃないの!?」


　うなだれた顔から、幾いく筋すじも涙なみだがこぼれ、床ゆかを濡ぬらす。要の胸を叩く拳も、力が弱まってきた。


「知るかよ」


　相変わらず要は容よう赦しやなく、揺ゆるがない。


　でも、もう美亜は負けない。


「何でいつもあなたなの……!?　どうして私に言ってくれないの!?　どうして……どうして……!?　私の方が、私の方が……ずっと彼のこと好き……」


　口に出してから、はっと美亜は両手で口元を押おさえる。


　こぼれた言葉に、意識していなかった本心に、自分自身が驚おどろく。


　怯おびえるように震ふるえる足取りで要から後じさり、同時に彼を見る。


　こちらを見る要の目は、やさしかった。


　多分、弟が自分に対して初めて向ける視線。


「わ、私…………」


「やっと言ったな」


　美亜のせいで乱れた衣服を直しながら、要はしみじみ言う。


　本当に、手の焼ける姉だ。


　思えば長かった。その言葉を言わせるにしても、蒼の過去を知ってからでは意味が無い。蒼の過去を話せば、姉も本心を吐と露ろするかもしれない。


　だが知ってしまってから言っても、蒼はきっとただの同情だと退しりぞける。


　自分の存在が重おも荷ににならないように、彼女の人生の負ふ担たんにならないように、偽いつわりの愛情だと切り捨すてて、永遠に姿すがたを消すだろう。


　だから──何も言わなかった。


　全すべてを知る前に、言わせなくてはならなかった。


　そうしなければ、蒼を救えない。


「……ガキの頃ころからショタコンの気けがあるとは思っていたが、やっぱ本物だったな。何だ、ちっぽけな世せ間けん体ていだの、プライドだので自分を偽ってたとか？」


「だって……」


　ペタン、と美亜はその場に座すわり込こむ。


「だって……私、七つも年上だし……今は、教師、だし……」


「どうでもいいだろ、そんなの。少なくとも、蒼はそう思ってる」


　美亜は、縋すがるように要を見上げた。


　要はにくらしいぐらいに冷静だ。まるで、全て予想していたように。


　いつもなら怒いかりがこみあげてくるが、今はどうでもいい。


　やっと、気づいた。


　要にも、琴美にも──抱いだいていたのは、嫉しつ妬と。


　自分より蒼の近くにいた彼らに、彼と親しい彼らに、ただ嫉妬してた。でも、認めたくなかった。


　姉だから。


　教師だから。


　ただ、彼が心配なだけだから。


　でも、全部噓うそ。


　本当は、ただ……彼が好きだから。醜みにくく嫉妬してただけ。


「私…………！」


　自分の醜さと身勝手さに直面し、涙なみだが零こぼれる。本当は、ただ蒼に話してもらいたかった。ただ、昔みたいに傍そばにいてほしかった。


「別に、アイツは姉ねえさんが嫌きらいなわけじゃないさ。ただ……ちょっとひっかかってるだけだ」


「どういう……こと？」


　涙を拭ぬぐい、美亜は顔を上げた。


　とても年上とは思えない幼おさなく縋すがるような顔に苦笑しつつ、要は胸の奥おくで鍵かぎをかけていた秘密に触ふれる。もう、しまっておく必要は無い。


「アイツは──」








「……噓、だよね、そんなの？」


「本当だよ。俺は、母かあさんを殺した」


　淀よどみなく蒼は言う。だが、琴美が受け入れられるはずもない。首を振ふりながら、彼女は否定し続ける。


「噓だよ……那斬君がそんなこと、できるはずない……！」


「あの日、〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が開いて、異メ魔ギ人ドが来た」


　蒼は構かまわずに、ただ事実を話していく。背中に琴美の存在を感じていても、目に映うつるのは、遠くすぎさった日の光景。


「町の人は、次々に喰くわれてった。俺と母さんは、たまたま出現場所から離はなれてたから、助かってた。でも……アイツが近づいてきた」


　蒼が目を閉じる。忘れたくても忘れられないその姿は、群むれの頂点に君くん臨りんする〝将アエリア〟。しかも──


「上級レリウーリアだった」


「上、級……いたんだ、本当に……」


「アイツは、別に俺達を喰おうとしなかった。興きよう味みなかったんだろうな、女と子供。近づいたけど、すぐに向こうに行った。でも……」


　でも──〝魔テ合フいム〟の残ざん滓しは残った。


　幼い蒼自身も脳のうを灼やく苦痛に悶もだえたが、母の方が影えい響きようはひどかった。


「〝魔テ合フいム〟は、異メ魔ギ人ドが強ければ強いほど、人を苦しめる。動きを止めるとか、戦えなくするだけじゃなくて、精神も壊こわす。知ってるよな、月島も？」


　琴美は頷うなずく。授業で習ならう以前に、小学生でも知っている一いつ般ぱん常じよう識しき。


　けれど、上級の〝魔テ合フいム〟を実際に体感した者はそうはいまい。いてもまず死んでいる。蒼はその稀け有うな例外だった。


「〝魔テ合フいム〟に侵おかされた母さんは……俺を殺そうとした」


「…………！」


　受け入れられなかった蒼の過去が、今琴美の中で現実の色しき彩さいを帯おび始めた。


　あの日、母親は自じ我がを失い、混こん濁だくした精神のまま息子むすこを手にかけようとした。柔やわらかくか細い首に手を巻まき、絞しめ殺そうとした。


「そのとき、俺に真あ紅かい斬せ閃んが初めて観みえた。月島も……知ってるよな？」


　そう……琴美は知っている。


　かつて蒼が、四門帯刀の私兵の銃じゆう弾だん全すべてを虚こ空くうに留とめ置いたとき。


　その斬せ閃んは実体化し、琴美に真しん紅くの姿を焼きつけた。


　つい先日も、〝魔テ合フいム〟で意識が混濁する最さ中なか、蒼が異メ魔ギ人ドを屠ほふる光景を目にし、その鮮せん烈れつな真紅を目にした。


「そして……俺は、そのときナイフを握にぎってた」


「あ…………」


　幼い少年が手にしていたのは、ゴミ捨すて場で拾ひろった無ぶ骨こつな軍用ナイフ。


　異メ魔ギ人ド襲しゆう来らいにより緩かん和わされた銃じゆう刀とう法ほうは、幼い少年にも武器を手にするチャンスを与あたえたらしい。


　子供が手にするにはあまりに危険な凶きよう器き。


　けれど、母を守りたかった。異メ魔ギ人ドが来たら、これでやっつける。


　純じゆん粋すいにそう思い、異メ魔ギ人ドの襲来と同時に家から持ち出した。


　なのに、本来の相手には振ふるわれず、それは──


「あのとき……母さんの首に斬せ閃んが見えた……」


「…………！」


「なぞらなきゃ、って思った。そうすれば、助かる。そうすれば、終わる。自分の力はよくわからなかったけど、それだけはわかった。それしか、頭に無かった。そして斬せ閃んを引くことで、母さんの動きが一いつ瞬しゆん停とまった。だから、俺、そのとおりに……」


　蒼が震ふるえながら自分自身を抱だきしめる。


　思い出したくない、忌いむべき記き憶おく。死の恐きよう怖ふの果てに目め醒ざめた〝神エ理クのス欠ト片ラ〟で、最初に斬きったのは母。その死への最短距離を見み斬きったのは、母。


〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン──悲劇の扉とびらが開いた。


「いいよ、もういいよ那斬君！」


　琴美は必死で止める。でも、蒼は続けた。


「殺す気なんて……なかった。ただ、あんな母さん見たくなくて……あんなことになるなんて思わなかった……！」


「悪くない、那斬君は悪くないよ！　だって、お母さんは……」


「母さんは、俺を殺す気なんてなかった……」


　蒼は唇くちびるを嚙かみ締しめる。


　首を裂さかれ、倒たおれる母は、その一瞬正気に返った。幼おさない息子むすこの顔を包み込こみ、すまなそうに言った。


　──ごめん、ね。怖こわい思い、させて。


　いつものやさしい笑え顔がおだった。


　長い黒くろ髪かみで、自分と同じ蒼そう茫ぼうの眼まな差ざしで、穏おだやかで美しい顔で──そう言った。


　そして、死んだ。


　息子の刃やいばに喉のどを裂かれ、崩くずれ落ちた。


　少年は絶ぜつ叫きようした。けして還かえらぬと知りつつも、母の名を呼びながら。


「俺が……殺した。こんな力、何の役にも立たない。誰だれも救えなかった、一番大事な人、守るどころか殺したんだよ……俺は！」


　己おのれの異い能のうを否定し続けるのは、全すべてそのため。


　属性〝王メレフ〟!?


〝真紅の斬閃デツドライン〟!?


　くだらない、人殺しのための腐くさった力。


「でも、那斬君は悪くないよ！　全部、全部異メ魔ギ人ドのせいだよ！　そうしなきゃ、那斬君が死んでたかもしれない……那斬君だって、きっと〝魔テ合フいム〟のせいで混乱してたんでしょ!?」


「どんな理由でも、俺が殺したことに変わりないよ。それに……俺が殺されてれば、母さんは助かったかもしれない」


「それは…………」


「もし〝魔テ合フいム〟の後こう遺い症しようが残っても、ちゃんと治ち療りようを受ければ元に戻もどることがほとんどだ。俺が素す直なおに殺されてたら、母さんは死ななかったかもしれない」


　悔くやんでも悔やみきれない後こう悔かい。


　何な故ぜ、何故自分はあのとき斬せ閃んをなぞった!?


「そうかもしれないけど……でも、お母さんだって、那斬君に助かってもらいたかったよ、きっと……！」


「俺は、俺が死んでも母さんが助かればよかったよ」


「…………」


「物心ついたとき、父親はいなかった。母さんが俺の全すべてで、母さんがいればよかった。なのに、俺は自分で殺した」


　達たつ観かんしきった言葉に、琴美は自分の無知を悟さとった。


　同時に、かつての要の言葉が甦よみがえる。


　蒼の過去を知れば──ほっとけなくなる。抱だきしめたくなる。その通りだ。でも、彼はそんなこと望んでない。むしろ罰ばつせられることを望んでいる。


　琴美が彼を許しても、彼は永遠に自分自身を許さない。


　法律も、蒼の責任を問わないだろう。世間がその事実を知っても、きっと琴美のように彼を責せめない。だから、自分で責めるしかない。


「母さんを殺した後、病院に入院した。でも、すぐに脱ぬけ出して、街に戻った。そして、山に入った。母さんを捜さがしに。でもわかってた……どこにもいるはずないって。当たり前だよな、俺が殺したんだから」


「もう……いいよ」


　すすり泣きのような制止にも耳を貸かさず、蒼はただ雨に打たれながら罪つみを吐はく。


「歩いて……洞どう窟くつに入って……そしたら、コイツに会った」


　蒼が、〝正まさ宗むね〟を強く握にぎる。それが愛あい刀とうとの出で会あい。全てを失った少年に、唯ゆい一いつ与あたえられたもの。


　あの日、〝正宗〟は封ほう刀とうの名にふさわしく、全身を鎖くさりに巻かれ、洞どう窟くつの奥深くに鎮ちん座ざしていた。歴代の〝剣つるぎ守もり〟に守られ、数多あまたの剣けん豪ごうの記き憶おくを喰くらった刀かたなは、ようやく本来の持ち主と邂かい逅こうを果たしたのだ。


「……最初は、これで母さんみたいに首斬きれば死ねるかな、とか思ってた。けど、握にぎった瞬しゆん間かん、声が聞こえた」


　──待っていた。


　そう〝正宗〟は告げた。


　柄つかに触ふれた数多の剣けん豪ごうは、皆みな真の持ち主に辿たどり着くための通過点にすぎなかった。


　ここで待ち続けたのは、全てはこの少年に──蒼に出会うため。


　温あたたかくて包み込こむような声に、少年は涙なみだした。母を殺した自分に、何な故ぜそんなことを言ってくれるのか、理解できなかった。そして声はさらに言う。


　──生きろ。


　主あるじたる少年の心に宿やどる深い悲しみを見み抜ぬいたのか、〝正宗〟はそう言った。


　そして、彼は〝正宗〟を手にした。


　罪つみ深き身と知りつつも、その刀を手にした。


「そしたらさ、要が来た」


「飛流君……が？」


「そう」


〝正宗〟との出会いは、同時に友との出会い。


　張り詰つめていた蒼の顔がほんの少しだけ綻ほころび、ようやく思い出から悲しみが消えつつある。


「アイツ……いきなり殺す気で喧けん嘩か売ってきやがった。ホント、死ぬかと思ったし、別に死んでもいいと思ったけど、コイツがうるさいから、それもできなくてさ」


　苦笑しながら、蒼は〝正宗〟を顔に近づけた。


　始まりは、これから。


　要とも──美亜とも。


「……要と戦やり合って……ギリギリで勝って……話、して……家に連れてかれた。そして……美亜姉ねぇがいた」


　蒼の言葉の持つ、隠かくしきれない喜びの響ひびきに、琴美の胸が痛む。


　きっと、そのときから彼の恋こいは始まっていた。


「抱だきしめて……くれた。眠ねむれるようになって、あのときの夢も、見なくなった。いつの間にか一番、大事な人になってた」


　想おもいを自覚したのは、中学の三年に進級した頃ころ。


　姉代わりの女性を、いつしか一人の女性として見つめていた。


　年上の大学生──そんな月並なみな隔へだたりを意識する前に、呪のろわれた記き憶おくが脳のう裏りをよぎった。


「忘れてたんだ、俺。美亜姉ぇが好きだって気づくまで、母さん殺したこと忘れてた。楽しかったから……美亜姉ぇと要がいてくれたから、自分にとって都つ合ごうの悪い記憶を忘れて、へらへら生きてた。けど、思い出した。だから……もう傍そばにいられない」


「どうして……なの？　ちゃんと言えばいいよ」


　震ふるえる声で、琴美は言った。たとえ自分じゃなくても、蒼が幸せならいい──そんな気がする。


　でも、彼は首を振ふって否定する。


「ダメなんだ……」


「どうして……？　先生は、那斬君のこと知ったって、きっと……！」


「そういうことじゃない……怖こわいんだ、俺」


　それが、蒼の抱かかえてきた全すべて。


　要のみが知る、蒼の抱えてきた闇やみ。


「俺はさ、自分が生きるために、一番大事な人、殺したんだ……」


「それは……でも……!!」


「俺は、そういう奴やつなんだよ。だから怖い。傍にいて、大事な人間を殺すのが怖い。要はいいんだ、アイツ、殺そうとしても殺せないだろうし、逆にこっちを殺しそーな気がするし」


　蒼は、泣き笑いのような空くう虚きよな笑えみを浮うかべた。


　要が傍にいるときは、胸の奥おくで蟠わだかまる闇を意識しないでいられる。


　己おのれが殺す心配の無い友、己の罪を余よ人じんとまったく異ことなる尺しやく度どで受け入れる親と友も。


「アイツさぁ、人がこんなに悩なやんでんのに、全然気にしねーの。母親殺した？　で？……みたいな。俺ならためらわず殺やるけど、それが何か問題でも？　とか真顔で言うし。笑え顔がおで、何くだらねーことほざいてんだ人殺し、とか言うし。ホント……マジありえねーっつの」


　琴美は、ようやくかつての要の言葉の意味を悟さとった。


　要だけは、本当に、心の底から蒼の母親殺しを気にしないでいられる。だから、蒼も彼の前でだけは、全てを曝さらけ出せる。


　けれど……ただ自分の罪を否定する人間の前では、逆につらいだけ。


　どんな慰なぐさめの言葉も、彼の苦く悩のうを増ますだけ。彼が自分自身を許さないことは、もう決まっていること。


「だからさ……ダメなんだ、俺。愛とか恋こいとか……そういうの……ダメなんだよ」


　蒼が一歩前へ踏ふみ出す。


　もう、琴美は手を離はなしていた。自分のやったことは、ただ彼の心を抉えぐっただけ。それがわかるから、もう何も言えない。


「本当は、すぐ死んで、向こうで母かあさんに謝あやまった方がいいんだろうけど」


　自じ嘲ちよう気味に笑い、蒼は振ふり向いた。雨に濡ぬれるそのやるせない笑顔に、琴美の胸は極限まで締しめつけられた。


「でも……決めたんだ、できるだけ異メ魔ギ人ドを斃たおして、美亜姉ぇが無ぶ事じでいられるように、〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟を滅ほろぼすって。それ、俺しかできないらしいから。ぜ～んぶ俺のワガママ。要は、ただつきあってくれてるだけだよ」


　再び蒼が前を向く。


　それは、完全なる決別。


　もう、何も言わない。


　琴美も何も言えない。頰ほおから滴したたる涙なみだは、雨と同化して顔を濡らす。


　やがて、彼女は走り去った。胸に渦うず巻まく感情を飲み込こんで、いくら拭ぬぐっても拭いきれない涙と共に、走り去った。


　残された蒼は、ただ雨に打たれる。


　ますます激しさを増す雨に、ただ打たれ続ける。


　その程度の罰ばつなど、欺ぎ瞞まんにすぎないのに、そうすることしかできない。


　雨で滲にじむ視界に映るのは、ただ絶望だけ。


　やがて、視界に一ひと握にぎりの光が差し込む。


　いつの間にか、眼前に要がいた。こちらはちゃんと黒い傘かさを差し、雨あめ粒つぶを避さけている。


「かな……め」


　茫ぼう洋ようと呟つぶやく。どんなときも、彼だけはこうして傍そばにいる。いてくれる。


「さっき、道で月島とすれ違ちがったぞ。何か顔クシャクシャだったが、振ったのか？」


「ああ……」


　力なく、頷うなずく。


「やっぱり、本命は変わらないか？」


「…………」


　蒼は答えない。要にさえ、美亜が好きだと言ったことはない。ただ、要は感じ取っている。だからこそ、理由を問わずに〝剣守り〟の役目を果たしてきた。


「何で……月島は俺なんかのこと好きになったんだろうな」


「さあな」


「何で、俺なんか……」


　うなだれる蒼に、要はそっと問いかける。


「そんなお前じゃないと、ダメな女がいたらどうする？」


「あ…………？」


「ヘタレでも、母親殺しでも、女一人うまく振れなくても……どうでもいいっていう、年上のダメ女がいたら、どうする？」


「お前……!!」


　蒼は血けつ相そうを変えて要の襟えり元もとを摑つかむ。けして明かしてほしくない人に、明かしたのか!?


「話したのか……美亜姉ぇに!?」


「ああ」


「何で……」


　裏うら切ぎりともとれる行動に、蒼の顔が苦しげに歪む。


　だが、要は悪びれずに、淡たん々たんと告げる。


「同情なんかじゃない」


「…………？」


「弟とか、家族とかじゃなくて、単にお前じゃないとダメなショタコン」


「………………」


「俺が全すべてを話す前に、姉ねえさんはお前が好きだと言った」


　蒼が息を[image: ]のむ。


　最初から諦あきらめていた恋こいだった。焦こがれても届とどくはずのない想おもいが──。


「けど……」


「お前はもうとっくに選んでる。どんなお題目を並べても、死んだ人間より生きている人間の方が大事だとな。だから戦ってる。そして、その生きてる人間がお前を必要としてる」


「でも…………」


「お前の気持ちとか、御ご託たくとか、過去とか、全部わかったうえで、それでも一いつ緒しよにいたい、いてほしい。お前じゃなきゃダメ、お前がいないと幸せになれない。そう言われても、まだいなくなれるか？」


　要のまっすぐな問いかけに、蒼は顔を背そむけた。


　うれしい、でも──


「俺は……!!」


「殺せないね」


　嘲あざけるように、要が言う。誰だれよりもわかりきったように、冷ややかに言い放つ。


「お前みたいな属性ヘタレが、姉さんを殺せるわけないだろうが。第一──お前が握にぎってるのは、もうあのときのナイフじゃない」


　愕がく然ぜんと、蒼は左手に視線を落とした。


　そこにあるのは、〝正宗〟。


　唯ゆい一いつ無む二にの愛あい刀とう。そして、刀はこう呼よびかけてくる。


　──心配するな。


「……〝正宗〟」


　自然と涙なみだが零こぼれる。ずっとそうだ。いつだって、ずっと愛刀は応こたえてくれた。


「それに俺がいる」


　要は親指で自分を指差す。そう、自分がいる。〝剣つるぎ守もり〟たる自分が。


「安心しろよ、お前が血ち迷まよったら、俺が殺してでも止めてやる」


　要の左手が、蒼の喉のど元もとを軽く摑つかみ、にっこり笑った。そのときが来たら、必ずそうすると安心させる微笑ほほえみ。


「要……!!」


「行けよ」


　要は穏おだやかな声で言った。もう、救いは差し伸のべられている。彼女しか、蒼を繫つなぎとめられない。


「お前の家で待ってる」


　蒼は頷うなずいて歩き出した。まだ、心中で様々な想おもいが渦うず巻まいている。それでも、家に向かって歩き出した。


　要は苦笑しながらそれを見み送おくり、別の方向へ踏ふみ出す。


「ホンット……手間のかかる」








　──かっこ、つけてたのかな。


　雨に打たれながら、蒼は思う。


　本当は抱だきしめたかったのに、かっこつけていたのかもしれない。


　逃にげてた、だけなのかもしれない。


　できもしないくせに、割り切ったふりをして、自じ己こ満足で刀を振ふるう。


　何だかんだ理由をつけて、この街まちにいて、素そっ気け無い態度しかとれないくせに、彼女をずっと見つめてた。


　人知れず戦って、彼女を、世界を取り巻く脅きよう威いを取り払はらって、一人で朽くちればいい──そう思っていた。だったら、再会した瞬しゆん間かん街を出ればよかった。


　でも、結局できなかった。


　本当に、属性ヘタレ以外の何者でもない。


　自じ嘲ちよう気味に笑いながら、やっと辿たどり着く。


　アパートの自室のドアの前に、美亜がいた。屋根があるから、雨はかからない。でも、その顔には、もう雨が降ふっていた。


　泣き腫はらした顔は、蒼を見た瞬間、また涙なみだに濡ぬれる。


　それを拭ぬぐいたくて、蒼は近づいた。その瞬間、抱きつかれる。


「ごめん……なさい」


「何で……謝あやまるの？」


「気づいて……あげられなくて……傍そばにいたのに、ずっと一いつ緒しよだったのに……私、私何も知らなくて……この前だって、ひどいこと言って……」


　蒼の胸に顔をうずめ、子供のように泣きじゃくる美亜。


「当然、だよ。言わなかったし、知られないように、してた、から」


　たどたどしく言う。もっとうまい言い方があるような気がするけど、うまく言葉にできない。


「忘れて、たから。美亜姉ぇといたら、楽しくて……忘れてた、から」


　彼女が忘れさせてくれた。一緒にいてくれたから、抱きしめてくれたから、そのぬくもりに甘あまえていた。だからこそ、思い出したら離はなれるしかなかった。


「行かないで……」


　蒼に抱きつく腕うでが、力を増した。


「どこにも……行かないで……」


「美亜…………」


　言いかけたとき、唇くちびるが塞ふさがれた。両腕を蒼の首に回し、美亜はもう離すまいと、必死に唇を溶とけ合わせる。


　蒼も美亜の腰こしにぎこちなく両腕を回す。すまないと思いつつ、〝正宗〟はそのまま地に落とした。


　唇を重ね合わせながら、お互たがいの体が冷え切っていることに気づく。


　でも、どうでもよかった。


　すぐに温あたたまる。互いの熱を、想おもいを共有して──温かくなれる。








　琴美は、夜の街を行くあても無く歩いていた。


　ほんの少しの時間に、色んなことがありすぎた。


　涙なみだと雨で顔はグシャグシャのまま。服もずぶぬれだ。


　破れた恋こいもつらいけれど、それ以上に蒼の過去を不用意に抉えぐってしまったことが、心を重くする。


　話してくれたのは、ちゃんと自分に向き合ってくれたからなのはわかる。そして、やはり彼の気持ちが最初から美亜に向いていたことも、思い知った。


　だから──つらい。


　やっぱり──つらい。


「何悲劇のヒロイン演じてんだ、タコ」


　容よう赦しやない言葉に立ち止まって振ふり返ると、要が立っていた。あきれたようにこちらを見るその顔からは、真意は窺うかがえない。


「飛流、君……何で？」


「様子見に。意外に芯しんが強そうだから、自殺ってことはないだろうが、風か邪ぜでもひかれて寝ね込こまれたら、また話がややこしくなる。とっとと家帰って風ふ呂ろ入って、髪かみ乾かわかしてから寝ろ」


　母親みたいな口ぶりに、琴美は思わず笑ってしまう。


　でも、自分に構かまうよりも、彼には蒼の傍そばにいてほしい。


「あの、飛流君……私のことは、いいから……その、那斬君のとこに」


「今そんなことしたら、アイツらに生しよう涯がい恨うらまれそうだ」


「え……？」


「愛だの恋こいだのはよくわからんが、野や暮ぼって言葉の意味はわかる。心配しなくても、アイツを温めてくれる奴やつは、ちゃんといるさ」


　要の言葉に、琴美は今度こそ自分の恋の終わりを感じ取った。


　寂さびしいし、泣きたい──でも、多分それでいい。


「那斬君と先生……うまく、いったんだ……」


「らしいな。まあ、俺としては姉ねえさんだろうが、お前だろうが、蒼がよければどっちでもいいんだが」


　ぶっきらぼうな口調だが、そこに秘められたやさしさを、琴美は感じ取った。


「……ありが、とう」


「礼を言われる覚おぼえはない」


「そう……だね。でも、やっぱり十年は、ずるいよ。勝てっこ、ないもん……」


「まったくだ。無む駄だな恋したもんだな。もっとも、そのおかげでようやく姉さんが素す直なおになった気もするが」


「……当て馬、だね。私……」


「そうだな。まあ、いい働きしたんじゃないか？」


　最悪のほめ言葉に、琴美は笑った。何かもう笑うしかない。


「とっとと割り切って次の男探さがせ。次はショタコンが近くにいない、ヘタレ以外の男をな」


　どう考えても失しつ恋れん直後の女性に言うセリフではないが、琴美はまた笑えみを浮うかべた。空から元気かもしれないが、無いよりマシだろう。


「傘かさぐらい差せよ」


　そう言って、要は自分が差していた黒い傘を差し出す。要が予備の傘を持っている様子は無いから、受け取れば当然彼が濡ぬれる。


「いいよ、もう濡れちゃったし……」


「さっきも言っただろ、お前が風邪をひく方が困こまる。それに、お前と相あい合あい傘がさをするより、千倍マシだ」


　相変わらず憎にくまれ口を叩たたきながら、要は押おしつける形で琴美に傘の柄えを握にぎらせる。


「まっすぐ帰れよ」


「うん…………」


　小さく頷うなずき、琴美は家いえ路じについた。要はそれを見送り、雨に打たれながら逆方向へ歩き出す。


　一歩踏ふみ出したとき、眼前に綾あや姫ひめが赤い傘を差して、立っていた。


　まだ制服姿をしているところから察するに、学園に残って個人練習でもしていたらしい。遅おそめの帰宅中といったところか。


　要は興きよう味みを示さず、彼女の横をすり抜ぬけていく。


「……あの娘こには、ずいぶんやさしいのね」


　綾姫の言葉には、棘とげがある。琴美とのやりとりを見ていたらしい。要は構かまわず夜の街を行く。その背中に、悲ひ痛つうな声がかかる。


「待ってよ……何で、あの娘こにはやさしいの？」


　恋する者だけが放てる切せつ実じつな問いを、要は冷たく弾はじき返す。


「アイツを好きになってくれたから」


　揺ゆるぎない真実に、綾姫は顔を強こわ張ばらせる。アイツが誰だれのことかは、すぐにわかった。


「そんなに……那斬蒼が大事？　私と……どっちが大事？」


「比くらべること自体がおこがましい。昨日きのう今日きよう俺を知ったくせに、くだらんことを訊きくな」


　確かに、そうなのかもしれない。


　でも、恋するのに時間は関係ないだろう。


　綾姫は、それ以上何も言えずに夜の街に溶とけ込こむ要を見送る。


　一つの恋が実みのっても、また新たな恋が明めい滅めつする。


〈武ぶ街がい〉の夜はなおも深く、男女を[image: ]のみ込む。




　第六章　極者アダム・バルフ集結







　目を覚さますと、蒼あおいはまず〝正まさ宗むね〟を捜さがした。基本的に抱だきしめて眠ねむるが、昨日きのうは他のもので体が塞ふさがっていたので、愛あい刀とうはベッドの脇わきに置いてある。手で辺あたりを探さぐると、ちゃんとあった。左手に伝わる感かん触しよくは、いつもより冷たい。まだ雨に打たれていた温度のままの気がする。


「……悪かった」


　思えば、昨日はずいぶん粗そ末まつに扱あつかった。その美び麗れいな刃はは乱雑に扱ったところで錆さびはしないが、そういう問題ではない。


「あとで、ちゃんとキレイにするから」


　入念な手入れを誓ちかい、右手でベッドの端はしに置いたサングラスを摑つかみ、いつものようにかける。サングラスの隣となりにある目覚まし時ど計けいを見ると、いつも起きる時間よりかなり早い。熟じゆく睡すいしたせいか、早く目が覚めたようだ。


　まだボーッとしつつ、自分の体に目をやる。半はん裸らだが、まあ下はちゃんと穿はいてるからいいだろう。


　あれ、何で上脱ぬいでるんだっけ？


「あ…………」


　ようやく、一番大事なことに気づいて、自分の隣となりを見る。


　誰だれもいない。


　なのに、ぬくもりと人一人が寝ねていたであろう痕こん跡せきは、ちゃんとベッドに残っている。どうやら、夢じゃなかったらしい。


　けれど、彼女はいない。


　帰ったのかと思いつつ、シャツを着て、ボサボサ頭を搔かきながら部へ屋やを見み回まわす。


「あ、起きたの？」


　声の方を向くと、美み亜あが三た和た土きで靴くつを脱いでいるところだった。一足先に起きた後、買い物に行っていたらしい。手にはビニール袋ぶくろを提さげている。


「も～朝ごはん作ってあげようと思ったのに、冷蔵庫空からっぽだし。コンビニしか開いてないから、買い出し大変だったのよ？」


「……ゴメン」


　何か反射的に謝あやまってしまった。美亜はそれで満足したらしく、にっこり笑って言う。


「ほら、顔洗って。ごはんにしよ？」


　蒼は頷うなずき、ほどなくして、久しぶりに差し向かいでの朝食が始まった。


　メニューはトーストとハムエッグ、そしてサラダ。


　蒼としては、朝は和食派はなのだが、贅ぜい沢たくは言わない。黙もく々もくと食事をこなし、美亜の買ってきた缶かんコーヒーで最後を締しめくくっている。飲み干ほしたところで、美亜がじっとこちらを見ていることに気づく。


「……何？」


「いや、こういうの久しぶりだなーっと」


　何かもう幸せオーラを振ふりまきながら言うが、蒼にはよくわからない。


　単に朝飯食ってるだけなんですけど。


　けれど、うれしいのは蒼も同じだ。


　昨夜はもっとうれしかったが、それを思い出すと、急に罪ざい悪あく感が頭をもたげてくる。


「あの……」


「何？」


「……ゴメン」


「何それ。謝るようなこと、何かしたの？」


「してない、ような、した、ような……」


　判断がつきかねていると、急に体が引っ張ぱられ、座ざ卓たくを挟はさんだまま抱だきしめられた。甘あまい声が耳元をくすぐる。


「……いいの。蒼君は何も悪くないの」


「……けど」


「いいったら、いいの！　それとも……後こう悔かい、してる？　年上の教師は……イヤ？」


「そんなことない、でも……」


「いーの。生徒を好きになったんじゃなくて、好きになった人が生徒だったの！」


「…………」


　絶対ダメな気がするが、否定する勇気は無い。それに、したくなかった。自分だって、同じことを考えている。


「最低よね、私。一番近くにいたくせに、何も知らなくて……気づかなくて……」


「…………」


「それに……先生になっちゃった。もっと、遅おそく生まれればよかったのにね」


「俺も……昔から、同じこと考えてた」


　もっと早く生まれればよかった。そうすれば、肩かたを寄せ合って歩けたかもしれない。


　でも、たとえそれが叶かなったとしても、恋こいする資格そのものが無いことを、あの日思い出した。


　一方通行の愛情ですらない、一時停止の気持ちを抱かかえたまま、ずっと戦ってた。


　ようやくまた動き出せても、現実は重くのしかかる。


「……よりによって、副ふく担たん任にんやってるクラスの生徒になっちゃった」


　申し訳わけなさそうに言うと、美亜は首を左右に振ふる。


「……いいわよ。一いつ緒しよにいられる時間が増ふえるんだから、それはそれでいい」


「…………」


「一緒にいたい。いて……くれる？」


「……うん」


「もう……どこにも行っちゃダメだからね？」


　抱きしめる腕うでに、力がこもる。昨日と同じように、蒼がどこにも行かぬよう、細腕で繫つなぎ止める。


「……はい」


「要かなめより、私のこと大事にしなきゃダメだからね？　料理なら、私が作るからね？」


「…………」
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　後半は、ちょっと悩なやんだ。三人で暮くらしていた頃ころの食事担当は要だった。理由は、もちろん腕うで前まえによる。


「返事は？」


　耳元で凄すごまれ、蒼はちょっとビクつきながら、頷うなずいた。


「…………はい」


「よろしい」


　満足げに言い、彼女は唇くちびるを重ねてきた。


　拒こばむ理由は無い。


　たまには──こんな目め覚ざめもいいだろう。





「……っていうのが、今け朝さの話だったわけで。〈武ぶ街がい〉の朝から、でした」


「何だその壮そう大だいかつ無む駄だな前フリ……俺の貴き重ちような昼休みを返せ」


　心の底から怨えん嗟さをたぎらせ、要が言う。


　昼休み、また屋おく上じようですごしていたが、開始から十五分は蒼の回想で終わった。


　何だこの無駄タイム。


「いや、まあ報告しとくべきかなと」


「興きよう味み無い。二人ふたりでよろしくやってろ」


「何だよ要っち、そこらへん気にならないっち？」


「…………ウザ」


　要はもうツッコむ気力も無く、肩かたを竦すくめて、落下防止用の金かな網あみに背を預あずける。


「……で、退学と街を出るのはやめたのか？」


「ん～保ほ留りゆう。昨日、散々言われたしな」


「挨あい拶さつした連中に、撤てつ回かいの挨拶は？」


「……したよ。朝あさ練れん中の四し門もんセンパイには、『何だそりゃ？　男に二に言ごんありって……大体貴き様さまは……』とか説教喰くらって、冴さえ木きさんには『ふ～ん』で済すまされた。冴木さんの方は楽でよかったけど、あれはあれで何か釈しやく然ぜんとしない」


「月つき島しまは？」


　最もつとも痛いところを突つかれ、蒼はリアルに心臓を押おさえて空を仰あおいだ。


「……言ったよ」


「何て言われた？」


「よかった、って。誰だれにも言わないから、安心して、って。笑え顔がおでさ。ありゃキッツイわ」


「後こう悔かいしてるのか？」


「バカ言え、それが一番失礼だろ？」


「そうだな、お前みたいな属性ヘタレには、あのショタコンがお似に合あいだ。末すえ永ながくお幸せに、ヘタレショタど腐くされバカップル」


「……あれ、おかしいな。祝しゆく福ふくされてるはずなのに、悪意しか感じないぞ？」


　じとーっと要を睨にらむが、相変わらずその表情からは何も摑つかみ取れない。


「けど、さ……そうなったらそうなったで……問題が、さ」


「教師と生徒ってか？　思えば、具合の悪い立場で再会したもんだ」


「……まあ。俺が学園辞やめりゃいいのかもしれんが、そうすると絶対泣かれる」


「だろうな。自分が辞める～とか言いそうだ」


「そうすると俺が泣き……はしないが、嫌いやだ。せっかく教師になったのにさ」


「ＭＡＸめんどくさいヘタレショタ」


　見み事ごとに二人を表現し、要は金網から離はなれた。これ以上ノロケに付き合う気はない。


「お前の力でどーにかなんない？」


「どうしろってんだ？」


「女性は十六から結けつ婚こんできるのに、男は十八。不公平かどうかは知らんが、議論の余地は無いのだろうか？」


「……スマン、あまりの飛ひ躍やくに、ツッコミが思い浮うかばない」


　茫ぼう洋ようと首を振ふる要。


　何か会話するたびに、頭が痛くなってきた。


「俺、この戦いが終わったら結婚しようかな」


「自みずから死亡フラグを立てるな。根こん本ぽん的なところも解決しないしな」


「そこは何とか知ち恵えを絞しぼれ、義ぎ弟ていよ」


　要はもう会話もままならず、左手のレザーグローブの布地を嚙かみ、外はずしかける。


　その冷ややかな顔が、不意に苦痛に歪ゆがんだ。


　蒼もまた、額ひたいを押おさえる。


　要にとっては初めて、しかし蒼にとっては既き視し感かんを覚おぼえるこの感かん触しよく。


　脳のうに自分以外の存在が介かい入にゆうし、侵しん食しよくしていく。抗あらがえない絶対的な存在が、二人に呼よびかける。





　──極者アダム・バルフに告ぐ。





「お前……！」


　蒼と要は共に呻うめく。


　間ま違ちがいない、その声──〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もり、御み塚づか七なな人と。


　そして同時じ刻こく、学園に存在する残る二人の極者アダム・バレフもまた、同じ声を聞いていた。





　教室で焼きそばパンを咥くわえていた朱す雀ざくは、パンを机つくえに落とし、頭を抱かかえる。


「な、何、どうしたのよ？」


　同級生兼けん押しかけ女によう房ぼうの影かげ山やま鈴すず香かが心配そうに肩かたを揺ゆするが、朱雀はその行こう為いを認にん識しきできない。ただ、あの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を無効化せしめる凶きよう悪あく無む比ひなる〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の持ち主が、視界を支配する。





　保健室で携けい帯たい電話をいじっていた冴木もまた、頭を押さえる。


　苛いら立だちを隠かくさず、彼はぼやく。


「言いたいことあるなら……メールに……して、よね」


　亜あ紀きが不在なのが救いだが、これでは独ひとり言を呟つぶやくアブナイ奴やつだ。


　しかし、もっと危険なのは、告げられる七人の言葉。





　──まもなく、〝地ち刃じん〟が降おり立つ。





「何……だと!?」


　屋おく上じようで蒼が呻うめき、要が眉まゆを寄せる。





「欠片かけらではなく……本体、か……？」


　因いん縁ねん浅からぬ存在に、朱雀は歯は嚙がみする。不安げに見つめる鈴香も、クラスメイトも目に入らない。ただ、自分の中に蟠わだかまる、あの忌いまわしき存在の残ざん滓しが蠢うごめき出す。





「勝手に来れば……僕には、関係無い……!!」


　拗すねたようにベッドに身を横たえ、毛もう布ふを頭から被かぶる。響ひびいてくる声を完全に受け流し、冴木はただ現実を否定する。





　──そして、我われらが主あるじ〝天剣〟も。人と異メ魔ギ人ド、栄光に輝かがやくべき生命はいずれか？　決着をつけよう。当然あちらは、上級レリウーリアを含ふくめた最強の布ふ陣じん。ゆえに、こちらから差し出すのは君達四人。





「……どういうことだ？」


　割れるような痛みをこらえながら、朱雀が訊きく。


　人と異メ魔ギ人ド──全面戦争ならば、より多くの者で覇はを競きそうべきではないか？





　──人と異メ魔ギ人ドは表ひよう裏り一体。下級エナリアはすなわち凡ぼん庸ようなる人類。中級クトニアは、すなわち達たつ人じんと呼ばれるごく限られた一ひと握にぎりの存在。そして、上級レリウーリアはまさに極者アダム・バルフと対ついを為なす存在。互たがいに異ことなる〝実〟を持つ我らは、長き時を経へて捧ささげられる供く物もつとして進化した。そのために〝天剣〟と〝地刃〟はそれぞれの人類を創つくった。





「ずいぶんと……好き勝手なこと、言ってくれるな……！」


　見えざる敵に、蒼は一人ひとり反はん攻こうの狼煙のろしを上げる。


〝王メレフ〟として、極者アダム・バルフを束たばねる者として、己おのれが立たねば始まらない。


「あまり……人を舐なめるな」


　要もまた、蒼の傍そばで呟つぶやく。このために、このときのために人じん刀とうの〝剣守り〟は存在してきたのだ。





「何な故ぜ……そんなことを、する？　人と異メ魔ギ人ド……創って、戦わせて……生き残った生命は、何を得る……？　〝天剣〟と〝地刃〟は……何を考えている？」


　一人悶もだえながら、朱雀は戦いの真実を虚こ空くうに尋たずねる。


　彼にのみ、七人はヒントを与あたえた。





　──君が、一番よくわかっているはずだ。選び出すこと、そこに意味がある。そのためだけに、僕ぼくらと異メ魔ギ人ドは創られた。いわば、品種改良された家か畜ちくだよ。





「ふざけるな……それを受け入れろとでも!?」





　──その必要は無い。人も動物に同じことをしている。極ごく上じようの家畜ほど、丹たん念ねんに育て上げ、入念に世話をする。そのことの是ぜ非ひを問う気は無い。人のエゴだとか、種差別を論じる気も無い。はっきり言えることはただ一つ、たとえその生死を握にぎられた家畜でも、内面の自由はある。絶対的な存在に対して、叶かなわなくても心の内で抵てい抗こうはできる。それこそが、君をより良質なエサに変える。むしろ抵抗し、足あ搔がけばいい。





「どういうこと……だ!?」


　解答は与あたえられず、急速に脳のうを灼やく痛みは消え、朱雀の中から七人の存在が遠ざかる。


　糸が切れたように、朱雀は机に突つっ伏ぷす。意識が薄うすれる最さ中なか、彼を含ふくむ四人の極者アダム・バルフは、最終通告を聞いた。





　──三日後、〈武ぶ街がい〉にて降こう臨りん祭さいの幕まくが開く。逃にげるもよし、受け入れるもよし。いずれの道を選んでも、運命が加速するか、停てい滞たいするかしかない。どこに逃げても、やがて君達は喰くわれるだろう。





　蒼と要は、地に膝ひざを突つき七人の言葉を嚙かみ締しめる。


「街まち……やっぱ出なくてよかったな。ほっといても、来てくれるらしいぜ？」


「……だが、まだこちらは揃そろっていない」


　要の表情は重い。常つねに最悪の事じ態たいは想定している。だから、これもまた想定の範はん囲い内。しかし、想定することと乗り越こえることはまったく異ことなる。


　勝てるのか──この不完全なままで!?





「だから、好きにすれば？」


　ベッドに寝ね転ころびながら、投げやりに冴木は言う。何を言われようが、無む駄だなことをする気は無い。


「もういいんだよ……そういう……かっこ悪いの」


　寝ね返がえりを打ち、冴木はまどろみに逃げ込こんだ。


　どうせ三日後、全すべてが終わる。








　四人の極者アダム・バルフのみに与あたえられた、三日という猶ゆう予よ。


　彼らは、皆みなそれぞれの考えで、限られた時間にできることをしていた。


　そして、瞬またたく間に時は過ぎる。








　放課後、美亜は鼻歌を口ずさみなら、帰り支じ度たくを整えていた。今日きようは仕事をさっさと片付け、即そく買い出しに行く予定なのだ。


「何作ろうかな……」


　カレー辺あたりが間ま違ちがいのないところだが、やはりバリエーションは豊ゆたかにしたい。そうしないと……夕食の給きゆう仕じは、要に持っていかれかねない。


「……リクエスト、聞いた方がいいかしら？」


　うーんと携けい帯たい電話を片手に考え込むが、やはりやめた。ここはサプライズ重視で行こう。男は手料理に弱いという人類普ふ遍へんの法ほう則そくに、意外性を加えれば鬼おにに金かな棒ぼうのはずだ。


「喜んでくれるよね？」


　久しぶりの逢おう瀬せを想像すると、表情が自然と綻ほころんでくる。


　あれから三日──蒼とは、話していない。


　もちろん副ふく担たん任にんだけに、顔を合わせるチャンスは幾いくらでもある。授業でも普ふ通つうに顔を合わせた。


　でも、お互たがいに目を合わせようとはしない。


　恥はずかしいわけでも、変に意識しているわけでもない。


　ただ、学園ではそれが暗あん黙もくの了りよう解かい──お互い、そう思っているからだ。


　もちろん、こんな関係が好ましくないことはわかっている。


　恋こいに年の差は関係無くても、立場は大アリだ。特に、美亜はもっと自分を律りつするべきに違ちがいない。


　でも、できない。


　もう、自分を偽いつわりたくない。


　教師という仕事に誇ほこりを持っているし、夢でもあった。これからも、ずっと続けていきたいと思う。


　でも、教職を志こころざす前から、彼とすごしていた。きっと、好きだった。


　だから、自分でも驚おどろくほど罪ざい悪あく感が湧わかないのだろう。


　もう要にも──琴こと美みにも──誰だれにもとられたくない。


　あの日、蒼から琴美とのことは聞いた。


　仕方の無いことかもしれないが、自分の存在は、琴美を──生徒を傷つけた。それを思うと胸が痛む。蒼だってそうだろう。多分、これから二人ふたりで歩むときは、ずっとそのことを引きずるだろう。


　それでもいい。


　痛みに引き裂さかれても、蒼は自分がいいと言ってくれた。ずっと、想おもってくれていた。


　だから──


「……あれ？」


　マナーモードに設定していた携けい帯たい電話が、振しん動どうしている。着信は──蒼からだ。


「はい……」


　同どう僚りように聞かれないよう、声を潜ひそめて電話に出る。


「……どうしたの？　校内にいるなら、普ふ通つうに職員室に来れば……」


　言いながら、秘密めいた会話に笑ってしまう。どこぞの不ふ倫りんカップルの気分だ。


「ちょっと……言っときたいことあって」


「何……？」


「多分、これからすぐ……異変が起こる。すぐ避ひ難なんしてほしい。ちゃんと、誘ゆう導どうとかもされるだろうから、それに従したがって。どこでも同じかもしれないけど、この街よりはマシだと思う」


「どういう、こと……？」


　電話口の向こうで、また彼が遠ざかっていくのを感じる。また、彼が自分を置いて、戦いに行ってしまう。


「待って、私も……」


「まだ、話してないこと、いっぱいある」


　蒼は淡たん々たんと言った。


　そう──一晩過ごしただけで全すべてを語り終えられるほど、浅い関係じゃない。


「もっと、話したいことがいっぱいある。戻もどってきたら、全部言う。だから──」


「待ってる」


　驚おどろくぐらい、落ち着いた声が出た。そう言えば、絶対に彼は帰ってくる。


「待ってるから」


「……うん」


　蒼は電話を切った。


　学園の正門前──帰宅する生徒達に紛まぎれつつ、要と共に壁かべに背を預あずけていた。


「別れの挨あい拶さつは済すんだか？」


「挨拶っつーか、約束な」


　蒼の声は、晴れやかだ。夕日を見ながら、もう決意を固めている。


「……おいでなすった」


　要が天を仰あおぐ。


　始まりは、いつも空からやってくる。


〈武街〉上空──紅あかく染そまった空に生じる、小さな黒点。


　それはすぐに大きさを増ました。円状に空を侵しん食しよくし、闇やみが増ぞう殖しよくしていく。見る間に暗あん雲うんと呼よんでいいレベルで街を覆おおい尽つくし、光を奪うばい去っていく。





「何だよ……あれ!?」


「〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟!?　あんなに、デカイの……」


「逃にげ、なきゃ……」


　生徒のみならず、通行人も一いち目もく散さんに駆かけ出す。


　だが、どこへ逃げる？


〈武街〉全域を覆う最大規き模ぼの〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟は、街の住民を容よう易いに虐ぎやく殺さつしうる数の異メ魔ギ人ドを吐はき出すだろう。


　今は不ぶ気き味みな沈ちん黙もくを湛たたえ、ただ雷らい雲うんのように微び弱じやくな放電を宿しながら安定しているが、あの異界とこちらを繫つなぐ裂さけ目は、いつ牙きばを剝むくかわからない。


「行くか」


　ゲートに向かう人々と正反対の方向へ、蒼は進み出る。


　要は……続かない。立ち止まったまま、静かに〝王メレフ〟を諫いさめる。


「やめておけ。無む駄だだ」


「……どうして？」


「今のお前では勝てない。わかっているだろう？　この三日、できる限り体を休めて調整したが、今のお前は識しき身しんレベル８・５、駆く身しんレベル９・５、〝天剣〟と〝地刃〟に勝つにはほど遠い」


「やってみなくちゃわからない」


「第参鎖式シエリシー・リミツターも、少しばかり使い方を覚おぼえただけだ。すぐにガタが来て、またこの前のように体が言うことをきかなくなる」


　冷たい口調だが、蒼を心配していることに間ま違ちがいは無い。それは蒼自身が一番よくわかっている。


「手は……あるさ」


「第四鎖式レヴイを外はずすことがどういうことか、わかっているはずだ。それでもやる気か？」


「必要なら、な」


　重おも々おもしく蒼は言う。偽いつわりの〝生命の実〟の顕けん現げんだけで、生死の境さかいを彷徨さまよった。その上を行く鎖式リミツターがいかなるものかは、知っている。それでも外さざるをえない。


「六つ目の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟も、見み出いだせてない。揃そろわなければ、勝てない」


「揃っても……無理だろ、今は」


　達たつ観かんしたように呟つぶやき、蒼は左手の〝正まさ宗むね〟を握にぎり締しめる。


〝剣つるぎ守もり〟が『三さん剣けん抄しよう』に記しるした、〝天剣〟と〝地刃〟を斃たおすための六つの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　四つは揃っている。五つ目は、おそらく冴木の隠かくされた力。


　だが六つ目は──未いまだその片へん鱗りんすら見せていない。


　だがその六つが揃ったところで、最もつとも肝かん心じんな物が欠かけている。


「お前の〝正宗〟が……完全じゃない」


　頭かぶりを振ふりながら、要が言う。それが最大の不安要素。対〝天剣〟・〝地刃〟用唯ゆい一いつ無む二にの兵器の抱かかえる欠けつ陥かんを、要は知っている。


　そして、蒼も。


「わかってるよ。でも……もう時間が無い。三日間、お前が色々動いてくれてたのは知ってる。でも、駄だ目めだった。間に合わない。仕方ない。このまま戦やるしかない」


「──俺は行かないぞ」


　蒼の足が止まる。


　機を逃のがすまいと、要は畳たたみ掛かける。


「俺は行かない。それでも行くか？」


　要からは絶対に吐はかれるはずの無い言葉。〝王〟の乱らん行ぎようを止める切り札ふだとも言える決定的な一言。


　蒼は……苦笑した。いつかは、こんな日が来るかもしれなかった。


「俺さ……結けつ構こう気に入ってんだよね、この街」


「…………」


「お前がいて、美亜姉ねぇがいて、月島とかセンパイとか冴木さんがいて。しかも、〝正宗〟持ち歩いてもな～んも言われない。いいとこだよ」


「くだらん感かん傷しようだ」


「かも、な。けど、今この街は皆みんなの希望だ」


　蒼の瞳ひとみは街全体を捉とらえていた。住人として、すごした時間は短い。それでも、この街の意味は充じゆう分ぶんに感じ取っている。


「外の人間は、可能ならこの街に逃にげ込こみたいと思ってる。受け入れられるかは別としても、行き先があることはそれだけで希望だ。この街の存在自体が異メ魔ギ人ドに対する防ぼう波は堤ていで、皆この街があるから、ほんの少しだけ踏ふん張ばれる。それが無くなったら……それだけで、きっと世界は壊こわれる」


　シンボルとしての、戦略的な価か値ち。


　蒼は、〈武街〉をそう理解した。たとえ対異メ魔ギ人ド戦の切り札たる彼が逃げ延のびても、その間に世界が壊れては、喰くらい尽つくされては意味が無い。


　だから、行く。


「──来なくていい。元々、俺が頼たのんだからだよな」


　蒼の脳のう裏りに、過去の記き憶おくが甦よみがえる。


　母親を殺した記憶を思い出したとき、美亜から離はなれて戦うことを決めた。


　日本を離れ、海外に旅立ち、ただ戦う道を選んだ。


　けれど、要にだけは頼たよった。





　──つきあってくれるか？





　そう頼んだ。


　そして引き受けてくれた。


　だから、今日きようまで共にいる。


　それが今、蒼から別れを告げようとしていた。


「死ぬぞ」


　要はそう言った。それだけしか、言えなかった。


　蒼は笑いながら答える。


「……無む駄だに死ぬ気はないけど、あれだな、もう死んでもいいって感じもある。思い残すことない的な？」


　蒼が一歩踏ふみ出す。


　止めようと、要も動く。


　その間に割って入るように、全身を黒い衣で覆おおう異い装そうの者が現れた。


〝剣けん者じや〟。


〝正宗〟に宿やどり、蒼を主あるじとしてその意に従したがう者。


　歩んできた苛か烈れつな人生は、あちこち擦すり切れた衣ころもから察せられる。性別も年ねん齢れいも不明、ただ布が巻まかれた顔から唯ゆい一いつ覗のぞく瞳ひとみだけが、その意志を要に告げる。


　困こまったような、乞こうような瞳で、〝剣者〟は要を見つめる。


　行かせてやってくれ──そう瞳は言っていた。


　もう、〝王〟と〝正宗〟の心は決まっている。止めるのは──〝剣守り〟の役目？　〝軍師〟の務つとめ？


　いや──己おのれのエゴ。


　両拳こぶしを握にぎり締しめ、要は地に視線を落とす。


「勝手にしろ……！」


　そう吐はき捨すて、蒼のストラップシャツの背の布地を剝はぎ取るように摑つかむ。肩かたの金かな具ぐが外はずれ、露あらわになる彼の聖痕ステイグマータに、レザーグローブを外した手が触ふれた。


　補ほ完かんされる紋もん様よう。そして要の拳が閃ひらめき、蒼の体に浮うかんだ星々を打ち抜ぬいていく。


〝王〟のための星せい拳けんが放たれ、再び蒼は人が手にした偽いつわりの〝生命の実〟に手をかける。


　第参鎖式戒放シエリシー・リミツター・バースト。


　そして、もう一つの鎖式リミツターの戒かい放ほう。


　蒼が望めば、第四の扉とびらは自おのずと開かれる。


　それが最後の餞せん別べつ。


　要は背を向けて、正反対の方向へ歩き出す。


　背中合わせの〝王〟と〝軍師〟、ありえない決別の瞬しゆん間かん。


「ありがとな、今まで」


　蒼は振ふり返らなかった。


　要も、また。


　正反対の道は交まじわらず、孤こ独どくな王はただ街の中心を目め指ざす。


　辿たどり着いたのは、〈武街〉を象しよう徴ちようする四門工業本社ビル。膨ぼう大だいな数の職員が勤きん務むしていた場所も、今は無人だ。


　会長たる四門帯たて刀わきは蒼と要の進言を受け、すでに街を去った。


　彼の私兵は、今全力で住民の避ひ難なんの誘ゆう導どうに当たっているだろう。


　だから、戦うのは蒼だけ。


　ビル正面入り口前の舗ほ装そうされた広ひろ場ばは、障害物が無く、ただ舗装された石いし畳だたみが広く敷しき詰つめられていた。少し歩けば並なみ木き道に入り、噴ふん水すいなどのオブジェも目に付くが、蒼はこの場所から動く気は無い。


　ここで戦やるのが、最も被ひ害がいが少ないだろう。


　この場所で──〈武街〉を象しよう徴ちようする建造物の眼前で、ケリをつける。


「おや、君一人だけ？」


　ビルの入り口前で佇たたずむ七人。彼は意外そうに首を傾かしげた。


「いいだろ、別に。〝王おれ〟がいれば」


「……かもね」


　悪戯いたずらっぽく笑い、彼は空を見上げた。しかし、もうそこに空は無い。ただ、世界の裂さけ目が存在し、待っていたように無数の悪意を吐はき出す。


「ランクは全すべて中級クトニア以上。しかも、中ちゆうの上じようってとこだ。もちろん、もっと上も来る。総数は僕も知らない」


「上等」


　自分を取り囲かこむように、異メ魔ギ人ド達は飛ひ来らいした。第一陣じんだけで、二十体を越こす群むれに、蒼は厳おごそかに宣言した。


「跪ひざまずけ」








「ねぇ朱雀……何か、ヤバイことになってない？　その……逃にげた方が……よくない？」


　鈴香が肩かたを揺ゆすって促うながすが、朱雀は放課後の教室で座すわったまま、動こうとしない。


　二人共とも、空の異い常じようは知っている。校内に残っていた生徒も、教師の誘導で街の外へ向かっている。教室にいた二人に対しても、教師がすぐに出ろ、と声をかけてきた。


　しかし、朱雀は動かない。


　手は携けい帯たい電話を握にぎり、メール画面を開いたまま。


　見ているのは、蒼から来た初めてのメール。





「来なくていい」





　文面はそれだけだった。極者アダム・バルフにしかわからぬその意味を、朱雀はずっと嚙かみ締しめている。


「ねぇ朱雀……聞いてるの？」


　痺しびれを切らした鈴香に、朱雀は唐とう突とつに訊きいた。


「お前、俺のこと好きか？」


「えぇぇ？」


　思いがけない言葉に、返答に戸と惑まどう。しかし、すぐに胸むねを張り、その秀しゆう麗れいな顔を覗のぞき込こみながら言う。


「好きだよ」


「どういうところが？　単に顔か？」


「違ちがうよ……その……まっすぐなとこ」


「まっすぐ？」


　朱雀は、ようやく鈴香を見た。彼女は、満面の笑えみでうれしそうに言う。


「うん。負けたりとか、悩なやんだりとかもするけど……まっすぐで、前を見て、頑がん張ばってるとこ。何か、いいなって思う」


「そうか……」


　微び笑しようしながら、朱雀は立ち上がった。その手にあるのは、二ふた振ふりの妖よう刀とう。


「お前は行け。俺はやることがある」


「朱雀……また、危ないこと、するの……？」


　眉まゆをひそめる鈴香に、朱雀は照てれくさそうに言った。


「お前に、嫌きらわれたくない」


「え……？」


「お前が好きでいてくれる、俺でいたい」


　そう言って、朱雀は教室を出た。








　冴木にも、蒼からのメールは届とどいていた。


　開いて、見て、すぐに削さく除じよ。


　それきりだ。


「……先生、逃にげないんですか？」


　保健室のベッドに寝ねそべりながら、冴木は他人ひと事ごとのように言う。養よう護ご教きよう諭ゆの亜紀は、冴木に背を向けたまま、黙もく々もくとデスクワークに励はげんでいる。もちろん、彼女も異常には気づいた。




[image: ]


「お前がいる以上、逃げるわけにもいかん。養護教諭として、病やんでる輩やからをほっとくのは心が痛む」


「あら……僕の恋こいの病やまい、気づいてくれた感じ？」


「違ちがうな。確かに、そういう悩なやみを抱かかえてここに来る奴やつもいるが……お前のは、もっと単純だ。単にくさってるだけ」


「ひどくないですか、それ？　リアルに怪け我がもしてるのに。慰なぐさめて下さいよ～」


　冴木は、後ろから亜紀を抱だきしめ、首に手を回す。大人おとなの女の甘あまい匂においが鼻び腔こうをくすぐるが、それだけだ。


　亜紀は彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくしているだけで、何もしてこない。


「何で、殴なぐらないんです？　まさか、殴る価か値ちも無いとか、そういうお約束なこと言っちゃいます？」


「病人は殴れんな。私は、スクールカウンセラーの役目も果たさにゃならん。お前みたいに、心に何か抱えた奴は、患かん者じやとして扱あつかわなきゃな」


「……じゃあ、悩み相談しましょうか？」


　興きようざめしたように亜紀から離はなれ、冴木は後ろのベッドに腰こし掛かけた。面おも白しろくもなさそうに、頰ほお杖づえを突つきながら語り出す。


「僕ね、天才なんですよ」


「ほう」


「信じてませんね？　でも、本当です。弓なんてあっさりマスターしたし、大して挫ざ折せつもしてないし。人がうらやむような力も、気がついたら持ってた。なんでそうなのか、自分でもわかりません。気がついたら目め醒ざめてた。ラッキ～とか思ってましたけど、実際はそうでもなかったんですよ。天才だけにわかっちゃったんです、自分の限界っていうか、底っていうやつが」


「なるほど」


　亜紀は、ただ相あい槌づちを打つことしかしない。まずは相手の話を受容する、カウンセリングの基本だ。


「だから強くなるとか、そういうの空むなしくなっちゃって。自分の底を知らないから、人は頑がん張ばれる。知ったら、後は飽あきるだけ」


「……だが、限界に辿たどり着いて、そこから見える景色けしきもある。お前が辿り着く底ってやつは、もしかしたら地上最強の座かもしれん。それなら悪くないだろう？　男なら皆みな憧あこがれる」


「そうですね。でも、違いました。限界を知ると同時に、僕の限界を超こえていく誰だれかを予感してた。実際、彼らは僕の前に現れた」


　四門朱雀。


　飛流要。


　そして──那斬蒼。


「でもね、そんな彼らでも勝てない相手がいる。超えられない壁かべがある。じゃあ、頑張る意味なんてないでしょ？　無む駄だなことしないで、適当に流して、毎日楽しく生きればいい。なのに──なんで、あんなに頑張ってんでしょうね、彼ら」


　嘲ちよう笑しようを浮うかべ、冴木は肩かたを竦すくめる。


　滑こつ稽けいだ。いかにも滑稽だ。


「言いたいことは、それだけか？」


　亜紀はつまらなそうに言った。失望したような響ひびきも感じ取れる。


「……僕、間ま違ちがったこと言ってますか？」


「いや、単に誰でもわかることを不思議がって、グダグダ言ってるだけだろ」


　冴木の顔が強こわ張ばる。


　亜紀は椅い子すを回転させて、冴木を見た。そこにいるのは、この保健室で様々な若い悩なやみを受け止めてきた女じよ傑けつ──巴ともえ亜紀。


「諦あきらめるなんてな、当たり前のことだ。生きてりゃ、誰でも何かを諦めてく。それは別に悪いことじゃない。諦めるってのは、一つの選せん択たく肢しを切り捨すてること。他の何かを選ぶことだ。それはそれで勇気のいることで、必要なことだ。そうしなきゃ生きていけない。諦めないと見えないものもある。それが人生だ。それを何悟さとりきったように言ってる？」


「じゃあ、何で彼らは諦めないんです？」


　冴木の語気が荒あらくなり、余よ裕ゆうの無さが苛いら立だちに変わり亜紀に叩たたきつけられる。それでも、彼女は大人おとなとして静かにそれを受け止めた。


「簡単だろ、そんなの。もう飽きたからだ、諦めることに」


「…………！」


　冴木の顔から、全すべての色が消えた。ちっぽけなプライドが揺ゆれ動いていく。


「人間には二種類いる。諦めることに慣れる奴やつと、飽きる奴。アイツらは飽きた。ただそれだけだ。きっと何回も諦めて、他の道を選ぼうとして……何度も悩んで苦しんだ。それでも、やっぱり捨てられないものができた。諦めることに飽きた。だが、お前は諦めることさえしてない。諦める勇気すら無くて、ただ目を背そむけた」


「センセイ……」


「お前はただ逃にげ出しただけだ。今日きようを生きることから、明あ日すを夢見ることから。ただ逃げ出して、諦めることからも目を背けて、目先の快かい楽らくに縋すがって、余よ裕ゆうぶって大人を気取ってただけだ。そんなお前が、奴らに何を言える？」


　完全に冴木から興きよう味みを失い、亜紀はまたデスクワークに戻もどる。取り残された冴木は、ただ呆ぼう然ぜんとうなだれた。


　けれども、やがて立ち上がる。


　保健室の引き戸に手をかけたとき、思い出したように尋たずねてみた。


「センセイ……何やかんやで、僕をここに置いてくれましたよね？　何でです？」


「悩んでる奴が保健室に来るのを拒こばむ養よう護ご教きよう諭ゆが、どこにいる？」


　身も蓋ふたも無い回答に、冴木は思わず笑った。そんな女ひ性とだから……入り浸びたっていた。


「勝てよ」


　一歩外に踏ふみ出したとき、亜紀は言った。つっけんどんで、尖とがった声。


「そしたら……乳ちちぐらい揉もませてやる」


　最高のごほうびに、冴木は口くち笛ぶえを鳴らした。


「わ～お。揉みしだいちゃお[image: ]」








「ねぇくるみぃ……」


「何ですか？」


　書き物をしながら、生徒会書記兼けん槍そう術じゆつ部ぶ副ふく主しゆ将しよう、十じゆう文もん字じくるみは落ち込こみ気味の先せん輩ぱいを見た。


　この生徒会室には、もう二人ふたりだけしかいない。生徒会役員の会議で使う長なが机づくえに座すわるのは、くるみと綾あや姫ひめだけ。


「何で逃にげないの？　早くしないと危ないわよ？」


「……それは、会長もでしょ。一いつ緒しよに行きますか？」


　明るく勧すすめてくる後こう輩はいに、綾姫は唇くちびるを尖とがらせて首を振ふる。さっきからこの調子だ。一度ヘソを曲げると、この生徒会長はひどく尾おを引く。


「私を振るなんて、ありえないと思わない？」


「そうですね……」


　すでに十回に届く固定文もん言ごん。それでもくるみは健けな気げに答える。綾姫と違ちがって圧あつ倒とう的な美び貌ぼうではないが、心根のやさしさを感じさせる可か憐れんな表情に、少しだけ綾姫の心も和なごむ。


「なんでかな～。やっぱ、一方通行の愛情って無む駄だ？」


「どうでしょう？」


　ようやく、会話に変化が出てきた。しかし、綾姫は机に「の」の字を書きながら、いじけたまま。


「どうすればいいんだろ……」


「振り向かせれば、いいじゃないですか？」


「簡単に言うわね……」


「できないんですか～？」


　従順な後輩の挑ちよう発はつ的な物言いに、綾姫は柳りゆう眉びを寄せる。


「言ってくれるじゃない……私は……!!」


「九く曜よう綾姫、でしょ？」


　にっこり笑う彼女に、綾姫は言葉を失った。


　男運は無いが……後輩運は絶好調らしい。


「……そうね。なびかないなら、力ずく？」


「そうです！」


　綾姫は立ち上がり、普ふ段だんはくるみに持ち運びを任まかせる朱しゆ槍やりを手に取る。大の男でも手に余あまるそれを軽かる々がると操あやつり、部へ屋やを出る。


「早く逃げるのよ？　あなたがいないと、仕事が片付かないんだから」


「はい……ご武ぶ運うんを」


　力強い励はげましを背に、真しん武ぶの姫ひめ君ぎみは出しゆつ陣じんする。








「凄すさまじいな……属性〝王メレフ〟。まさか、これほどとは……」


　七人の感かん嘆たんも無理は無い。


　ここに至いたるまで、襲しゆう来らいした異メ魔ギ人ドは五百匹ぴき近い。しかも、全すべて中級クトニアのうえに中には無む手て型と武器型の両方の特とく徴ちようを備そなえた混合型、さらに飛び道具を備えた新種もいる。


　それを、蒼は全すべて斬きり殺した。


　虚こ空くうに真あ紅かい斬せ閃んを引き、その動きを停てい滞たいさせ、最小限の動作で敵を斬る。


　迅はやさと予備動作を殺した無む拍びよう子しを両立させ、ほとんど数メートルの空間を駆かけずるだけで全てを終わらす。


　彼の前に広がるのは、累るい々るいたる異メ魔ギ人ドの屍かばね。


　血けつ臭しゆうの渦巻く広ひろ場ばで、唯ゆい一いつその澄すんだ輝かがやきを失わない蒼そう茫ぼうの眼まな差ざし。


　しかし今、〝王メレフ〟は疲ひ弊へいしていた。


　肩かたで息をし、全身が鉛なまりのように重い。すでに第参鎖式シエリシーの効力は薄うすれ、全身を彩る電子回路を思わせる魂源ルーアハの伝でん導どうも、光を失いつつある。


「……こんな、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいでの形では、決めたくなかった。もちろん、個体数というのは、種的ポテンシャルにおいて、非常に重要なウェイトを占しめる。人の中からごくわずかな極者アダム・バルフしか生まれなかった以上、その時点で人は異メ魔ギ人ドに劣おとる種族なのかもしれない。それでも君はすばらしい。あるいは、種の差は、君一人で埋うめうるのかもしれない。残念だよ、那斬蒼。やはり僕も人間、選ばれるのならば、君でいてほしかった」


「言ってろ……」


　強がりを言うが、もういつ倒たおれてもおかしくない。


「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな。天なるかな、地なるかな、人なるかな」


〝司祭コメル〟は厳おごそかに吟ぎんじ、王に哀あい悼とうの意を示す。間もなく選ばれる。どちらが生き残るのか。


　そして、どちらがより相応ふさわしき生命なのか、審しん判ぱんが下る。


「足あ搔がけ、〝王メレフ〟よ」


　そしてさらなる増ぞう援えんが来た。


　飛ひ来らいするその引き絞しぼられた体たい軀く、見ただけで精神が根こそぎもっていかれるプレッシャー……間ま違ちがいない、上級レリウーリア！　しかも……五体！


「マジ、かよ……」


　一番乗りの一いち撃げきが、落下の勢いきおいをそのままに、鉈なたのように無ぶ骨こつな刃はに変わった右みぎ腕うでを叩たたきつけてくる。〝正宗〟で弾はじくべきだが、右手に力が入らない。五尺しやくの大おお太刀だちを振ふるうには、その全身は疲ひ労ろうしきっていた。


　──終わり、か。


　走そう馬ま灯とうのように様々な光景が目の前を流れていく。


　忘れられない、美亜の笑え顔がお。


　そして……母。


　──ゴメン、母かあさん。


　断だん罪ざいの時が、来たのだろうか。許されざる罪つみに対する罰ばつは、ようやく手に入れた幸せが打ち砕くだかれることなのだろうか。


　──殺して、ゴメン。


　何度と無く言い続けた言葉を、今日も吐はく。でも、今日きようはそれだけで終わらない。


　──でも、俺は…………。


　美亜が傍そばにいてほしいと言った。けれど、彼女の為ために生き残りたいわけじゃない。自分が傍にいたいからだ。だが──


　──ダメ、かな……？　母さん……。


　免まぬがれざる死の宣せん告こくが、鉄てつ槌ついとなって頭上を襲おそう。すでに気力も尽つきかけ、防ぼう御ぎよの為ための刃やいばを掲かかげる力も意志もない。


　代わりに、美び麗れいな二に刀とうが敵の腕を受け止めた。


「でかい敵を独ひとり占じめか？」


「あ…………」


　乱入した袴はかま姿すがたの少年は、打うち刀がたなと大おお脇わき差ざしを鋏はさみの如ごとく交差させ、上級レリウーリアの無骨な刃を受け止めた。のしかかる敵の剛ごう力りき。受け止めたものの、間ま違ちがいなく力では敵が上。


　ゆえに、少年は力で対たい抗こうしない。押おし返そうとせず、むしろ力を抜ぬく。急に抵てい抗こうが無くなり、つんのめる形で上級レリウーリアの全身が緩ゆるむ。その隙すきを少年は見み逃のがさない。


　右手の打刀で心臓を。左手の大脇差で喉のどを。


　急所を斬きり裂さかれ、急所を貫つらぬかれ、上級レリウーリアは声すらあげられず斃たおれた。


「何で……!?」


　地に膝ひざを突つきながら、蒼はその男を見た。


　二ふた振ふりの妖よう刀とうを携たずさえ、いち早く〝王メレフ〟の下もとに馳はせ参じた、誇ほこり高き〝騎士アビル〟の姿を！


「俺も交まぜろよ……那斬」


「センパイ……どうして？」


　思わぬ援えん軍ぐんに、蒼はどう対処していいかわからない。朱雀は微び笑しようし、澄すんだ声で答える。


「〝騎士〟としてじゃない」


「…………」


「友として──四門朱雀として──お前のために、力を貸かそう！」


　残る四体の上級レリウーリアが、新たな獲え物ものをめがけて迫せまる。対するは属性〝騎士アビル〟四門朱雀。


「異メ魔ギ人ドの上位種か……さすがに手て強ごわいな。斬ることすら生なま半はん可かではない」


　朱雀はたった今屠ほふった上級レリウーリアから、すでに敵を「理解」していた。頑がん強きような肉体は、日本刀の刃はすら時に致ち命めい傷しようを与あたえられない。朱雀の二振りの妖刀すら、タイミングを誤あやまれば硬こう直ちよくした筋きん肉にくに刃を[image: ]のみ込こまれてしまうことだろう。


「ならば……その力、我わが糧かてとしよう」


　新たに二体の上級レリウーリアが走った。左右から迫る二体は、完全に朱雀を捉とらえ、我われ先さきにとその手を伸のばす。


　目の前には美味なるエサ──いや、違ちがう。


　矮わい小しような人間……その姿に重なって見えるのは……異メ魔ギ人ド？　己おのれと同じ、上級レリウーリア!?


「識しれ……写し身の真実まこと！」


　朱雀はその場から一歩たりとも動かない。ただ、両手だけが神しん速そくの突つきを穿うがつ。


　交こう錯さくの一いつ瞬しゆん、美び麗れいな二刀は朱雀を喰くらうべく大口を開いた異メ魔ギ人ドの口こう腔こうを貫つらぬいていた。右手の〝禍まがつ村むら正まさ〟は朱雀の手から離はなれず、左手の大脇わき差ざしは手から投げ放たれ互たがいに一いち撃げきで上級レリウーリアを屠る。


「……すばらしい。未知との遭そう遇ぐうこそが、君をより高みへ導みちびく。戦えば戦うほど、識れば識るほど強くなる。それこそが〝騎士〟か」


　七人は素す直なおに感かん嘆たんを口にした。「成長」という意味では、朱雀を超こえる極者アダム・バルフはいまい。身体能力では圧あつ倒とう的にあちらが上、たとえその身体能力をコピーしたところで、完全なる再現など不可能。


　だから、あえて動かず「静せい」を貫く。交錯の一瞬のみ、上級レリウーリアに迫る反射神しん経けいを発動させ、なおかつ一撃で仕し留とめる技わざを選ぶ。


　ゆえに──〝共鳴の刹那エクシードカウンター〟。


「しかし、いつまで続く？〝王〟とて絶対ではない。まして〝騎き士し〟である君ならば」


　七人の問いに答えるように、残った二体が高速で朱雀に襲おそいかかる。大脇差を手放し、朱雀が手にするは〝禍村正〟ただ一振り。


　この一刀で二体を仕留められるのか？　しかも、敵は見み透すかしたように時間差で来た。


　だが、もう朱雀は識っていた。


　同じく王の下に集つどいし──颯さつ爽そうたる〝射手ツアラフ〟の存在を！


「ギィィィッッ!?」


　二体のうち、後方にいた異メ魔ギ人ドが顔を押おさえる。苦痛の表現だけは、下位の異メ魔ギ人ドと変わりない。同どう胞ほうの咆ほう哮こうに一いつ瞬しゆん気を取られた前方の上級レリウーリアは、隙すきを見み逃のがさない朱雀に、首を断たたれた。


　宙を舞まう首と、その背はい後ごで悶もだえる上級レリウーリア。


　その両目を貫いた一撃は!?


「冴木さん……！」


　蒼の後方で彼は弓に矢を番つがえていた。


　身に纏まとうは、胸むな元もとの大きくはだけた赤のシャツと黒のスーツ。右手に輝くは、特注の黒い弓掛け。正しよう真しん正しよう銘めい、これが彼の勝負服。


「おいしいとこ、一人で持ってく気？」


　才気を漲みなぎらせ威い風ふう堂々佇たたずむ属性〝射手ツアラフ〟冴木蘭らん丸まる。


　いかな上級レリウーリアとて、その矢からは逃れられない。脆もろい眼球を狙ねらえば、撃げき退たいは児じ戯ぎの如ごとく。


　冴木は容よう赦しやなく正確無比な連射を続ける。矢は眼球を破は砕さいさせ、容よう易いに脳のう髄ずいへ到とう達たつした。


「逝いけ……運命さだめの果て！」


　外傷はごくわずか、しかし内側から完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいされ、上級レリウーリアは咆哮を上げながら斃たおれる。


「君まで……どうして？」


　理解できない、と首を傾かしげる七人。


　こんな男でないからこそ、〝天てん剣けん〟側に与くみした。なのに何な故ぜ？


「何、ちょっとかっこつけにね」


「わからないな……死ぬよ？　本当の目的は？」


「だから言ってるじゃない……かっこつけに来たんだよ。命がけでさ」


　冴木は蒼に駆かけ寄り、その肩かたに手を置く。


「気にしないでいいからね。僕は僕で、先生のおっぱい揉もみしだき権かかってて[image: ]」


「そりゃ……やる気でますね？」


　蒼は立ち上がった。言葉には何か実感がこもっている。経けい験けん値ちは、少年を少しだけ大人おとなに変えたらしい。


「でしょ？　男の始まりにして最後のフロンティアだからね」


「まあ……否定はせんが」


　朱雀も苦笑し、三人の極者アダム・バルフは揃そろって上級レリウーリアを、ビルを背に佇たたずむ七人を見み据すえる。そのとき、後方で叫さけび声があがった。


　振ふり向くと、まだ息のあった中級クトニアが、倒たおれ伏ふしながらもこちらに手を伸のばしている。その手首からせり出すのは、銛もりに似にた形状の突とつ起き。射しや出しゆつすれば、凶きよう悪あくな飛び道具となるそれは、発射の前に異メ魔ギ人ド自体の息の根を止めることで無効化されていた。


　蒼が始し末まつし損そこねた敵にトドメを差したのは、背中に突つき刺ささる豪ごう壮そうな素す槍やり。


　鮮あざやかな朱しゆ塗ぬりの柄えを握にぎるのは、艶あでやかな制服姿に関かん節せつを保護するサポーター、そしてスカートの下にスパッツを穿はいた、真しん武ぶの姫ひめ君ぎみ。


「何ボサッとしてんのよ？　ホント、男ってバカばっか」


「パッツン女……」


「せめて会長とお呼よびなさい、那斬蒼」


　黒くろ髪かみをたなびかせ、綾姫は進む。


「こんな大チャンス、逃のがせないわ。異メ魔ギ人ド殲せん滅めつの個人戦せん績せきの記録更こう新しんして、飛ひ流りゆうクンに叩たたきつけちゃお[image: ]」


　兄の如ごとく艶つやっぽく言い、綾姫は笑う。


　同時に、蒼も。


　左手で顔を覆おおい、笑いと涙なみだを押おし殺す。


「行くか……」


　気力充じゆう塡てん、親しん征せい開始。


　集つどいし兵達と、異メ魔ギ人ドの第二ラウンドが幕まくを開けた。








　要は徒歩のまま、ゲートを目め指ざしていた。ここからだと、近いのは東ゲートだろう。恐きよう慌こうの如ごとく車や自転車を走らせ、メガホンで怒ど号ごうのように飛び交かう誘ゆう導どうの声にやり場の無い苛いら立だちをぶつける区民を尻しり目めに、要は悠ゆう然ぜんとただ歩を進める。


「飛流くん……」


　街路で名を呼ばれ、振り返る。息を切らしながら、琴美が立っていた。


「何か用か？」


「これ……この前はありがと」


　琴美はおずおずと、黒の傘かさを差し出す。要は無言で受け取り、また歩いていく。


「待って……何で、那斬君の傍そばにいないの!?　戦ってるんでしょ……街まちに残って、戦ってるんでしょ!?　何で、何でいないの!?」


「アイツは、俺を頼たよらなかった」


　要はそれだけ言った。それが全すべてだ。何な故ぜ〝剣つるぎ守もり〟をしていた？　簡単だ、蒼が望んだから。だが、さっき蒼は拒きよ絶ぜつした。なら……もういいのかもしれない。


「何かっこつけてるの……!?」


　琴美は要の前に回り、行く手を塞ふさぐ。遠とお目めで彼を見つけたとき、自然と駆かけ出していた。蒼の傍にいない彼なんて……ありえない。


「どけ」


「どかない……」


　力ずくで排はい除じよしようと指を鳴らす要。


　琴美はたじろがずに言う。


「ダメだよ……飛流君は違ちがうんだから、私と違うんだから、那斬君の傍にいなきゃダメだよ……!!」


「アイツは俺を求めてない。もう姉ねえさんがいる。〝正宗〟がいる。俺は──」


　刹せつ那な、要の頰ほおが鳴った。


　平手打ちを繰くり出した手を、琴美は強く握にぎり締しめる。叩たたいた手の方が、痛いことだってある。この街に来て、初めて人を叩いた。


「そんなの……どうだっていいでしょ!?　飛流君が……どうしたいかでしょ!?」


「……どうして、叩けた？」


「どうしてよけなかったの？　どうして防がなかったの？　飛流君なら、簡単だったのに……」


　それが、答え。


　琴美の拙つたない平手打ちを、黙だまって受けたのが全て。


「行かなきゃ……ダメだよ」


　潤うるんだ瞳ひとみで言う琴美。


　そのほっぺたが、両方から思いっきりつままれた。もう本当に遠えん慮りよなし、本気で肉をちぎりとる勢いきおいで、全力でつままれた。


「い、痛い、痛いよ！」


「うるさい黙だまれ」


　さらにムニ～ッと頰ほおの肉を引き伸のばされる琴美。ムムッと要を見たら……笑っていた。


「忘れてた」


　笑えみがより深くなっていく。多分、女性には初めて見せる種類の微笑ほほえみ。


「俺は……やられたら必ずやり返す」








　戦せん況きようは、芳かんばしくなかった。


　いかに気力が戻もどったとはいえ、すでに第参鎖式シエリシー・リミツターの後こう遺い症しようは蒼の身を侵おかし始めている。


　朱雀と冴木も、上級レリウーリアの出現が重なれば、どうしても押おされてしまう。


　そして──綾姫。


　彼女は確かに強く、中級クトニア相手なら充じゆう分ぶんに戦力となる。しかし、上級レリウーリア相手ではどうしても後ご手てに回り、そのたびに兄の援えん護ごを受ける。負ふ担たんとなっていることは自覚しているが、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟無しというハンデはあまりに大きい。


「どうして……私だけ……!!」


　唇くちびるを嚙かみ締しめる彼女の頭を、兄が撫なでる。


「まあまあ。綾姫はよくやってるよ。妹じゃなきゃ口く説どいてるぞ？」


「……別に、うれしくない」


　戦場に咲さいた小さな兄妹きようだいの絆きずなを、相変わらず戦場から離はなれた位置で見つめる七人がつまらなそうに揶や揄ゆする。


「やれやれ、シスコンは変わらないね。君がこちら側に与くみしたのも、妹さんのためだったよね？　妹だけは、異メ魔ギ人ドに喰くわせたくない、こっちの計画にも巻き込こまない──それが条件だった」


「どうして言っちゃうかな、そういうこと？」


　不満げに言う冴木だが、もう遅おそい。綾姫は、これまでとまったく違ちがう視線を兄に向けている。


「……お兄ちゃん」


「言わない方が、かっこいいのにね」


　苦笑しながらも、悪い気はしない。冴木はもう一度綾姫の頭を撫で、立ち並ぶ蒼と朱雀の後ろに立つ。二人ふたりが突つっ込こみ、後方から矢で援護。それがべストだ。


「……また、上級さん来る感じ？」


　空を仰あおぎながら、冴木がしみじみ呟つぶやく。もうキリがない。


「大物が、そのうち来ますよ。頑がん張ばりましょ」


「は～い」


　蒼の声に促うながされ、やる気なく言う。朱雀は返事をする余よ裕ゆうも無く、呼こ吸きゆうを整え、次の襲しゆう来らいに備そなえている。


　皆みな、疲ひ弊へいしていた。


　皆、待っていた。


　口に出さずとも、いるべきはずの、いなくてはならない男を。


　それぞれ束つかの間ま体を休める四人の視界から外はずれた方向から、完全に気け配はいと足音を殺し、歩いてくる者がいる。


　七人すら、まだそれに気づかない。


　洋風にアレンジされた袴はかまの裾すそを棚たな引びかせ、縁ふちなしの眼鏡めがねを外し、左手のレザーグローブの布地を嚙かんで外し、七人の真横から近づいていく。


　七人はまだ気づかず、四人を見守る。


「それでいい……もっと足あ搔がけ。そうすれば、君らは喰くらわれるに相応ふさわしき存在となる」


「あ、向こうにＵＦＯ」


「え？」


　つられて空を見る七人。その頰ほおにすさまじい勢いきおいで拳こぶしが叩たたきつけられた。


　吹ふっ飛ばされる彼を、薄うす笑わらいで見つめるドＳ。


　黒のノースリーブのインナーと、洋風にアレンジされた袴。全身に〝正宗〟の鞘さやと同じ金属の質感を持つ帯おびを巻まきつけたその姿は、〝剣守り〟の正統なる戦いくさ装しよう束ぞく、鎧がい鞘しよう着ぎ。


「貴き様さま…………！」


「敵意を認にん識しきできなかった攻こう撃げきは、当たると。確認ができてよかった」


　口元の血を拭ぬぐいながら、七人は現れた少年を見る。


「今のが俺の分」


　殴なぐった左手を振ふりながら、要は楽しげに言う。すぐに人差し指を向け、冷ややかに言い放つ。


「そしてこれからお前の味わう地じ獄ごくの全すべてが……俺の仲間達の分だ!!」


「要!!」


　蒼は、意識せず叫さけんでいた。


　そして──七人の下もとから一直線に駆かけて来た彼の容よう赦しやない蹴けりが腹に叩き込こまれる。気力で踏ふん張ばっていたが、台無しにされて崩くずれ落ちる。


「あ、あれ……？　要さん、ここはいい感じにハイタッチの場面じゃ……？　つーか、何で……いるわけ？」


「うるさい黙だまれ。俺がお前の傍そばにいることに、何か理由がいるか？」


　仰あお向むけに倒たおれた蒼を、ちょっと怒おこった感じの表情で要は見ていた。


　蒼は苦笑し、腹の痛みを嚙かみ締しめる。本当は……来てほしかった。強がってただけだ。


「たまにさ、お前が女だったらな～って思うよ」


「気き色しよく悪い。何でだ？」


「抱だきしめたくなる」


　露ろ骨こつに顔を歪ゆがめる要。無理も無い。


「次生まれ変わったら、女もアリじゃね？」


「ミジンコに転生した方がマシだな」


　蒼は立ち上がり、要がその横に並ぶ。


「遅おそいぞ」


　と朱雀がぼやく。


「も～おいしいとこ持ってっちゃって[image: ]」


　と冴木が軽かる口くちを叩く。


「……素す敵てき」


　と綾姫が呟つぶやく。


　そして、蒼が万ばん感かんの想おもいを込めて言う。


「生まれ変わっても……俺の嫁よめでいろよ？」


「捜さがし出すのが面めん倒どうだから、生まれ変わっても、お前はお前のままでいろ」


　属性〝軍師ヤツド・イエミノ〟飛流要参戦。


「エサ、どもが……!!」


　七人が敵意を持って五人を見み据すえる。司し祭さいたる自分への仕打ち、それは〝天剣〟への反逆。稀き少しような個体と言えど、進行役たる自分に牙きばを剝むいた以上、報むくいは与あたえる。


　だが、報いは先に与えられた。


「跪ひざまずけ」


「何!?」


　七人の首くび筋すじに、実体化した〝真紅の斬閃デツドライン〟が叩きつけられる。


　打ち消せない。


　その斬閃ラインは全身を硬こう直ちよくさせ、あまつさえ全すべての代たい謝しやを停止に導みちびく。


　それは檻おり。


　王に刃は向むかう罪ざい人にんを捕とらえ、斬ざん首しゆの時まで留とめ置く牢ろう獄ごく。


〝真紅の大獄デツドプリズナー〟！


「バカ、な……」


「歴史とは、王権と神権の戦いだ、司祭よ」


　蒼は厳おごそかに言う。七人の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟が対〝神エ理クのス欠ト片ラ〟用〝神エ理クのス欠ト片ラ〟ならば、蒼はそれを唯ゆい一いつ無効化しえる〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。ゆえに──属性〝王メレフ〟。


　己おのが右みぎ腕うでを取り戻もどした今、王は神権に牙を剝く。


「人は神を殺し、否定することで自みずからの歴史を紡つむいだ。ならば……今ここで余よが人の世の証あかしを立てよう」


〝真紅の大獄デツドプリズナー〟の拘こう束そくに、七人は身動きがとれない。そして、〝王メレフ〟の意を受け、最さい凶きようの刺客しかくが迫せまる。要は再び七人の下もとへ駆かけ出した。


「巡めぐれ……星々の彼方かなた！」


　大たい獄ごくに囚とらわれし司祭の体表に、今星々が煌きらめく！


「〝獅子座アルイエー〟、〝天秤座モゼナイム〟、〝射手座クシエツト〟！」


　機を逃のがさずに高速で繰くり出される星せい拳けん。


　王おう威いを背に、初めて要の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は司祭に効果を示す。


　口こう腔こうから血を吐はき出しながら、七人がよろめく。しかしさすがは〝天剣〟の剣守り、倒たおれはしない。そして、〝真紅の大獄デツドプリズナー〟もようやく効果が切れ、同時に力を取り戻した七人の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟により、要の星点も姿すがたを消す。


「やって、くれるね……」


「やられたら、殺り返す。それが俺の主義だ。おい、蒼、このゴミは俺が始し末まつしとくから、お前はここで異メ魔ギ人ドの相手をしてろ。お前と組めばコイツを殺やるのは簡単だが、それじゃ俺の気が済すまん。俺だけの力で、この虫ケラをぶち殺す」


「了りよう解かい。とっとと戻れよ」


　蒼は片手を上げて気楽に答える。当然、七人は嘲ちよう笑しようしてその愚ぐ行こうを嘲あざける。


「何を言っているんだ、君は？　〝王メレフ〟がいてこそ、君の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は有効化し、拳こぶしも当たった。君一人で勝てるとでも？」


「ああ。殺してやるからついてこい」


　事も無げに答え、要は広ひろ場ばから離はなれていく。七人が後を追う。


　やがて二人ふたりが辿たどり着いたのは、幅はばの広い、〈武ぶ街がい〉中央部の大通り。今は車も人ひと影かげも無く、完全な無人だ。互たがいに道路の中央に佇たたずみ、〝軍師〟と〝司祭〟は相見あいまみえる。


「言っておくが、君はここで殺しておく。惜おしい素そ材ざいだが、生かす方が危険だ。約やく定じようが瓦が解かいしかねない。それに、君が死ねば〝王メレフ〟はより奮ふん起きする」


「だろうな。一つ訊きこう──お前の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は、誰だれに与あたえられた？」


　要の問いに、七人の目が細まる。彼の中で、ますます要への脅きよう威いが膨ふくれ上がる。


「お前の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟は、俺達とは違ちがう。言ってみれば……天然ではなく養よう殖しよく。極者アダム・バルフを御ぎよするために、意い図と的に与えられた力。そうでなければ、お前も異メ魔ギ人ドと戦っているはずだ。あくまでも極者アダム・バルフを戦せん闘とうに駆かり立て、見守るだけに留とどまるのは、元々その目的でお前に力が与えられたから。違うか？」


「……だとしたら？」


「いや、殺すだけ。ダメージも残ってるようだしな」


　平然と要は言う。言うまでも無いが、根に持つタイプだ。


「確かに、僕は喰くらった拳こぶしの効果まで無効化はできない。だが……もう当たらないよ？　不意打ちは喰らった。君の無心で放った拳を認にん識しきできなかったのは確かだ。だが、同じ手は喰わない」


「どうかな？」


　要から仕し掛かけた。右手が人差し指の第二関かん節せつを立てた一本拳けんの形を作り、七人に向けて連打を放つ。


「カストル、ポルックス、アルヘナ！」


　しかし、星点は瞬またたかず、ただの打だ撃げきでしかない。しかも、七人には当てることさえできず、拳は空むなしく宙を切る。


「無む駄だだよ」


　鼻で笑った矢先、要の左拳に気づいた。その拳に巻まきつく、硬こう質しつな金属の質感を備そなえた帯おび。手を保護するバンデージの役目を果たすそれは、普ふ段だんは要の身を守る鎧よろいとして作用する。ゆえにそれを腕うでに巻きつけたとき……拳は真の力を見せる。


　右手の拳は全すべてがフェイント。真の星せい拳けんは……この左手。右手の高速の拳で困こん惑わくさせ、左手の鉄てつ拳けんで敵を破は砕さいするシンプルにして強きよう烈れつな星拳。


「〝双子座テオミス〟」


　正しよう真しん正しよう銘めい、全力の一いち撃げきが七人を襲おそう。しかし青年は肩かたを竦すくめて言った。


「だから無駄だって」


　拳は空しく七人の頰ほおをすり抜ぬけ、当たらない。かわりに、七人の蹴けりが要の腹部に叩たたき込こまれる。体が「く」の字に折れ、要ははるか後方へ吹ふっ飛ばされた。


「わかったかい？　世せ俗ぞくの権力は僕に通用しない」


　両手をポケットに突つっ込みながら、七人は悠ゆう然ぜんと佇たたずむ。


　属性〝司祭コメル〟──それは世俗の垢あかに塗まみれた拳を拒きよ絶ぜつする〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　武ぶの究きゆう極きよく型が、戦いそのものを避さけ、暴力を根こん本ぽんから否定することならば、まさしくそれを体現した力──〝絶対加護プロヴイデンスガード〟。


　だが、対するは飛流要。その智ち謀ぼうは、神すら欺あざむく。


「バ～カ」


　その瞬しゆん間かん、複数の銃じゆう声せいが辺あたりに響ひびいた。


　七人がゆっくりと自分の体に目をやる。いくつか、体に穴あなが開いていた。硝しよう煙えんの臭においが鼻を突き、異物が体内に減めり込む感かん触しよくが伝わる。


「え……？」


　呆ぼう然ぜんと、要を見る。立ち上がった彼は、嗤わらっていた。七人すら凍こおりつく笑え顔がおで。


　ドＳモード──発動。


「何、これ……？」


「銃だけど？　時限式でしかけといた」


　七人の膝ひざが崩くずれ落ちる。


　銃!?


　この局面で!?


　周囲を見れば、遠方から自分を狙ねらう筒つつ先さきがいくつも見えた。全て自動発射式の装そう置ちに連れん結けつしているらしく、中には街中の風景に溶とけ込むよう擬ぎ装そうしているものも見える。


　暗あん殺さつの狙そ撃げきほど精密さはいらない、ただ当たればいい。下へ手たな鉄てつ砲ぽう数打ちゃ当たるを地じで行き、外はずれた弾だん丸がんも数多い。しかし、体内に潜もぐり込んだものもまた、数多い。


「どういう……こと？」


「お前、まさか俺が何の用意もせず遅おくれて来たとでも思ってるのか？　元々、〈武街〉には対人用装そう備びも街のあちこちに設置されている。〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟の剣つるぎ守もり用にな。それをちょっとばかし調ちよう達たつして、タイマーをセットした」


　事も無げに言う要。逆に、七人は戦せん慄りつした。


　その言葉が本当なら──最初から、時間まで全すべて計算してこの場所に!?


「お前は異メ魔ギ人ドと逆──通常攻撃が効きかない。また銃じゆう火か器きも、お前が敵意を認にん識しきすれば効かない。俺が銃を撃うっても、核かく爆ばく弾だんのスイッチを押おしても、お前が俺の敵意を認識すれば当たりはしない。だから、事前にしかけた。複数の場所に、時間が来れば弾丸がこの場所に発射されるように。さすがにこれだと敵意以前の問題だろう？」


　だから、この場所に誘さそった。


　先ほどの星拳を、無む駄だと知りつつ放ったのは、さらに七人を誘ゆう導どうするため。


「ひ、ひきょ……」


「卑ひ怯きよう？　何それ？」


　要は屈くつ託たくなく嗤わらう。そして七人は斃たおれた。銃じゆう弾だんのダメージもあるが、致ち命めい傷しようではない。しかし、体に力が入らない。仮にも〝天剣〟の剣守りが……何な故ぜ!?


「ちなみに、弾丸はダムダム弾。あと、飛流家秘ひ伝でんの毒どく薬やくも先せん端たんに混まぜてある。動けないよな～異メ魔ギ人ドと違ちがって人間のお前は？」


　薄うす笑わらいを浮うかべて、要が近づいてくる。途と中ちゆう、道路脇わきに寄った。普ふ段だんはバス停であるそこには、誰だれもが知る円形の金属板を目印とする標ひよう識しきが立っている。土台が重じゆう厚こうなコンクリートで固められたそれを、要は苦も無く持ち上げ、肩かたに担かついで近づいてくる。


「や、やめ……」


「や～だね」


　ためらわず、要はコンクリートの土台の部分を七人の脚あしに叩たたきつけた。


「ギャァァァァッッッ!!」


　無人の道路で、苦く悶もんの響ひびきが木こ霊だまする。ふくらはぎが爆はぜ、骨まで露ろ出しゆつした。さらにその骨まで叩き割られた。


「お、ま、え……!!」


「あれあれ～どうしたのかな～？　毒と銃弾のダメージで〝絶対加護プロヴイデンスガード〟も発動できない感じかな？」


　要が邪じや悪あくに嗤う。さらに腹目がけてコンクリートの塊かたまりを叩き込こむ。


　ゲボッと血の混じった吐と瀉しや物を撒まき散らしながら、七人が転ころげ回る。


「お～い、まだ死ぬなよ？　こっからが本番だぞ～」


　笑え顔がおで語る悪あく魔まを前に、七人はようやく侮あなどりを捨すてた。片足を引きずりながら、口元を血に染そめながら、立ち上がる。


「それでいい。この技わざだけは使いたくなかったが……貴き様さまを殺すにはふさわしい」


　七人を蹂じゆう躙りんした凶きよう器きを地に置き、要は構かまえた。最後は星拳で決める。それこそが剣守りの矜きよう持じ。


「殺してやる……！」


　怨えん嗟さの呻うめきをあげながらも、七人の精神は冷静に勝利の方程式を刻きざむ。識しき身しんレベル10の力──それをフル稼か働どうさせ、全身を回復させる。呼吸を整え、代たい謝しやを活性化させ、魂源ルーアハを顕けん現げんさせ、今一度〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を。


　要がしかけたとき、それが敵の終わり。自じ己この策さく謀ぼうを過信し、地に這はえ〝軍師〟！


「死ね」


　来る、と七人が身構える。だが要は動かず、ただ彼を人差し指で指差す。


「〝乙女座ベトウラー〟」


　拳こぶしを繰くることなく、その名は放たれた。七人は首を傾かしげながら、また新たな血が流れていることに気づいた。目から、耳から、口から……頭部のあらゆる穴から、血が流れ落ちていく。拳なんて、喰くらっていないのに。


「なん……で？　い、つ…………」


「さっき蒼が〝真紅の大獄デツドプリズナー〟かまして、お前が俺の拳喰らったとき。実は四発かましといた」


「え…………？」


　刺さされるような激痛が脳のうを貫つらぬき、七人は両手で額ひたいを押おさえる。苦痛はどんどん増ますくせに、意識ははっきり冴さえていく。


　痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い。


　これまでの人生で味わった痛みが、全すべて脳から呼よび起こされて、また刻きざみ込こまれていく。


「この技は効果が出るのに時間がかかる。だが、一番痛い。惜おしむらくは、名前が気に入らないことだが。何で乙女おとめ座ざかねぇ」


　事も無げに言う要。全ては時間稼かせぎ。最初から勝負は決まっていた。七人が喰らった技を無効化できない以上、後はただ待てばいい。銃じゆうだのバス標識での攻こう撃げきは、ただの趣味だ。


「言ってたじゃ……ない、か。〝王〟の力は、借かりない、って……自分だけでって……」


「ああ、あれか」


　思い出したように両手を叩たたき合わせ、要はにっこり笑って言った。


「ウソだ」


　そのとき、七人の顔から表情が消え、ただ絶望が支配した。そして、脳を灼やく激痛はその限界を超こえ、青年は髪かみを搔かき毟むしりながら崩くずれ落ちていく。


「簡単に信用するなよ～て・き・を[image: ]」


　七人の頭を足あし蹴げにしながら、要は唇くちびるに人差し指を当て、艶つやっぽく言う。


「星の女神に抱だかれて果てろ」


「悪あく魔ま……！」


　消えゆく意識の中で、七人にしか聞こえない声が、彼の力の源みなもとが問いかける。





　──もう、お前の役目は終わった。





「お待ち下さい、まだ……」





　──よい。





「主しゆよ……!!」


　懇こん願がんする七人に構かまわず、それは冷たく言った。


　当然だ──神は人間の都つ合ごうなど構わない。





　──お前は、もういい。





「ギャァァァァァァ!!」


　絶ぜつ叫きようする七人から、それは抜け出た。皮ひ膚ふを喰い破り、臓ぞう器きを曝さらけ出し、背中を二つに切り裂さき、一振ふりの豪ごう壮そうな剣けんが人体から生じる。


　幅広の刃はに、血のように紅あかい宝ほう玉ぎよく。そして横一線に伸のびる優美な鍔つばが、その刀とう身しんを巨きよ大だいな十じゆう字じ架かのオブジェに見せる。


　到とう底てい七人の体に収おさまるはずがないだろう体積……ならば、人体に溶とけ込こんでいたとでも言うのか。


「そう……お前は、〝地刃〟とは違ちがう。あくまで、創つくったモノの自じ己こ進化を待ち、自然発生的に極者アダム・バルフが現れるのを待った。例外が属性〝司祭コメル〟。お前自身が直接力を与あたえた存在」


　七人から這はい出す水すい晶しようの如ごとく透すける物体を、要は目を細めて見つめる。


　猿さると変わらぬ原始の人に、智ち慧えを与えたモノ。


〝地刃〟と共に、人より高位の生命体としてこの世界に君くん臨りんするモノ。


　それは、己おのれの僕しもべの内に潜ひそんでいた。


　何世代にも亘わたって数多あまたの体を渡わたり歩き、その者に属性〝司祭〟の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を与え、人の歴史に干かん渉しようしてきた。


　そして今、ようやく姿を現す。


　七人の体を喰くい破って再構成された剣は、僕しもべの体から離はなれ、自みずからの意志で宙を駆かける。


　蒼達の元へ飛び立ったそれの名を、要が呼んだ。


「〝天剣〟」




　終章







　要かなめが去った後、蒼あおい達は十体を越こえる上級異メ魔ギ人ドの降こう臨りんを目まの当たりにしていた。しかし、降おり立った彼らはこちらに牙きばを向けず、ただ立ち尽つくすだけ。


　その風格、魔テ合フいム、肉体、どれもが上じようの上じようと認にん識しきさせる精せい鋭えい中の精鋭。


　なのに動かない。まるで、何かを待つように。


　だが、豪ごう壮そうな十じゆう字じ架かを象かたどった剣けんが広ひろ場ばに飛ひ来らいし、地に突つき刺ささったとき、彼らは動いた。


「何よ、あれ……」


　嘔おう吐とをこらえながら、綾あや姫ひめが呻うめいた。冴さえ木きと朱す雀ざくも顔を歪ゆがめ、眼前の醜しゆう悪あくな光景に想おもいを馳はせる。


「ギィィィィィシャァァァァ!!」


　けたたましい咆ほう哮こうを上げながら、彼らは共とも食ぐいを始めていた。同どう胞ほう同士で嚙かみ付きあい、互たがいを食す。それだけでは飽あき足たらず、蒼達が屠ほふった死肉にすら手を伸のばす。


　ただただ殺し、ただただ喰くらう。


　おぞましい食しよく物もつ連れん鎖さは、飽きることなく続いた。皆みなが嘔おう吐とを抑おさえる中、蒼だけが冷たくそれを見ている。


　やがて暴力としか言いようのない食事は終わった。


　喰い散らかされた死肉の中から起き上がる個体。上級レリウーリアであるそれは、同胞の肉だけでなく──その肉体に宿やどる欠片も食していた。そして、残る欠片かけらもその個体に集つどう。


　天に渦うず巻まく〝魔の裂門シヤアル・ゲヘア〟の中央から、輝かがやきを放ちながら雨が降ふり注そそぐ。


「あれは……」


　いち早く朱雀が気づいた。間ま違ちがいない、あれはかつて自分に巣す食くったあの欠片と同じ。


　無数の欠片が……〝地ち刃じん〟と呼よばれる存在が……今一つに集い、選ばれた異メ魔ギ人ドを最上位種に変える。


　光の雨は残らず生き残った個体に降り注ぎ、鋭するどい刃やいばで体内に潜もぐり込こむ。金属片に似にた欠片を取り込み、新生が始まった。


　肉が膨ぼう張ちようし、収しゆう縮しゆくし、蒼の眼前で進化が始まる。爆ばく発はつ的な成長と変化が繰くり広げられ、終しゆう焉えんの時を迎むかえる。


「〝地刃〟」


　そこに立つ異メ魔ギ人ドを、蒼はそう呼よんだ。


「あれが……」


　朱雀は息を[image: ]のみ……頭を押おさえて座すわり込んだ。冴木も同じ姿し勢せいを取る。綾姫は意識を失って倒たおれた。


　それほどの〝魔テ合フいム〟。それほどのプレッシャー。


　しかし攻こう撃げき的な外見ではなく、むしろ全身は丸っこく、突とつ起きが無い。ただ人体を模もし、筋きん肉にくを発達させ、さらにそれを極限まで引き絞しぼり、真あ紅かく塗ぬった。そんな印象を抱いだかせる個体だった。


　ただ一人ひとり、蒼だけが、かろうじて戦せん闘とう姿勢を維い持じしているが、少しでも気を抜ぬけば、即そく精神が喰われるだろう。


「来たれ……至し上じようのエサよ」


〝地刃〟はそう言った。


　自分以外は全すべてエサ。


　異メ魔ギ人ドを創つくり、人間を襲おそう。人間を襲った異メ魔ギ人ドは強くなる。強くなった異メ魔ギ人ドは、より強い異メ魔ギ人ドに喰われる。それを繰り返し、醜しゆう悪あくな食物連鎖の頂点に立つ個体。


　そして、極ごく上じようのエサはそこに。


　人体模も型けいみたいな非人間的で無表情の顔が喋しやべった。牙きばも無く、犬けん歯しも発達していない。人間の歯と変わらない。それが、今しがたの食事で血に塗まみれている。


　嫌けん悪お感をこらえながら、蒼は視線を右に向けた。戦いを終えた要が、戻もどっていた。


「要……あと、頼たのむわ」


　要は頷うなずいた。もう、第四鎖式レヴイは別れのときに外はずしてある。決断は……蒼に委ゆだねる。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟大戒放フルオープン」


　覚かく悟ごを決め、蒼が呟つぶやく。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、最大接続マキシマムコネクト」


　蒼の全身を、魂源ルーアハの伝でん導どうを示す電子回路に似た光の筋すじが彩いろどる。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟・〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟──臨界オーバーロード」


　体表を彩る光が、真しん紅くに変わった。真あ紅かい気をまといながら、蒼が第四の扉とびらを開ける。


「ギィィィィシャァァァァッッッ!!」


　蒼が吼ほえた。それが異メ魔ギ人ドとまったく変わらぬ声と知ったとき、朱雀もまた、叫さけんでいた。


「那斬……やめろ！」


〝騎士アビル〟はいち早く王の狂きよう乱らんを悟さとった。第参鎖式シエリシーで、すでに人の限界──ならば第四鎖式レヴイとは？


　答えは、鎖式リミツターの鎖式リミツター。




[image: ]


　鎖式リミツターの全安全機能戒かい放ほう。全すべての楔くさびを解とき放ち、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟と〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟を死ぬまで全戒放するだけ。


「那斬……！」


　朱雀が叫び、冴木も立ち上がる。その首に〝真紅の斬閃デツドライン〟が引かれる。動きが停てい滞たいするどころか、完全に脳が真あ紅かいビジョンに灼やかれ、全ての行動が圧あつ倒とう的なプレッシャーに[image: ]のみ込こまれる。


　この力──人の限界というより、むしろ異メ魔ギ人ドに近い。


「〝真紅の粛清デツドパージ〟」


　自みずからも首に斬閃を引かれながら、要が呟つぶやく。狂くるえる王は覇は道どうを突つき進み、立ち塞ふさがる者を牢ろう獄ごくに繫つなぎ、今共に戦いし忠ちゆう臣しんすら切り捨すてる。


　忌いむべき異い能のうを無差別に周囲に吐はき散らし、王は血ち塗ぬられた覇道を行く。


　蒼の全身に色いろ濃こく浮うかび上がる魂源ルーアハの伝導を示す電子回路に似にた光の紋もん様よう。


　そして……真紅に染そまるその瞳ひとみ。蒼そう茫ぼうの眼まな差ざしは、異メ魔ギ人ドのそれに変わってしまった。


　もう、そこに仲間達の知る蒼はいない。


　封が四、鎖式リミツター。


　それすなわち、鎖さ縛ばくからの戒放。


　全ての鎖くさりを解き放ち、もう彼を止めるものはない。


「ギィシャァァァァァッッッ!!」


　全身体能力を解放し、周囲の空間そのものを真あ紅かく染めて彼は〝地ち刃じん〟へ駆かけた。


　辿たどり着いた時、地刃の手は、武器を握にぎっていた。


　志こころざしを共にし、今ここに舞まい降おりた〝天てん剣けん〟と呼ばれた剣を。


「今こそ、約やく定じようのとき」


〝地刃〟が言った。


　──喰くらうぞ、人間。


〝天剣〟が言った。


　打ち合う刀かたなと剣。


　決着は、一いつ瞬しゆんで着いた。


　美び麗れいな刀とう身しんが、粉々に砕くだけ散っていく。


　数多あまたの異メ魔ギ人ドを屠ほふりながら、刃は毀こぼれ一つしなかった〝正まさ宗むね〟が……木こっ端ぱ微み塵じんに！


　極者アダム・バルフ達は、声を失った。


　要だけが蒼のために走った。彼の名を呼びながら。


「蒼ィィィィッッッ！」


　そして……〝王メレフ〟は〝天剣〟に腹を貫つらぬかれ、音も無く倒たおれた。属性〝王メレフ〟が……極限まで戒放された力が、一いち撃げきで、一瞬で。


　ただ、〝軍師〟の絶ぜつ叫きようだけがこだまし、辺あたりは絶望に包まれた。








　美み亜あは、蒼の言葉通り、〈武ぶ街がい〉を後にしていた。生徒達の誘ゆう導どうを終え、他の教職員と共に、臨時バスに乗ってゲートから街まちを出る。


　最さい後こう尾びの座席に座すわっていたため、振ふり返れば、〈武街〉を一望できる。遠ざかる壁かべに囲かこまれた街は、その防ぼう壁へきゆえに、自分を拒きよ絶ぜつしているようにも思える。


　あの中で、まだ蒼は戦っている。


　多分、今までで一番危険な戦い。


　彼の身を案じながら、美亜はけして違たがえられるはずの無い約束を口にした。


「待ってる……から」






　あとがき







　というわけで、〈武ぶ街がい〉ラブストーリーをお届けしました。


　あれ、何か違ちがうな……でもまあサブタイトル的には合っていると思うのです。ある意味新境地なのです。もっとも、構想自体は高二か高三で固まってましたが。


　なお今回のあとがきは多分にネタバレ要素を含ふくんでおりますので、あらかじめご了りよう承しよう下さい。





　思えば長かった……蒼あおいの物語という点だけで語ればクライマックス、蒼の為ため、美み亜あの為、この巻が書きたくてしょうがなかったです。


　そのせいか筆ふでも進み（多分）、ストレートに出で来きがいいと担たん当とうにもほめられました。何かラブコメ上じよう手ず、とかも言われたような言われてないような。プロットの段階では、ちょっとこれは……的なことも言われた気もしますが、原稿を読んだら納なつ得とくして頂いただいたようで。


　高校時代の僕ぼく、グッジョブ。単に僕が成長してないだけかもしれませんが。


　十代のあの頃ころ、雨の中蒼の首に触ふれた要かなめの動作を友達相手に再現したのが、役立ったようですね（違）。


　なお、僕は構想を練ねってるときはたまにキャラの言葉や動作を再現、特に言葉はちゃんと演技をして口走ったりしてます。


　傍はたから見てるとイタイ奴やつこの上ないでしょうが、基本創そう作さくとはイタイ行こう為いなのです。


　ちなみに要のドＳモードの音声の再現と、星せい拳けん発動時のポーズは自分が一番うまいんじゃないか!?　とかたまに思いますけど、それ以上書くともうイタイだけじゃ済すまないのでやめときます。





　話を戻もどして今回の〈武街〉ラブストーリー。


　担当にほめられたとはいえ、もちろん読者の皆みなさんに喜んで頂かないと何の意味も無いのですが、多少でも喜んで頂けると、





「ラブコメは書けないんじゃない……書かなかっただけですよ」





　……という物もの凄すごくかっこ悪い僕のセリフが若じやつ干かんホントっぽく聞こえるので、気に入って頂けると助かります。


　とはいえ、この巻に至いたるまで、色々伏ふく線せん張ったり種たねを蒔まいたりしておりました。


　おそらく賢けん明めいなる読者の皆さんは、何だあの主人公のくせにヘタレっぷりは……とか、敵に対してドＳなのはともかく、何であーも姉に対して冷たいかね……とか、いちいち首突つっ込こんで逆に足手まといだよねーさん……とか色々思うところがあったはずなのです。


　しかし、そうでないと逆に困こまります。この巻で明あかされる事実や展開に対する衝しよう撃げきが薄れちゃいます。


　むしろ思ってて頂けたのなら、作家冥みよう利りに尽つきるとでも言いましょうか。


　僕が皆さんの反はん応のうを想像して、





「思い通り……！」





　……と某ぼう新世界の神を目め指ざした青年並なみにキモイ笑えみを浮かべたことも報むくわれるでしょう。誰だれも思ってないし、あイタタ……という声が聞こえた気がしますが、多分当たりです。一度言ってみたかっただけです。調子乗ってすいませんでした。





　いいかげんマジメに話をしますと、元々この作品、ラブコメありきで書き始めました。


　俺おれ、ラブコメ書くよ……と高校時代に友人に話したような話してないような。


　複雑な人間関係じゃなくて、ほとんど一直線な内容ですが、僕なりの哲てつ学がくというか、信念が色々ちりばめられてます。


　蒼は美亜を想おもっており、本当に守りたいのは一人だけのくせに、皆のために体を張っています。


　それは崇すう高こうな行為ですが、一言でも誰かの為と言ってしまえば、それはただの偽ぎ善ぜんです。


　そして美亜に自分の気持ちを知られれば、それだけで彼女の人生を縛しばってしまいます。


　愛されることは幸せなことかもしれませんが、自分が愛していない男、それも年下で母親殺しの少年に見返りを求めない命を懸かけたまっすぐな愛情を向けられても、それは重いだけでしょう。


　少なくとも、蒼はそう考えています。


　そして、美亜がきっと自分を受け入れてくれることもわかっています。抱きしめてくれることもわかっています。嫌きらいになったりしないことも、わかっています。


　それは愛情ではなく同情で、彼女が他の誰かと共に生きることで得るであろう幸せを奪うばってしまうことが怖こわいゆえに、彼は何も告げずに戦っていました。


　純じゆん粋すいゆえに、彼はずっと悩なやんでいました。


　母を忘れられず、美亜を忘れられず、ただ〝正まさ宗むね〟を抱きしめていました。


　そんな彼の全すべてを知っていたのは、要だけです。


　この物語の中で、彼はほぼ僕と同じ視点で世界を見つめています。


　この物語のテーマはいかにして蒼が救われるか、でありそれを最もつとも体現しているのが要と言えるでしょう。


　では、何な故ぜ要はそこまで蒼を救おうとするのか。


　蒼は、いかにして救われるのか。


　選ばれし極者アダム・バルフ達の結末は。


　全ては、最終巻にて。


　完結に向け、次回予告をお届け致いたします。今回はナレーターを蒼ボイスで変へん換かんしてお読み下さい。





　王は斃たおされた。


　破やぶられし第四鎖式レヴイ・リミツターと砕くだけ散った〝正宗〟。


　未み曾ぞ有うの絶望の前に、敗走する極者アダム・バルフ達。


　冴さえ木き蘭らん丸まる、一世一代の大勝負。咲さき乱れるは、五つ目の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　殿しんがりを務つとめるは、四し門もん朱す雀ざく。〝王〟と〝軍師〟を救うため、行け、血ち飛沫しぶきの花道を。


　そして幕まくを開ける、〝剣つるぎ守もり〟飛ひ流りゆう要のたった一人の孤こ独どくな戦い。


　要対剣けん翁おう。


　全力全開マジギレマキシマムドＳモード発動。究きゆう極きよくのドＳバトルが、始まる。


　そして明かされる〝正宗〟誕たん生じようの秘ひ話わ。


　蒼と要、二人の胸の内にのみある出会いの記憶。


　あの日少年は愛あい刀とうを手にし、友と出会い、愛する人に抱きしめられた。


　だから──だからもう一度。


　目め醒ざめろ……俺の……俺の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟！


　顕けん現げんせよ、第六の欠片かけら。


　そして集つどえ。


　今こそ識しれ……欠片の意味。そして解き放て最終鎖式ゲマル・リミツター！


　全ての欠片はこのときのために。





　──今秋、刊行予定。




十月ユウ　





覇者の三剣トリスアギオン　４





十と月づきユウ
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